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長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質

│
広
域
連
合
を
通
し
た
広
域
行
政
の
特
殊
性
と
他
の
都
道
府
県
へ
の
影
響

│

山　
　

田　
　

光　
　

矢

一　

長
野
県
の
地
域
区
分
と
地
域
的
特
性

二　

長
野
県
の
市
町
村
の
歴
史

三　

長
野
県
の
広
域
行
政
の
歴
史

四　

長
野
県
の
広
域
連
合
の
整
備
と
平
成
の
大
合
併

五　

長
野
県
の
広
域
連
合
の
実
態

六　

長
野
県
の
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
の
特
色

論　

説

（
二
二
五
）
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一　

長
野
県
の
地
域
区
分
と
地
域
的
特
性

長
野
県
の
人
口
は
二
〇
六
万
三
八
六
五
人
で
全
国
一
六
位
、
面
積
は
一
万
三
五
六
一
・
六
一
㎢
で
全
国
四
位
、
人
口
密
度
は

一
五
二
・
一
九
人
で
全
国
三
八
位
の
県
で
あ
る
。
全
国
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
の
都
道
府
県
の
平
均
人
口
は
約
二
七
二
万

一
四
二
七
人
で
あ
り
、
長
野
県
に
は
平
均
人
口
の
約
七
五
・
八
％
（
ほ
ぼ
平
均
値
の
四
分
の
三
）
が
居
住
し
て
い
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
日
本
の
都
道
府
県
の
平
均
面
積
は
約
七
九
三
六
㎢
で
あ
り
、
長
野
県
は
日
本
の
平
均
面
積
の
約
一
七
一
％
（
ほ
ぼ
平
均
値
の
一
・
七
倍
）

の
広
さ
を
有
す
る
県
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
日
本
の
総
面
積
か
ら
北
海
道
を
除
く
と
、
都
府
県
の
平
均
面
積
は
約
六
四
〇
三
㎢
と
な
り
、

都
府
県
平
均
と
比
較
し
た
場
合
、
長
野
県
は
平
均
の
約
二
倍
の
面
積
を
有
す
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
長
野
県
の
人
口

密
度
は
、
日
本
の
都
道
府
県
の
平
均
人
口
密
度
三
三
六
・
〇
五
人
の
半
分
の
全
国
三
六
番
目
と
な
っ
て
お
り
、
都
府
県
で
比
較
し
た
場
合

に
は
、
平
均
値
の
二
倍
の
県
域
に
平
均
値
の
四
分
の
三
の
人
々
が
住
ん
で
い
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
1
）

。

長
野
県
に
は
一
九
市
・
二
三
町
・
三
五
村
の
合
計
七
七
の
市
町
村
が
存
在
す
る
。
そ
の
数
は
全
国
第
二
位
で
、
市
区
町
村
数
の
都
道
府

県
平
均
は
三
七
市
町
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
野
県
は
全
国
平
均
の
二
倍
強
の
市
町
村
を
有
す
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
市
（
区
）

町
村
数
が
一
七
九
市
町
村
で
全
国
最
多
の
北
海
道
と
比
較
し
た
場
合
、
長
野
県
の
市
（
区
）
町
村
数
は
そ
の
四
三
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、

長
野
県
の
面
積
が
北
海
道
の
六
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
長
野
県
の
市
町
村
は
三
〇
市
町
村
程
度
で
北
海
道
の
市
町
村
面
積
と
釣
り
合
う
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
野
県
は
面
積
の
狭
い
市
町
村
の
多
い
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
長
野
県
は
、
平
成
の
大
合
併
が

あ
ま
り
進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
県
と
い
え
る
。
平
成
の
大
合
併
後
の
北
海
道
を
除
く
都
府
県
で
、
市
町
村
数
が
三
〇
以
下
の
二
三
の
府
県

（
都
府
県
の
半
数
）
は
、
北
海
道
と
対
比
し
た
場
合
、
ほ
ぼ
北
海
道
と
同
じ
か
北
海
道
よ
り
広
い
市
町
村
規
模
の
府
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
二
六
）
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三

こ
の
こ
と
は
平
成
の
大
合
併
が
進
捗
し
た
府
県
と
進
捗
し
な
か
っ
た
府
県
が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
成
の
大
合
併
の
長
野
県
の
進
捗
率
は
、
四
二
市
町
村
減
（
三
五
・
〇
％
）
で
全
国
三
六
位
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
の
減
少
率
を
み
る

と
、
五
八
市
町
村
減
で
進
捗
率
七
三
・
四
％
の
長
崎
県
が
第
一
位
で
、
そ
れ
に
続
く
広
島
県
、
新
潟
県
、
愛
媛
県
、
大
分
県
、
岡
山
県
、
島

根
県
、
山
口
県
、
秋
田
県
、
滋
賀
県
、
香
川
県
の
一
一
の
県
は
進
捗
率
が
七
〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
逆
に
東
京
都
と
大
阪
府
は
一
自
治

体
し
か
減
少
し
て
は
い
な
い
が
、
一
・
六
％
で
東
京
都
が
最
下
位
に
、
大
阪
府
は
二
・
三
％
で
四
六
位
と
な
っ
て
い
る
。
四
五
位
は
四
自
治

体
減
で
進
捗
率
一
〇
・
八
％
の
神
奈
川
県
、
四
四
位
は
北
海
道
と
奈
良
県
で
あ
り
一
〇
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
％
台
は
低
い
方
か

ら
山
形
県
、
沖
縄
県
、
埼
玉
県
が
続
き
、
三
〇
％
台
は
千
葉
県
、
愛
知
県
、
福
島
県
、
長
野
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

村
の
数
の
平
成
の
大
合
併
前
の
都
道
府
県
の
状
況
は
、
最
多
が
六
七
村
の
長
野
県
で
、
三
五
村
で
二
位
の
新
潟
県
を
大
き
く
引
き
離
し

て
い
た
。
三
位
は
三
〇
村
の
岐
阜
県
、
四
位
は
二
八
村
の
福
島
県
、
五
位
は
二
七
村
の
沖
縄
県
、
六
位
は
二
六
村
の
群
馬
県
、
七
位
は

二
五
村
の
青
森
県
、
八
位
は
二
四
村
の
北
海
道
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
全
国
に
は
五
六
八
村
が
存
在
し
、
都
道
府
県
平
均
村
数
は
ほ
ぼ

一
二
村
で
あ
り
、
一
〇
村
以
上
の
都
道
府
県
は
二
一
の
道
と
県
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
成
の
大
合
併
で
村
は
一
八
八
村
と
な
り
平
均
四
村

と
な
っ
た
。
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
村
数
は
一
八
三
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
全
く
村
が
存
在
し
な
い
県
が
一
三
県
、

一
村
が
二
府
一
〇
県
の
一
二
府
県
、
二
村
が
五
県
と
な
っ
て
お
り
、
三
〇
府
県
は
村
が
〇
村
か
一
・
二
村
と
な
っ
て
い
る
。

村
の
多
い
都
道
府
県
の
順
位
を
み
る
と
、
最
多
は
長
野
県
で
三
五
村
、
二
位
の
沖
縄
県
は
一
九
村
、
三
位
の
北
海
道
と
福
島
県
は
一
五

村
、
五
位
の
奈
良
県
は
一
二
村
、
六
位
の
青
森
県
、
群
馬
県
、
東
京
都
、
熊
本
県
の
一
都
三
県
は
八
村
と
な
っ
て
い
る
。
岐
阜
県
と
新
潟

県
を
除
け
ば
、
村
の
数
の
順
位
は
平
成
の
大
合
併
以
前
の
順
位
を
継
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
六
位
ま
で
の
一
都
一
道
七
県
の
村

の
数
は
合
計
一
二
八
村
で
、
全
国
の
ほ
ぼ
七
割
で
平
均
一
四
・
二
村
、
残
り
の
三
八
の
府
県
の
平
均
村
数
は
一
・
五
村
弱
と
な
っ
て
お
り
、

（
二
二
七
）
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四

そ
の
違
い
は
歴
然
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
長
野
県
は
首
位
を
保
ち
、
五
位
の
沖
縄
県
が
二
位
に
、
四
位
の
福
島
県
と
八
位
の
北
海
道
が

三
位
、
群
馬
県
は
六
位
の
ま
ま
で
あ
り
、
七
位
の
青
森
県
は
六
位
と
な
っ
た
。
新
潟
県
は
三
五
村
が
四
村
に
、
岐
阜
県
は
三
〇
村
が
二
村

に
減
少
し
て
い
る
。
奈
良
県
は
一
七
村
の
一
二
位
か
ら
一
二
村
で
五
位
に
、
東
京
都
は
八
村
が
そ
の
ま
ま
残
り
六
位
と
な
っ
て
い
る
。

長
野
県
、
青
森
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
熊
本
県
な
ど
で
は
、
中
心
と
な
る
地
方
都
市
や
そ
の
周
辺
地
域
で
の
合
併
は
進
展
し
た
が
、

そ
の
他
の
区
域
で
は
あ
ま
り
合
併
が
進
展
し
て
は
い
な
い
。
北
海
道
は
面
積
の
広
い
市
町
村
が
多
く
、
面
積
上
は
合
併
を
積
極
的
に
推
進

す
る
状
況
に
は
な
く
、
人
口
減
の
影
響
も
あ
り
合
併
は
あ
ま
り
進
展
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
東
京
都
の
八
村
の
中
の
七
村
は
伊
豆
七
島
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
残
存
し
た
理
由
と
い
え
る
。
沖
縄
県
も
島
嶼
部
が
多
く
、
人
口
が
集
中
し
て
い
た
沖
縄
本
島
の
中
部
と
南
部
で
は

合
併
が
進
展
し
た
が
、
人
口
密
度
の
低
い
北
部
や
島
嶼
部
で
は
ほ
と
ん
ど
合
併
は
進
ま
な
か
っ
た
。
奈
良
県
で
は
、
県
の
面
積
の
約

七
〇
％
を
占
め
る
奈
良
県
南
部
の
南
和
地
域
に
面
積
の
広
い
村
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
村
は
そ
の
ま
ま
残
存
し
た
。

市
町
村
数
の
順
位
を
基
に
一
六
位
ま
で
の
都
道
府
県
の
面
積
と
人
口
と
人
口
密
度
で
対
比
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
七
七
市
町
村
で
二
位
の
長
野
県
は
、
面
積
が
四
位
で
あ
る
が
、
人
口
は
一
六
位
で
人
口
密
度
は
三
八
位
と
な
っ
て
い
る
。

長
野
県
で
は
長
野
市
・
松
本
市
・
上
田
市
・
佐
久
市
・
飯
田
市
の
上
位
五
市
に
県
人
口
の
約
半
数
（
四
六
・
九
％
）
が
居
住
し
て
お
り
、
残

り
の
七
二
市
町
村
に
は
平
均
一
万
五
千
人
程
度
し
か
居
住
し
て
い
な
い
。
一
七
九
市
町
村
で
第
一
位
の
北
海
道
は
面
積
も
第
一
位
で
人
口

も
八
位
で
あ
る
が
人
口
密
度
は
四
七
位
（
最
下
位
）
で
あ
る
。
し
か
も
札
幌
市
（
一
九
五
万
人
）
と
旭
川
市
（
約
三
六
万
人
）、
函
館
市
（
約

二
四
万
人
）
に
居
住
人
口
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
三
都
市
に
北
海
道
の
約
半
分
（
四
八
・
一
％
）
の
人
口
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

残
り
の
一
七
六
市
町
村
に
は
平
均
約
三
万
人
が
居
住
し
て
い
る
。
長
野
県
も
北
海
道
も
都
市
圏
以
外
は
過
疎
地
域
か
そ
れ
に
近
い
地
域
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
大
都
市
圏
を
除
い
た
地
域
圏
の
平
均
人
口
は
長
野
県
は
北
海
道
の
半
分
程
度
で
あ
り
、
長
野
県
の

（
二
二
八
）
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五

市
町
村
の
人
口
の
少
な
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

類
似
し
た
傾
向
を
有
す
る
県
と
し
て
は
、
五
九
市
町
村
で
五
位
の
福
島
県
（
面
積
三
位
、
人
口
二
一
位
、
人
口
密
度
四
〇
位
）、
四
五
市
町

村
で
八
位
の
熊
本
県
（
面
積
一
五
位
、
人
口
二
三
位
、
人
口
密
度
二
七
位
）、
四
三
市
町
村
で
一
〇
位
の
鹿
児
島
県
（
面
積
一
〇
位
、
人
口
二
四
位
、

人
口
密
度
三
六
位
）、
四
二
市
町
村
で
一
二
位
の
岐
阜
県
（
面
積
七
位
、
人
口
一
七
位
、
人
口
密
度
三
〇
位
）、
四
〇
市
町
村
で
一
五
位
の
青
森
県

（
面
積
八
位
、
人
口
三
一
位
、
人
口
密
度
四
一
位
）、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
有
す
る
県
は
、
東
北
、
中
部
圏
や
中
国
地

方
の
日
本
海
側
の
県
、
四
国
、
九
州
南
部
の
県
が
多
い
。
ま
さ
に
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
内
の
都
府
県
と
、
地
帯
外
の
道
と
県
の
過
密
化
と

過
疎
化
の
明
暗
が
よ
り
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
特
に
面
積
二
位
の
岩
手
県
の
人
口
三
二
位
・
人
口
密
度
四
六
位
、

五
位
の
新
潟
県
の
人
口
一
五
位
・
人
口
密
度
三
四
位
、
六
位
の
秋
田
県
の
人
口
三
八
位
・
人
口
密
度
四
五
位
、
九
位
の
山
形
県
の
人
口

三
五
位
・
人
口
密
度
四
二
位
と
い
っ
た
現
状
は
、
東
北
や
北
陸
の
人
口
減
少
傾
向
の
強
さ
と
、
こ
れ
ら
の
県
で
は
、
昭
和
の
大
合
併
を
契

機
と
し
て
、
市
町
村
合
併
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い
た
県
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

逆
に
北
海
道
や
長
野
県
と
対
照
的
な
都
府
県
は
、
六
三
市
町
村
で
三
位
の
埼
玉
県
の
面
積
三
九
位
・
人
口
五
位
・
人
口
密
度
四
位
、

六
〇
市
町
村
で
四
位
の
福
岡
県
の
面
積
二
九
位
・
人
口
九
位
・
人
口
密
度
七
位
、
五
一
市
町
村
で
六
位
の
千
葉
県
の
面
積
二
八
位
・
人

口
・
人
口
密
度
六
位
、
同
じ
五
一
市
町
村
で
六
位
の
愛
知
県
の
面
積
二
八
位
・
人
口
四
位
・
人
口
密
度
五
位
、
四
四
市
町
村
で
九
位
の
茨

城
県
の
面
積
二
四
位
・
人
口
一
一
位
・
人
口
密
度
一
二
位
、
四
三
市
町
村
で
一
〇
位
の
大
阪
府
の
面
積
四
六
位
・
人
口
三
位
・
人
口
密
度

二
位
、
四
一
市
町
村
で
一
三
位
の
兵
庫
県
の
面
積
一
二
位
・
人
口
七
位
・
人
口
密
度
八
位
、
三
九
市
町
村
（
六
二
市
区
町
村
）
で
一
六
位

の
東
京
都
の
面
積
四
五
位
・
人
口
一
位
・
人
口
密
度
一
位
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
大
都
市
圏
域
の
都
府
県
は
狭
い
都
府
県

域
に
人
口
が
集
中
し
て
お
り
、
小
さ
な
面
積
に
多
く
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
市
町
村
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。（

二
二
九
）
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四
一
市
町
村
で
一
三
位
の
沖
縄
県
は
面
積
は
第
四
四
位
で
人
口
は
二
五
位
で
あ
る
が
人
口
密
度
は
九
位
と
な
っ
て
い
る
。
三
九
市
町
村

で
一
六
位
の
奈
良
県
も
面
積
は
四
〇
位
で
人
口
は
二
九
位
で
あ
る
が
、
人
口
密
度
は
一
四
位
と
な
っ
て
い
る
。
両
県
と
も
狭
い
面
積
に
多

く
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
県
で
あ
る
。
た
だ
し
両
県
と
も
村
の
数
が
多
く
、
中
心
的
な
地
方
都
市
と
そ
の
周
辺
に
人
口
が
集
中
し
、
そ
の

他
の
地
域
は
過
疎
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
地
域
が
多
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
面
積
四
七
位
の
香
川
県
は
人
口
三
九
位
・
人
口
密
度
一
一
位
、

四
三
位
の
神
奈
川
県
は
人
口
二
位
・
人
口
密
度
三
位
、
四
二
位
の
佐
賀
県
は
人
口
四
一
位
・
人
口
密
度
一
六
位
、
三
八
位
の
滋
賀
県
は
人

口
二
六
位
・
人
口
密
度
一
五
位
、
三
七
位
の
長
崎
県
は
人
口
三
〇
位
・
人
口
密
度
一
八
位
で
あ
り
、
沖
縄
県
を
除
く
と
そ
れ
ら
は
大
都
市

圏
に
位
置
す
る
人
口
が
集
中
し
て
い
る
県
と
い
え
る
。

市
町
村
の
平
均
人
口
二
〇
万
人
台
は
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
大
阪
府
の
三
都
府
県
、
一
〇
万
人
台
は
愛
知
県
・
兵
庫
県
・
広
島
県
・
埼

玉
県
・
千
葉
県
・
静
岡
県
の
六
県
、
九
万
人
台
が
京
都
府
、
八
万
人
台
が
福
岡
県
で
あ
り
、
す
べ
て
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
位
置
す
る

大
都
市
を
有
す
る
一
一
の
都
府
県
で
あ
る
。
五
万
人
以
上
七
万
人
以
下
の
県
は
一
五
県
、
三
万
人
以
上
五
万
人
以
下
の
県
は
一
七
県
、
二

万
人
台
は
人
口
順
位
で
い
え
ば
八
位
の
北
海
道
と
一
六
位
の
長
野
県
、
四
五
位
の
高
知
県
と
四
七
位
の
鳥
取
県
で
あ
る
。
そ
の
中
で
鳥
取

県
は
面
積
も
四
一
位
で
あ
り
、
人
口
と
面
積
か
ら
み
て
も
小
規
模
な
県
と
い
え
る
。
高
知
県
に
次
ぐ
人
口
の
県
は
四
六
位
の
島
根
県
で
あ

り
、
面
積
で
は
高
知
県
が
一
八
位
、
島
根
県
が
一
九
位
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
太
平
洋
と
日
本
海
に
位
置
す
る
類
似
し
た
条
件
を
抱

え
た
県
と
い
え
る
。
人
口
密
度
で
比
較
し
た
場
合
、
三
七
位
が
鳥
取
県
、
三
八
位
が
長
野
県
、
四
三
位
が
島
根
県
、
四
四
位
が
高
知
県
、

四
五
位
が
秋
田
県
、
四
六
位
が
岩
手
県
、
四
七
位
が
北
海
道
で
あ
り
、
長
野
県
と
北
海
道
は
類
似
し
た
問
題
を
抱
え
た
道
と
県
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る

（
2
）

。

平
成
の
大
合
併
の
進
捗
状
況
に
は
都
道
府
県
で
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
全
国
の
一
七
一
八
市
町
村
の
中
で
、
人
口
が

（
二
三
〇
）
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一
万
人
未
満
の
市
町
村
は
五
〇
五
存
在
す
る
。
三
つ
の
市
は
す
べ
て
北
海
道
の
歌
志
内
市
（
三
五
二
四
人
）、
夕
張
市
（
八
六
八
五
人
）、
三

笠
市
（
九
〇
〇
一
人
）
で
あ
り
、
残
り
の
五
〇
二
町
村
は
兵
庫
県
と
栃
木
県
を
除
い
た
四
五
都
道
府
県
に
存
在
す
る
。
町
村
数
で
も
最
多

は
一
一
九
町
村
（
総
数
一
四
四
町
村
の
八
三
％
）
の
北
海
道
、
二
位
は
四
二
町
村
（
五
八
町
村
の
七
二
％
）
の
長
野
県
、
三
位
は
三
〇
町
村

（
四
六
町
村
の
六
五
％
）
の
福
島
県
、
四
位
は
一
九
町
村
（
二
三
町
村
の
八
二
％
）
の
高
知
県
で
あ
る
。
全
国
最
多
の
村
を
抱
え
、
市
町
村
の

数
や
人
口
規
模
、
人
口
一
万
人
以
下
の
町
村
も
二
位
の
長
野
県
は
、
一
部
事
務
組
合
を
中
心
と
す
る
事
務
の
共
同
処
理
方
式
を
用
い
て
広

域
行
政
を
推
進
し
て
き
た
県
と
い
え
る
。
長
野
県
は
県
内
を
一
〇
の
広
域
連
合
に
区
分
し
、
広
域
連
合
を
単
位
と
し
た
広
域
行
政
の
展
開

と
、
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
そ
の
他
の
新
た
な
広
域
行
政
手
段
を
活
用
し
た
、
他
の
都
道
府
県
に
は
見
ら
れ
な
い
広
域
行
政
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
長
野
県
の
独
特
な
広
域
行
政
政
策
は
、
今
後
過
疎
化
に
悩
む
中
山
間
地
の
多
い
他
の
県
も
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
県
と
い
え
る

（
3
）

。

二　

長
野
県
の
市
町
村
の
歴
史

糸
魚
川
│
静
岡
構
造
線
が
白
馬
村
・
大
町
市
・
安
曇
野
市
・
松
本
市
・
塩
尻
市
・
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
富
士
見
町
を
通
過
し
、
松
本
と

諏
訪
付
近
か
ら
西
は
伊
那
市
・
大
鹿
村
を
通
り
伊
勢
か
ら
四
国
を
通
り
阿
蘇
へ
と
続
き
、
東
は
群
馬
県
を
通
り
鹿
島
ま
で
続
く
中
央
構
造

線
が
交
差
し
た
形
で
通
過
す
る
長
野
県
は
、
構
造
線
を
境
に
地
質
が
大
き
く
異
な
る
日
本
の
結
合
点
に
位
置
す
る
県
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

諏
訪
市
は
、「
中
央
構
造
線
（
西
南
日
本
を
縦
断
す
る
大
断
層
）
と
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
（
本
州
中
央
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
大
断
層
）
と
の
交
差

地
点
」
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
日
本
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
上
田
市
、
佐
久
市
、
塩
尻
市
、
松
本
市
、
辰

（
二
三
一
）
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野
町
、
南
牧
村
、
飯
田
市
、
上
松
町
の
五
市
二
町
二
村
に
諏
訪
市
を
い
れ
る
と
一
〇
の
市
町
村
が
日
本
の
中
心
あ
る
い
は
臍
（
へ
そ
）
な

ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
4
）

。

長
野
県
が
日
本
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
長
野
県
の
道
路
か
ら
見
て
も
理
解
で
き
る
。
古
来
長
野
県
に
は
糸
魚
川
か
ら
松
本

に
至
る
塩
の
道
（
千
国
街
道
）
が
構
造
線
に
沿
っ
て
通
っ
て
い
た
。
松
本
か
ら
は
五
千
石
街
道
が
塩
尻
で
中
山
道
に
つ
な
が
り
、
西
に
向

か
え
ば
京
都
三
条
大
橋
に
、
東
に
向
か
え
ば
軽
井
沢
を
経
由
し
て
江
戸
日
本
橋
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
塩
尻
か
ら
中
山
道
を
経
由

し
て
諏
訪
で
甲
州
街
道
に
入
り
、
構
造
線
に
沿
っ
て
甲
斐
の
北
斗
ま
で
行
け
ば
そ
の
先
は
江
戸
日
本
橋
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
加
え
て
塩

尻
か
ら
中
山
道
を
軽
井
沢
に
向
か
っ
て
進
み
、
追
分
か
ら
旧
北
国
街
道
を
た
ど
れ
ば
越
後
に
入
り
、
高
田
か
ら
は
新
潟
に
も
琵
琶
湖
経
由

で
京
都
三
条
大
橋
に
も
そ
し
て
山
陰
地
方
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
塩
尻
か
ら
伊
那
街
道
・
秋
葉
街
道
を
通
れ
ば
静
岡
県
御
前

崎
で
太
平
洋
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
塩
の
道
は
日
本
海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

長
野
県
の
地
形
は
山
脈
と
盆
地
に
大
別
す
る
と
、
北
に
長
野
盆
地
、
北
西
に
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）、
東
に
佐
久
盆
地
、
西
に
松
本

盆
地
、
南
に
伊
那
盆
地
を
挟
ん
で
右
に
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル
プ
ス
）、
左
に
木
曽
山
脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
が
存
在
す
る
。
佐
久
盆
地
と
伊
那

盆
地
の
間
に
諏
訪
湖
に
つ
な
が
る
平
地
が
あ
り
、
山
梨
県
と
の
境
に
八
ヶ
岳
が
あ
る
。
諏
訪
湖
周
辺
を
中
心
と
し
た
場
合
、
諏
訪
湖
か
ら

八
ヶ
岳
を
経
由
す
る
経
路
が
甲
州
街
道
で
あ
り
、
諏
訪
地
方
か
ら
佐
久
盆
地
を
経
由
し
て
東
に
向
か
う
道
が
江
戸
に
つ
な
が
る
中
山
道
で

あ
り
、
佐
久
盆
地
か
ら
長
野
盆
地
に
向
か
う
経
路
が
北
国
街
道
で
あ
る
。
松
本
盆
地
を
北
に
向
か
う
道
が
北
国
街
道
で
あ
り
、
諏
訪
地
方

か
ら
伊
那
盆
地
を
南
南
西
に
向
か
う
道
が
京
都
に
つ
な
が
る
中
山
道
で
あ
る
。

長
野
県
の
川
も
地
形
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ
岳
を
源
と
す
る
梓
川
は
、
松
本
盆
地
で
奈
良
井
川
と
合
流

し
て
犀
川
と
な
り
、
長
野
盆
地
で
千
曲
川
と
な
る
。
千
曲
川
の
本
流
は
甲
武
信
ヶ
岳
（
こ
ぶ
し
が
が
た
け
）
に
源
を
発
し
、
佐
久
、
上
田
の

（
二
三
二
）
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二
つ
の
盆
地
を
経
て
長
野
市
の
あ
る
善
光
寺
平
で
最
大
の
支
川
犀
川
と
合
流
し
、
新
潟
県
で
信
濃
川
と
な
っ
て
日
本
海
に
そ
そ
い
で
い
る
。

木
曽
川
は
長
野
県
中
西
部
の
鉢
盛
山
に
発
し
、
飛
騨
（
ひ
だ
）
川
を
合
し
て
伊
勢
湾
に
注
ぐ
長
さ
二
二
七
㎞
の
川
で
あ
る
。
そ
の
上
流
は

木
曽
谷
の
峡
谷
で
中
流
域
の
峡
谷
は
日
本
ラ
イ
ン
と
よ
ば
れ
る
景
勝
地
で
下
流
で
は
輪
中
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
野
県
の
各
地
域

は
山
に
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
立
を
好
む
傾
向
が
強
い
反
面
、
川
や
道
路
を
通
じ
て
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
地
域

単
位
で
は
強
い
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
る
県
で
も
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
、
現
在
の
長
野
県
の
区
域
で
は
、
様
々
な
地
域
改
革
が
見
ら
れ
た
。
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の

信
濃
国
に
は
、
現
在
の
北
信
地
区
に
水
内
郡
、
高
井
郡
、
埴
科
郡
、
更
級
郡
の
四
郡
、
東
信
地
区
の
上
小
地
域
に
小
県
郡
佐
久
地
域
に
佐

久
郡
南
信
地
域
の
諏
訪
地
域
に
諏
訪
郡
上
伊
那
地
域
と
飯
伊
地
域
に
伊
那
郡
と
佐
久
郡
中
信
地
区
に
筑
摩
郡
と
安
曇
郡
の
合
計
一
〇
の
郡

が
置
か
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
信
濃
国
の
幕
府
領
に
は
伊
那
県
が
置
か
れ
、
残
っ
た
各
藩
の
領
域
は
旧
藩
主
が
知
藩
事
と
な
っ
て

統
治
し
た
。
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
九
月
一
七
日
に
伊
那
県
の
東
信
地
域
と
北
信
地
域
の
領
域
に
は
中
野
県
が
置
か
れ
、
中
信
地
域
と

南
信
地
域
は
そ
の
ま
ま
伊
那
県
と
し
て
残
っ
た
。
た
だ
し
中
野
県
で
は
大
規
模
な
農
民
一
揆
が
起
こ
り
、
県
庁
が
消
失
し
た
こ
と
か
ら
、

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
六
月
二
二
日
に
県
庁
が
長
野
に
移
転
し
中
野
県
は
長
野
県
と
な
っ
た
。

同
年
七
月
一
四
日
に
は
、
北
信
地
域
に
は
長
野
県
の
他
に
、
飯
山
県
、
松
代
県
、
須
坂
県
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
一
部
は
推
谷
県
（
現

在
の
新
潟
県
に
置
か
れ
て
い
た
）
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
東
信
地
区
の
上
小
地
域
は
上
田
県
と
小
諸
県
が
置
か
れ
た
が
一
部
は
中
野
県
の
管

轄
下
に
入
っ
た
。
佐
久
地
域
に
は
岩
田
村
県
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
地
域
は
中
野
県
の
管
轄
下
に
入
り
、
そ
の
他
の
地
域
は
小

諸
県
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
南
信
地
域
の
諏
訪
地
域
に
は
高
島
県
が
置
か
れ
た
。
上
伊
那
地
域
に
は
高
遠
県
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
そ
の

一
部
は
高
島
県
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
伊
那
地
域
に
は
飯
田
県
と
伊
那
県
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
一
部
は
高
遠
県
と
名
古
屋
県
（
現
在

（
二
三
三
）
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一
〇

の
愛
知
県
に
置
か
れ
て
い
た
）
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
中
信
地
域
の
木
曽
地
域
は
高
遠
県
と
名
古
屋
県
の
管
轄
下
に
入
り
、
松
本
地
域
に
は

松
本
県
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
は
伊
那
県
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
大
北
地
域
は
松
本
県
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。

同
年
一
一
月
二
〇
日
の
第
一
次
統
合
に
よ
っ
て
、
北
信
地
域
の
長
野
県
・
飯
山
県
・
松
代
県
・
須
坂
県
と
推
谷
県
の
管
轄
区
域
の
一
部
、

東
信
地
区
の
上
田
県
・
小
諸
県
・
岩
田
村
県
は
統
合
さ
れ
長
野
県
と
な
っ
た
。
南
信
地
域
と
中
信
地
域
の
高
島
県
、
高
遠
県
、
飯
田
県
、

伊
那
県
と
名
古
屋
県
の
管
轄
地
域
の
一
部
が
統
合
さ
れ
て
筑
摩
県
と
な
っ
た
。
そ
の
時
に
筑
摩
県
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
飛
騨
地
方
は
岐
阜

県
の
管
轄
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
野
県
と
岐
阜
県
の
県
境
地
域
が
合
併
後
の
帰
属
先
等
で
若
干
混
乱
が
生
じ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
山
口
村
が
岐
阜
県
中
津
川
市
と
四
六
年
ぶ
り
の
越
県
合
併
を
し
、
岐
阜
県
中
津
川
市
の
区
域
に
移
行
し
た

要
因
の
一
つ
に
、
こ
う
し
た
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
県
境
集
落
の
実
態
が
あ
る
。
そ
の
後
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
第
二
次
統
合
に

よ
っ
て
長
野
県
と
筑
摩
県
は
統
合
さ
れ
て
長
野
県
が
誕
生
し
た

（
5
）

。

明
治
の
大
合
併
直
前
の
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
、
長
野
県
に
は
八
九
一
の
町
村
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
翌
年
の
市
制
・
町
村
制

施
行
後
は
一
六
町
三
七
五
村
の
合
計
三
九
一
町
村
（
四
三
・
九
％
）
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
現
在
の
長
野
県
域
の
北
信
に
は
、

北
信
地
域
に
下
高
井
郡
と
下
水
内
郡
の
二
郡
が
、
長
野
地
域
に
更
級
郡
（
現
存
せ
ず
）、
埴
科
郡
、
上
高
井
郡
、
上
水
内
郡
の
四
郡
が
置
か

れ
て
い
た
。
東
信
の
上
小
地
域
に
は
小
県
郡
が
、
佐
久
地
域
に
は
南
佐
久
郡
と
北
佐
久
郡
の
二
郡
が
置
か
れ
て
い
た
。
旧
長
野
県
側
に
は

九
つ
の
郡
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
信
の
諏
訪
地
域
に
は
諏
訪
郡
が
、
上
伊
那
地
域
に
は
上
伊
那
郡
が
、
飯
伊
地
域
に
は
下
伊
那

郡
が
置
か
れ
た
。
中
信
の
木
曽
地
域
に
は
西
筑
摩
郡
（
現
在
の
木
曽
郡
）
が
、
松
本
地
域
に
は
東
安
曇
郡
と
南
安
曇
郡
（
現
在
の
安
曇
野
市
）

の
二
郡
が
、
大
北
地
域
に
は
北
安
曇
郡
が
置
か
れ
た
。
旧
筑
摩
県
側
に
は
七
つ
の
郡
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
六
の
郡
の
な
か
の

町
村
が
合
併
を
し
な
が
ら
一
部
で
は
市
制
を
確
立
し
、
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
の
確
立
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
近

（
二
三
四
）
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一
一

代
的
な
地
方
自
治
制
度
が
確
立
さ
れ
る
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る

（
6
）

。

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
日
本
国
憲
法
と
地
方
自
治
法
施
行
時
の
、
長
野
県
の
六
市
二
九
町
三
四
七
村
の
合
計
三
八
二
市
町
村
は
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は
六
市
三
四
町
三
三
八
村
の
三
七
八
市
町
村
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
の
大
合
併
が
終
了
し

た
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
は
、
一
八
市
四
〇
町
八
一
村
の
一
三
九
市
町
と
な
り
、
八
年
間
で
三
六
・
八
％
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
し

か
し
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
市
町
村
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
野
県
の
各
地
域
で
は
広
域
的
な
事
務
の
共
同
処
理

を
目
的
と
し
た
一
部
事
務
組
合
が
複
数
創
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
野
県
内
の
最
初
の
一
部
事
務
組
合
は
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）

年
に
設
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
長
野
県
は
「
本
県
の
一
部
事
務
組
合
は
、
歴
史
も
古
く
、
設
立
数
も
全
国
的
に
見
て
多
い
（
平
成

三
〇
・
四
・
一
現
在
：
六
四
団
体
…
数
字
は
漢
数
字
に
直
し
て
あ
る
）。
小
規
模
自
治
体
が
多
い
こ
と
が
要
因
」
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。
長

水
部
分
林
組
合
は
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
の
設
立
で
あ
る
。

地
域
別
に
見
る
と
、
北
信
の
北
信
地
域
は
地
域
を
二
分
し
て
、
中
野
市
と
山
ノ
内
町
で
岳
南
消
防
事
務
組
合
を
、
飯
山
市
と
木
島
平
村
、

野
沢
温
泉
村
、
栄
村
で
岳
北
広
域
行
政
組
合
を
設
置
し
て
お
り
、
圏
域
を
二
つ
の
市
に
区
分
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
北
信
の
長

野
地
域
で
は
千
曲
市
と
坂
城
町
で
葛
尾
組
合
・
六
ヶ
郷
用
水
組
合
・
千
曲
坂
城
消
防
組
合
を
結
成
し
て
お
り
、
両
者
の
結
び
つ
き
の
強
さ

を
示
し
て
い
る
。
東
信
の
上
小
地
域
で
は
上
田
市
と
長
和
町
が
組
合
立
中
学
校
を
創
立
し
て
い
る
。
東
信
の
佐
久
地
域
で
は
佐
久
市
と
小

諸
市
・
軽
井
沢
町
・
御
代
田
町
、
佐
久
市
と
佐
久
穂
町
、
小
諸
市
と
北
相
木
村
・
南
相
木
村
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
が
地

域
間
関
係
の
実
態
を
示
唆
し
て
い
る
。

南
信
の
諏
訪
地
域
で
は
、
諏
訪
市
を
挟
ん
で
、
諏
訪
市
・
岡
谷
市
・
南
諏
訪
町
の
組
み
合
わ
せ
と
、
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
富
士
見
町
・

原
村
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
諏
訪
地
域
で
は
、
諏
訪
市
・
岡
谷
市
・
南
諏
訪
町
の
合
併
案
や
、
諏
訪
地
域
全
体
の
合
併
案
も
複
数

（
二
三
五
）
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一
二

回
提
案
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
定
住
自
立
圏
に
お
い
て
は
富
士
見
町
と
原
町
が
山
梨
県
北
杜
市
と
の
間
で
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
を
形
成

し
て
お
り
、
地
域
の
再
編
に
関
し
て
は
先
行
き
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
。
上
伊
那
地
域
で
は
、
伊
那
市
・
辰
野
市
・
蓑
輪
町
・
南
箕
輪
村

と
駒
ケ
根
市
・
飯
島
町
・
中
川
村
・
宮
田
村
の
組
み
合
わ
せ
が
顕
著
で
、
圏
域
が
二
分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
南
信
の
飯
伊
地

域
は
一
市
三
町
一
〇
村
の
全
市
町
村
で
設
置
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
が
二
組
合
、
三
町
一
〇
村
で
設
置
し
て
い
る
も
の
が
一
組
合
存
在

し
、
圏
域
全
体
の
結
び
つ
き
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
域
に
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
駅
も
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
圏
域

で
の
新
し
い
形
で
の
連
携
強
化
策
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
反
面
、
こ
れ
ま
で
実
現
を
求
め
て
き
た
、
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
静

岡
県
の
遠
州
地
域
や
愛
知
県
の
東
三
河
地
域
と
の
「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」
に
よ
る
「
日
本
の
県
境
連
携
先
進
モ
デ

ル
」
を
継
続
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
両
方
の
組
み
合
わ
せ
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
複
数
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。
将
来
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
と
も
い
え
る

（
7
）

。

中
信
の
木
曽
地
域
は
市
の
存
在
し
な
い
地
域
で
あ
り
、
木
曽
広
域
行
政
事
務
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
た
が
現
在
は
広
域
連
合
し
か
存
在

し
な
い
。
全
域
が
日
本
遺
産
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中　

〜
山
を
守
り　

山
に
生
き
る
〜
」
を
構
成
す
る
、
御
岳
県
立
公
園
と
中
央
ア

ル
プ
ス
県
立
公
園
に
挟
ま
れ
、
間
を
旧
中
山
道
（
国
道
一
九
号
）
と
中
央
本
線
と
木
曽
川
が
流
れ
、
北
北
東
か
ら
南
南
西
に
つ
な
が
る
地

域
で
あ
る

（
8
）

。
地
域
規
模
か
ら
も
一
体
化
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
平
成
の
大
合
併
で
山
口
村
が
岐
阜
県
中
津
川
市
に
編
入
さ
れ
、
楢
川
村
が

塩
尻
市
に
編
入
さ
れ
圏
域
を
去
っ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
圏
域
と
や
他
県
の
圏
域
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
分
裂
し
や
す
い
傾
向
も
み
ら
れ

る
。
中
信
の
松
本
地
域
で
は
松
本
市
・
塩
尻
市
・
山
形
村
・
朝
日
村
と
安
曇
野
市
・
麻
績
村
・
筑
北
村
・
生
坂
村
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

部
分
的
に
は
大
北
地
域
の
池
田
町
・
松
川
村
と
の
絆
も
強
い
。
大
北
地
域
で
は
大
町
市
を
挟
ん
で
池
田
町
・
松
川
村
の
グ
ル
ー
プ
と
、
白

馬
村
・
小
谷
村
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
。

（
二
三
六
）
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一
三

長
野
県
の
各
地
域
や
各
市
町
村
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
野
県
の
地
理
的
要
因
や
歴
史
的
要
因
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
長
野
県
に
は
旧
来
の
交
通
網
を
基
に
新
た
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
道
路
網
を
見
る
と
、
旧
中
山
道
沿

い
に
整
備
さ
れ
た
上
信
越
自
動
車
道
が
更
埴
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
長
野
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
、
岡
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
旧
甲
州
街
道

沿
い
に
整
備
さ
れ
た
中
央
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
中
部
圏
以
西
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
上
越
自
動
車
道
は
北
陸
自
動
車
道
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
国
道
網
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
が
、
幹
線
道
路
以
外
で
は
松
本
市
か
ら
北
に
は
大
町
市
を
通
る
国
道
一
四
七
号
線
（
旧
北

国
街
道
）
が
糸
魚
川
市
に
つ
な
が
り
、
北
に
は
国
道
一
九
号
線
（
旧
中
山
道
）
が
名
古
屋
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
飯
田
市
か
ら
は
国
道

二
五
八
号
線
延
長
線
上
に
は
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
一
部
分
の
六
・
九
㎞
の
佐
久
間
道
路
と
二
一
㎞
の
三
遠
道
路
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、

国
道
一
五
二
号
線
に
沿
っ
た
高
規
格
道
路
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
網
で
は
中
央
本
線
が
甲
州
街
道
沿
い
に
整
備
さ
れ
、
塩
尻
駅
か
ら
木
曽
地
域
を
通
っ
て
名
古
屋
駅
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。
高
崎
駅

か
ら
軽
井
沢
駅
・
長
野
駅
・
新
潟
駅
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
北
陸
新
幹
線
開
通
に
と
も
な
い
Ｊ
Ｒ
と
第
三
セ
ク
タ
ー
が

混
在
し
た
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
飯
田
線
は
辰
野
駅
か
ら
豊
橋
駅
を
結
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
経
営
す
る
大
糸
線
は
松
本
駅
か
ら
大

町
駅
を
経
由
し
て
糸
魚
川
駅
を
結
び
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
す
る
大
糸
線
は
松
本
駅
か
ら
長
野
駅
を
結
ん
で
い
る
。
飯
山
線
は
信
越
線
豊

野
駅
と
上
越
線
越
後
川
口
駅
を
部
分
的
に
は
千
曲
川
沿
い
に
結
ん
で
い
る
。
軽
井
沢
・
篠
ノ
井
間
は
第
三
セ
ク
タ
ー
「
し
な
の
鉄
道
」
が

営
業
し
て
い
る
。
ま
た
長
野
駅
か
ら
湯
田
中
駅
ま
で
は
私
鉄
の
「
長
野
電
鉄
」
が
、
松
本
駅
か
ら
新
島
々
駅
ま
で
は
ア
ル
ピ
コ
交
通
上
高

地
線
が
走
っ
て
お
り
、
そ
の
先
は
バ
ス
が
上
高
地
へ
向
か
っ
て
い
る

（
9
）

。

こ
の
よ
う
に
長
野
県
は
地
理
的
な
影
響
も
あ
り
、
歴
史
的
な
交
通
路
に
沿
っ
て
道
路
網
や
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
交

通
網
の
整
備
状
況
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
の
強
い
地
域
と
弱
い
地
域
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
が
合
併
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は

（
二
三
七
）
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否
め
な
い
。
ま
た
長
野
県
内
の
旧
国
鉄
の
路
線
は
、
長
野
県
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
長
野
県
が

東
日
本
と
西
日
本
の
結
節
点
に
あ
り
、
臍
（
へ
そ
）
や
中
心
地
を
主
張
す
る
市
町
村
の
多
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
こ

う
し
た
特
徴
が
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
長
野
県
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

長
野
県
の
広
域
行
政
の
歴
史

こ
う
し
た
昭
和
の
大
合
併
の
後
の
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
、
池
田
内
閣
は
「
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
基
本
目
標
と
す
る

「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
全
国
に
一
五
の
新
産
業
都
市
と
六
の
工
業
整
備
特
別
地
域
を
設
定
し
た
。
長
野
県
で
は
松
本

諏
訪
地
区
が
新
産
業
都
市
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
区
域
は
当
時
の
松
本
市
、
岡
谷
市
、
諏
訪
市
、
大
町
市
、
茅
野
市
、
塩
尻
市
、

諏
訪
郡
下
諏
訪
町
・
富
士
見
町
・
原
村
、 

東
筑
摩
郡
明
科
町
・
本
郷
村
・
波
田
村
・
山
形
村
・
朝
日
村
、
南
安
曇
郡
豊
科
町
・
穂
高
町
・

奈
川
村
・
安
曇
村
・
梓
川
村
・
三
郷
村
・
堀
金
村
、 
北
安
曇
郡
池
田
町
・
松
川
村
で
あ
り
、
長
野
県
を
北
部
・
中
部
・
南
部
に
三
区
分
し

た
と
き
の
中
部
に
位
置
す
る
六
市
六
町
一
一
村
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
野
県
を
東
か
ら
北
北
西
へ
む
か
っ
て
横
断
す
る
形
態
を

し
た
区
域
で
あ
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
が
公
害
等
の
環
境
問
題
を
惹
起
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
佐
藤
内
閣
は
「
豊
か
な
環
境
の
創
造
」

を
基
本
目
標
と
す
る
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
新
幹
線
網
や
高
速
道
路
網
の
整
備
、
本
四
架
橋
や
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

建
設
と
い
っ
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
の
推
進
と
と
も
に
、
豊
か
な
環
境
の
創
造
の
広
域
的
な
展
開
を
目
的
に
、
全
国
に
三
三
八
ヶ
所

へ
の
「
広
域
市
町
村
圏
」
の
設
置
に
着
手
し
た
。
昭
和
の
大
合
併
で
基
礎
自
治
体
の
広
域
化
が
実
践
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は

（
二
三
八
）
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一
部
事
務
組
合
を
手
段
と
し
た
新
た
な
広
域
行
政
の
実
施
主
体
と
し
て
、
広
域
市
町
村
圏
の
設
置
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
複
合
一
部
事

務
組
合
は
そ
の
有
効
な
実
施
手
段
の
一
つ
と
な
っ
た
。

表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
長
野
県
で
は
佐
久
地
域
と
飯
伊
地
域
に
最
初
の
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ

れ
た
。
佐
久
地
域
に
は
二
市
七
町
七
村
の
一
六
市
町
村
に
よ
り
佐
久
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
が
、
飯
伊
地
域
に
は
一
市
三
町
一
四
村
の

合
計
一
八
市
町
村
で
飯
伊
広
域
行
政
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
上
伊
那
地
域
に
二
市
四
町
四
村
の
一
〇
市
町
村
に
よ
る
上
伊
那
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
と
、
木
曽
地
域
に
三
町
八
村
の
一
一
町
村
に
よ
る
木
曽
広
域
行
政
事
務
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和

四
六
）
年
に
は
北
信
地
域
に
二
市
一
町
四
村
の
七
市
町
村
に
よ
る
北
信
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
長
野
地
域
に
三
市
七
町
八
村
の
一
八

市
町
村
に
よ
る
長
野
広
域
行
政
組
合
、
上
小
地
域
に
一
市
四
町
三
村
の
八
市
町
村
で
上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
松
本
地
域
に
二
市

四
町
一
三
村
の
一
九
市
町
村
に
よ
る
松
本
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
大
北
地
域
に
は
一
市
一
町
五
村
の
七
市
町
村
に
よ
る
北
ア
ル
プ
ス

広
域
行
政
組
合
の
合
計
五
つ
の
広
域
市
町
村
が
設
定
さ
れ
た
。
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
は
諏
訪
地
域
に
三
市
二
町
一
村
の
六
市
町

村
に
よ
る
諏
訪
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。

長
野
県
内
に
は
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
七
月
一
日
現
在
で
九
六
の
一
部
事
務
組
合
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
四

月
一
日
現
在
で
は
七
七
に
減
少
し
て
い
る
。
減
少
し
た
一
九
の
一
部
事
務
組
合
の
ほ
と
ん
ど
は
、
構
成
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
・

解
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
10
）

。
表
2
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
長
野
県
に
は
六
四
の
一
部
事
務
組
合
が
存
在
す
る
。
こ
の
間
に
長
野
県
で

は
広
域
連
合
の
創
設
と
平
成
の
大
合
併
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
一
部
事
務
組
合
が
減
少
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
国
に

は
一
五
四
三
の
一
部
事
務
組
合
が
存
在
し
、
都
道
府
県
平
均
は
約
三
三
組
合
、
最
多
は
一
二
九
の
北
海
道
で
、
二
位
は
七
四
の
福
岡
県
、

三
位
は
六
五
の
山
梨
県
、
四
位
は
六
四
の
長
野
県
、
五
位
は
五
四
の
岡
山
県
と
な
っ
て
お
り
、
最
少
は
一
一
の
鳥
取
県
と
長
崎
県
と
大
分

（
二
三
九
）
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一
六

県
の
三
県
と
な
っ
て
い
る

（
11
）

。

そ
の
中
で
一
〇
の
広
域
市
町
村
圏
の
各
圏
域
内
の
市
町
村
同
士
で
設
定
さ
れ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
が
四
七
、
圏
域
を
超
え
た
市
町
村

に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
が
一
四
、
県
と
圏
域
を
越
え
た
市
町
村
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
長
野
県
上
伊

那
郡
広
域
水
道
用
水
事
業
団
」、
松
本
市
・
上
田
市
・
岡
谷
市
・
飯
田
市
・
須
坂
市
・
小
諸
市
・
伊
那
市
・
駒
ヶ
根
市
・
中
野
市
・
大
町

市
・
飯
山
市
・
茅
野
市
・
塩
尻
市
・
佐
久
市
・
千
曲
市
の
県
内
一
五
市
で
創
設
さ
れ
た
も
の
が
「
長
野
県
交
通
災
害
共
済
組
合
」、
長
野

県
と
各
市
町
村
等
で
創
設
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
」、
県
内
町
村
等
で
創
設
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
長
野

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
」
で
あ
る

（
12
）

。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
長
野
県
全
域
の
一
二
〇
市
町
村
は
、
四
年
か
け
て
設
定
さ
れ
た
一
〇
の
広
域
市
町
村
圏
の
い
ず
れ
か
に
参
加

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で
飯
伊
広
域
行
政
組
合
、
木
曽
広
域
行
政
事
務
組
合
、
上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
長
野
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
は
複
合
一
部
事
務
組
合
で
あ
っ
た
。
ま
た
単
数
も
し
く
は
複
数
の
広
域
市
町
村
圏
を
単
位
に
地
方
生
活
圏
が
設
定
さ
れ
、

長
野
県
で
は
長
野
地
域
と
北
信
地
域
で
構
成
さ
れ
た
長
野
地
方
生
活
圏
（
い
わ
ゆ
る
北
信
）、
松
本
地
域
・
大
北
地
域
・
木
曽
地
域
で
構
成

さ
れ
た
松
本
地
方
生
活
圏
（
い
わ
ゆ
る
中
信
）、
佐
久
地
域
と
上
小
地
域
で
構
成
さ
れ
た
上
田
地
方
生
活
圏
、
諏
訪
地
域
（
い
わ
ゆ
る
東
信
）

と
上
伊
那
地
域
で
構
成
さ
れ
た
諏
訪
・
伊
那
地
方
生
活
圏
、
飯
伊
地
域
単
独
で
構
成
さ
れ
た
飯
田
地
方
生
活
圏
の
五
圏
域
が
設
定
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
南
信
だ
け
が
分
割
さ
れ
た
背
景
に
は
、
交
通
網
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
圏
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
、
福
田
赳
夫
内
閣
は
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）

年
に
「
人
間
居
住
の
総
合
的
環
境
整
備
」
を
基
本
目
標
と
す
る
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
計
画
は
、
広
域
市
町
村

圏
に
「
新
広
域
市
町
村
計
画
」
の
策
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
全
国
へ
の
モ
デ
ル
定
住
圏
四
四
ヶ
所
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
二
六
ヶ
所
、
い
わ

（
二
四
〇
）
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ゆ
る
頭
脳
立
地
地
域
二
六
ヶ
所
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。
長
野
県
で
は
飯
伊
地
域
が
モ
デ
ル
定
住
圏
に
、
佐
久
地
域
（
二
市
七
町
七
村
）

を
中
心
と
し
た
二
市
八
町
八
村
の
地
域
が
「
千
曲
川
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
対
象
地
域
に
、
東
信
と
北
信
の
一
部
の
上
田
市
、
小
諸
市
、

佐
久
市
、
坂
城
町
、
丸
子
町
、
東
部
町
、
御
代
田
町
、
軽
井
沢
町
、
臼
田
町
、
北
御
牧
町
の
二
市
七
町
の
九
市
町
で
構
成
さ
れ
た
地
域
が

「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」
に
指
定
さ
れ
た
。

「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
の
高
度
技
術
工
業
集
積
地
域
開
発
促
進
法
（
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
）
の
制
定
を
受

け
て
長
野
県
が
提
唱
し
た
「
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
五
構
想
の
中
の
一
地
域
で
あ
る
。「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」
だ
け
が
翌
年
に

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
長
野
県
は
財
団
法
人
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
を
設
立
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）

年
に
は
「
善
光
寺
バ
レ
ー
地
域
」、「
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
域
」、「
諏
訪
テ
ク
ノ
レ
イ
ク
サ
イ
ド
地
域
」、「
伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
地

域
」
を
管
轄
す
る
財
団
法
人
長
野
県
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
開
発
機
構
を
設
立
し
、
県
内
の
産
業
開
発
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
一

（
平
成
一
三
）
年
に
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
構
想
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
両
財
団
を
解
散
し
、
財
団
法
人
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
を
設
立
し
現

在
に
至
っ
て
い
る

（
13
）

。

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
中
曽
根
内
閣
は
「
多
極
分
散
型
国
土
の
構
築
」
を
基
本
目
標
と
す
る
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
閣

議
決
定
し
た
。
そ
こ
で
は
全
国
に
地
方
拠
点
都
市
八
一
ヶ
所
と
、
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
整
備
地
域
四
二
ヶ
所
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。
長

野
県
で
は
飯
伊
地
域
と
上
小
地
域
が
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
、
佐
久
地
域
が
リ
ゾ
ー
ト
整
備
地
域
の
指
定
を
受
け
た
。
さ
ら
に
長
野
県
で

は
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域
と
し
て
木
曽
地
域
と
大
北
地
域
が
指
定
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
長
野
県
の
一
〇
の
広
域
市
町
村
圏

の
中
で
、
佐
久
地
域
広
域
圏
と
諏
訪
地
域
広
域
圏
を
除
く
八
地
域
は
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
に
選
定
さ
れ
た
。
ま
た
木
曽
地
域
、
大
北
地
域
、

長
野
地
域
は
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
推
進
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
は
、
四
次
に
わ
た
る
全
国
総
合
開
発
計
画

（
二
四
一
）
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一
八

で
広
域
行
政
圏
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
圏
域
設
定
を
行
い
、
広
域
的
な
地
域
開
発
あ
る
い
は
発
展
政
策
を
推

進
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る

（
14
）

。

広
域
連
合
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
六
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
を
受
け
て
、
特
別
地
方
公
共
団
体
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
た
も
の

で
あ
る
。
広
域
連
合
制
度
導
入
の
背
景
に
は
、
進
行
し
て
き
た
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
側
面
が
見
ら
れ
る
。
政
府
は

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
消
費
税
を
創
設
し
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
す
な
わ
ち
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
翌
年
に

は
福
祉
八
法
の
改
正
を
通
じ
て
、
低
成
長
下
の
福
祉
政
策
と
そ
の
対
応
策
を
模
索
し
て
き
た
。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
高
齢
化
対

策
の
柱
と
し
て
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
少
子
化
対
策
と
し
て
エ
ン
ジ
ェ
ル
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。
こ
う
し
た
福
祉
政
策
の
効
率

的
な
推
進
に
は
地
方
行
政
の
広
域
行
政
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
政
府
は
一
方
で
道
州
制
の
導
入
や
市
町
村
合
併
策
を
模
索
し
つ

つ
、
広
域
行
政
主
体
と
し
て
の
広
域
連
合
制
度
の
創
設
に
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る

（
15
）

。

地
方
自
治
法
第
三
章
「
地
方
公
共
団
体
の
組
合
」
第
一
節
「
総
則
」
の
第
二
八
四
条
「
組
合
の
種
類
及
び
設
置
」
に
い
う
組
合
は
、
改

正
前
は
全
部
事
務
組
合
、
役
場
事
務
組
合
、
一
部
事
務
組
合
の
三
種
類
で
あ
っ
た
が
、
改
正
後
は
第
二
八
四
条
第
一
項
に
「
地
方
公
共
団

体
の
組
合
は
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
と
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
の
組
合
は
一
部
事
務
組
合
と
広
域

連
合
の
二
種
類
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
広
域
連
合
に
は
、
実
質
的
な
市
町
村
合
併
と
も
い
え
る
全
部
事
務
組
合
や
、
事
務
の
全
般
を
構
成

す
る
市
区
町
村
の
合
同
組
織
と
も
い
え
る
役
場
事
務
組
合
に
類
似
し
た
機
能
を
有
す
る
組
合
の
設
立
も
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で

き
る
。

ま
た
地
方
自
治
法
二
九
一
の
五
「
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
」
の
第
一
項
に
は
、「
広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
は
、
政
令
で
特
別
の

定
め
を
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
広
域
連
合
の
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
広
域
連
合
の
選
挙
人
（
広
域
連
合
を
組
織
す
る
普
通
地
方

（
二
四
二
）
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一
九

公
共
団
体
又
は
特
別
区
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
当
該
広
域
連
合
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第

七
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
投
票
に
よ
り
又
は
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
挙
す
る
。」
と
の
規
定
が

置
か
れ
、
第
二
項
に
は
「
広
域
連
合
の
長
は
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
広
域
連
合
の
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
広
域
連
合
の
選
挙
人
が
投
票
に
よ
り
又
は
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
が
投
票
に
よ
り
こ
れ
を
選
挙
す
る
。」
と

の
規
定
が
お
か
れ
た
。
こ
れ
等
の
規
定
は
同
法
第
二
九
一
条
の
四
第
一
項
第
七
号
「
広
域
連
合
の
議
会
の
組
織
及
び
議
員
の
選
挙
の
方

法
」
と
、
第
八
号
「
広
域
連
合
の
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
そ
の
他
執
行
機
関
の
組
織
及
び
選
任
の
方
法
」
を
受
け
た
規
定
で
あ
り
、
広
域

連
合
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
長
と
議
会
が
置
か
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
広
域
連
合
は
、
あ
る
程
度
普
通
地
方
公
共
団
体
に
近
い
特

別
地
方
公
共
団
体
と
な
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
内
容
も
含
ま
れ
た
制
度
な
の
で
あ
る
。

「
広
域
連
合
を
組
織
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
又
は
特
別
区
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
当
該
広
域
連
合
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
」
選
挙
人
に
よ
っ
て
、
広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
及
び
長
が
直
接
公
選
又
は
間
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
と
す
る
規
定

は
、
長
は
置
か
ず
に
管
理
者
を
置
き
、
議
会
の
議
員
や
管
理
者
は
選
挙
さ
れ
又
は
選
任
さ
れ
る
と
す
る
一
部
事
務
組
合
に
く
ら
べ
て
、
広

域
連
合
が
民
主
的
な
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
規
定
と
い
え
る
。
ま
た
一
部
事
務
組
合
に
は
特
段
の
規
定
が
な
い
直

接
請
求
権
が
、
同
法
第
二
九
一
条
の
六
の
「
直
接
請
求
」
に
お
い
て
広
域
連
合
に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
の
趣
旨
を
も
つ
規
定

と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
部
事
務
組
合
で
は
公
平
委
員
会
と
監
査
委
員
だ
け
が
必
置
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
広
域
連
合
で
は
公
平

委
員
会
と
監
査
委
員
と
選
挙
管
理
委
員
会
が
必
置
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
16
）

。

長
野
県
で
は
平
成
の
大
合
併
に
先
立
つ
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
、
上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
を
構
成
す
る
上
田
市
・
丸
子

町
・
長
門
町
・
東
部
町
・
真
田
町
・
武
石
村
・
和
田
村
・
青
木
村
の
一
市
四
町
三
村
の
八
市
町
村
に
よ
っ
て
上
田
地
域
広
域
連
合
が
創
設

（
二
四
三
）
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二
〇

さ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
処
理
事
務
と
し
て
、
広
域
行
政
の
推
進
、
消
防
事
務
、
介
護
認
定
審
査
・
調
査
・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
翌
年
二
月
に
は
、
松
本
地
域
で
松
本
市
、
塩
尻
市
と
東
筑
摩
郡
を
構
成
し
て
い
た
明
科
町
、
四
賀
村
、
本
城
村
、
坂
北

村
、
麻
績
村
、
坂
井
村
、
生
坂
村
、
波
田
町
、
山
形
村
、
朝
日
村
、
豊
科
町
、
穂
高
町
、
奈
川
村
、
安
曇
村
、
梓
川
村
、
三
郷
村
、
堀
金

村
の
二
市
四
町
一
三
村
の
一
九
市
町
村
に
よ
っ
て
松
本
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

平
成
の
大
合
併
が
ス
タ
ー
ト
し
た
四
月
一
日
に
は
、
木
曽
地
域
の
木
曽
福
島
町
、
日
義
村
、
開
田
村
、
三
岳
村
、
上
松
町
、
南
木
曽
町
、

木
祖
村
、
大
滝
村
、
大
桑
村
、
楢
川
村
、
山
口
村
の
三
町
八
村
の
一
一
町
村
に
よ
っ
て
木
曽
広
域
連
合
が
、
飯
伊
地
域
の
飯
田
市
、
松
川

町
、
高
森
町
、
阿
南
町
、
清
内
路
村
、
阿
智
村
、
浪
合
村
、
平
谷
村
、
根
羽
村
、
下
条
村
、
売
木
村
、
天
龍
村
、
泰
阜
村
、
喬
木
村
、
豊

丘
村
、
大
鹿
村
、
上
村
、
南
信
濃
村
の
一
市
三
町
一
四
村
の
一
八
市
町
村
に
よ
っ
て
南
信
州
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
た
。
な
お
、
木
曽
広

域
連
合
は
長
野
県
内
一
〇
の
広
域
連
合
の
な
か
で
唯
一
市
が
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
七
月
に
は
上
伊
那
地
域
の
伊
那
市
、
駒
ケ
根
市
、

高
遠
町
、
辰
野
町
、
箕
輪
町
、
飯
島
町
、
南
箕
輪
村
、
中
川
村
、
長
谷
村
、
宮
田
村
の
二
市
四
町
四
村
の
一
〇
市
町
村
に
よ
っ
て
上
伊
那

広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
二
月
に
は
大
北
地
域
の
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
八
坂
村
、
美
麻
村
、
白
馬
村
、
小
谷
村
の
一
市
一

町
五
村
に
よ
っ
て
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
た
。
四
月
に
は
長
野
地
域
の
長
野
市
、
須
坂
市
、
更
埴
市
、
上
山
田
町
、
大
岡
村
、

坂
城
町
、
戸
倉
町
、
小
布
施
町
、
高
山
村
、
信
州
新
町
、
豊
野
町
、
信
濃
町
、
牟
礼
村
、
水
戸
村
、
戸
隠
村
、
鬼
無
里
村
、
小
川
村
、
中

条
村
の
三
市
七
町
八
村
の
一
八
市
町
村
に
よ
っ
て
長
野
広
域
連
合
が
、
北
信
地
域
の
中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢

温
泉
村
、
豊
田
村
、
栄
村
の
二
市
一
町
四
村
の
七
市
町
村
に
よ
っ
て
北
信
広
域
連
合
が
、
佐
久
地
域
の
小
諸
市
、
佐
久
市
、
臼
田
町
、
佐

久
町
、
小
海
町
、
川
上
村
、
南
牧
村
、
南
相
木
村
、
北
相
木
村
、
八
千
穂
町
、
軽
井
沢
町
、
望
月
町
、
御
代
田
町
、
立
科
町
、
麻
績
村
、

（
二
四
四
）
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二
一

北
御
牧
村
の
二
市
七
町
七
村
の
一
六
市
町
村
に
よ
っ
て
佐
久
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
た
。
な
お
北
信
広
域
連
合
に
は
北
信
保
健
衛
生
施
設

組
合
、
岳
北
広
域
行
政
組
合
、
岳
南
広
域
消
防
組
合
の
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
も
加
盟
し
て
い
る
。
七
月
一
日
に
は
諏
訪
地
域
の
岡
谷
市
、

諏
訪
市
、
茅
野
市
、
下
諏
訪
町
、
富
士
見
町
、
原
町
の
三
市
二
町
一
村
の
六
市
町
村
に
よ
っ
て
諏
訪
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
た
。

長
野
県
の
一
〇
の
広
域
連
合
が
共
通
し
て
処
理
し
て
い
る
事
務
は
「
介
護
認
定
審
査
会
」、「
障
害
者
支
援
区
分
認
定
調
査
会
」、「
調
査

研
究
機
能
」
で
あ
る
。
ま
た
「
ご
み
処
理
」（
九
連
合
）、「
消
防
」（
八
連
合
）、「
職
員
研
修
」（
七
連
合
）
を
行
う
広
域
連
合
も
多
い

（
17
）

。
市

町
村
が
広
域
処
理
に
適
し
た
事
務
の
共
同
処
理
を
目
的
と
し
て
広
域
連
合
を
創
設
し
、
事
務
処
理
の
あ
た
っ
て
い
た
時
に
追
加
的
に
付
与

さ
れ
た
事
務
が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
四
月
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
施
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
受
け
皿
と
し
て
都
道
府
県

の
大
半
は
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
一
月
か
ら
三
月
（
二
〇
〇
六
年
度
末
）
に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
創
設
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

長
野
県
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
長
野
県
と
長
野
県
内
市
町
村
を
構
成
団
体
と
し
て
創
設
さ

れ
た
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
税
及
国
民
健
康
保
険
料
に
係
る
滞
納
事
案
の
処
理
と
そ
の
関
連
事
項
に
対
処

す
る
た
め
の
県
も
参
加
す
る
広
域
連
合
で
あ
る
。
超
高
齢
社
会
と
地
域
経
済
の
実
態
な
ど
を
反
映
し
て
創
設
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

広
域
連
合
は
全
国
に
一
一
六
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
唯
一
例
外
的
な
も
の
が
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、

和
歌
山
県
、
鳥
取
県
及
び
徳
島
県
並
び
に
京
都
市
、
大
阪
市
、
堺
市
及
び
神
戸
市
の
二
府
六
県
四
市
で
構
成
さ
れ
た
関
西
広
域
連
合
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
は
四
七
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
に
、
構
成
全
市
町
村
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
、
六
七
の
各
都

道
府
県
の
内
部
に
構
成
市
町
村
の
一
部
や
一
部
事
務
組
合
等
で
創
設
さ
れ
た
広
域
連
合
で
あ
る
。
広
域
連
合
が
最
多
な
の
は
一
三
の
北
海

道
で
あ
り
、
一
二
の
長
野
県
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
三
位
は
八
の
三
重
県
、
四
位
は
五
の
岐
阜
県
と
熊
本
県
、
六
位
は
四
の
愛
知
県
と

な
っ
て
い
る
。
第
七
位
は
三
の
京
都
府
と
七
県
、
一
四
位
が
二
の
大
阪
府
と
一
二
県
、
残
り
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
だ
け
の
東
京

（
二
四
五
）
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二
二

都
と
二
一
の
県
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
北
海
道
と
長
野
県
の
特
殊
性
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
人
口
や
面
積
か
ら
み
た
場
合
、
長
野
県
の
特
異
性

が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
18
）

。

な
お
長
野
県
の
各
地
域
に
創
設
さ
れ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
詳
細
を
見
る
と
、
北
信
地
域
に
は
圏
域
内
が
二
組

合
、
圏
域
を
超
え
て
創
設
（
圏
域
超
）
さ
れ
た
も
の
が
一
組
合
の
合
計
三
の
組
合
、
長
野
地
域
に
は
圏
域
内
八
組
合
と
圏
域
超
一
事
務
組
合

の
合
計
九
事
務
組
合
が
創
設
さ
れ
、
北
信
に
は
圏
域
内
一
〇
組
合
と
圏
域
超
二
組
合
の
合
計
一
二
組
合
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
上
小
地
域
に

は
圏
域
内
四
組
合
と
、
圏
域
超
一
組
合
の
合
計
五
組
合
、
佐
久
地
域
に
は
圏
域
内
八
組
合
と
圏
域
超
二
組
合
の
合
計
一
〇
組
合
、
東
信
に
は

圏
域
内
一
二
組
合
と
圏
域
超
三
組
合
の
合
計
一
五
組
合
が
あ
る
。
諏
訪
地
域
に
は
圏
域
内
六
組
合
と
圏
域
超
二
組
合
の
合
計
八
組
合
、
上
伊

那
地
域
は
圏
域
内
二
組
合
と
圏
域
超
三
組
合
の
合
計
五
組
合
、
飯
伊
地
域
に
は
圏
域
内
六
組
合
と
圏
域
超
一
組
合
の
合
計
七
組
合
、
南
信

に
は
圏
域
内
一
四
組
合
と
圏
域
超
六
組
合
の
合
計
二
〇
組
合
、
大
北
地
域
に
は
圏
域
内
三
組
合
と
圏
域
超
一
組
合
の
合
計
四
組
合
が
存
在
し

て
い
る
。
長
野
県
の
一
〇
の
広
域
連
合
に
は
圏
域
内
四
七
組
合
と
圏
域
超
一
四
組
合
の
合
計
六
一
の
一
部
事
務
組
合
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
他
と
し
て
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
が
あ
る
。
そ
の
第
一
の
も
の
が
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
松
本
市
・
上
田
市
・
岡
谷
市
・

飯
田
市
・
須
坂
市
・
小
諸
市
・
伊
那
市
・
駒
ヶ
根
市
・
中
野
市
・
大
町
市
・
飯
山
市
・
茅
野
市
・
塩
尻
市
・
佐
久
市
・
千
曲
市
の
一
五
の

市
で
創
設
さ
れ
た
「
長
野
県
交
通
災
害
共
済
組
合
」
で
あ
る
。
第
二
の
も
の
が
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
県
内
町
村
で
創
設
さ
れ
、

現
在
は
安
曇
野
市
と
五
八
の
県
内
全
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
」
で
あ
る
。
こ
の
団
体
に
事
務
を
委
託

し
て
い
る
も
の
は
六
二
の
一
部
事
務
組
合
と
広
域
連
合
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
県
内
各
市
町
村
、
長
野
県
、

県
市
長
会
、
県
町
村
会
、
研
修
セ
ン
タ
ー
、
広
域
連
合
で
創
設
さ
れ
た
「
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
」
で
あ
る
。
一
部
事
務
組
合
と

広
域
連
合
を
加
え
た
場
合
、
長
野
県
の
総
数
は
七
八
で
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
す
で
に
閉
鎖
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合

（
二
四
六
）
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二
三

が
二
組
合
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
除
い
た
場
合
に
は
七
六
で
山
梨
県
と
同
数
と
な
る

（
19
）

。

四　

長
野
県
の
広
域
連
合
の
整
備
と
平
成
の
大
合
併

長
野
県
で
は
広
域
連
合
創
設
後
に
平
成
の
大
合
併
が
行
わ
れ
た
。
平
成
の
大
合
併
は
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
一
日
か
ら

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
三
月
三
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
が
、
長
野
県
で
は
平
成
の
大
合
併
に
先
行
あ
る
い
は
並
行
す
る
形
で
広
域

連
合
の
形
成
が
始
ま
り
、
平
成
の
大
合
併
開
始
後
一
年
程
の
間
に
県
内
全
域
に
広
域
連
合
が
創
設
さ
れ
て
い
た
。
全
国
的
に
見
る
と
平
成

の
大
合
併
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
三
月
三
一
日
の
一
八
二
一
市
町
村
と
な
る
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
終
焉
し
て
い
た
が
、
長
野
県
の

平
成
の
大
合
併
の
進
捗
率
は
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
野
県
の
平
成
の
大
合
併
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
全
市
町
村
数
と
人
口
一
万
人
以
下

の
市
町
村
数
は
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
二
位
を
、
村
の
数
は
昭
和
の
大
合
併
以
降
の
全
国
一
位
を
継
続
し
た
の
で
あ
る

（
20
）

。

広
域
連
合
の
整
備
が
進
み
、
平
成
の
大
合
併
が
進
展
し
な
か
っ
た
長
野
県
に
あ
っ
て
は
、
広
域
連
合
の
創
設
は
平
成
の
大
合
併
の
代
替

手
段
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る

（
21
）

。
広
域
連
合
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

総
務
省
は
そ
の
特
色
を
、「
一
、
広
域
的
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
複
合
的
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
二
、
広
域
的
な
調
整
を
よ
り
実
施

し
や
す
い
仕
組
み
と
し
て
い
る
こ
と
、
三
、
権
限
委
譲
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
四
、
広
域
連
合
の
長
と
議
員
は
直
接
又

は
間
接
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
よ
り
民
主
的
な
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る

（
22
）

。
広
域
的
な
組
織
で
あ
り
、
権

限
移
譲
の
受
け
皿
と
な
り
う
る
点
は
、
ま
さ
に
合
併
に
代
わ
る
広
域
行
政
の
実
施
主
体
と
し
て
の
特
色
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
政
府

は
平
成
の
大
合
併
終
了
直
前
の
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
三
月
三
一
日
で
、
広
域
行
政
圏
（
広
域
市
町
村
圏
・
大
都
市
周
辺
広
域
行
政
圏
）

（
二
四
七
）
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二
四

の
廃
止
に
踏
み
切
っ
た

（
23
）

。
こ
の
こ
と
も
広
域
連
合
に
合
併
の
代
替
手
段
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
一
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
野
県
は
広
域
連
合
の
特
徴
を
活
用
し
、
あ
ま
り
進
捗
し
な
か
っ
た
平
成
の
大
合
併
に
類
似
し
た
効
果
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
も
の
と
い

え
る
。

と
は
い
え
長
野
県
で
も
平
成
の
大
合
併
は
実
施
さ
れ
、
そ
れ
が
長
野
県
内
の
広
域
連
合
の
管
轄
エ
リ
ア
等
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え

て
い
る
。
上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
東
部
町
が
佐
久
地
域
の
北
御
牧
村
と
合
併
し
て
東
御
市
に
、
長
門
町
と
和
田
村
が
合
併
し
て
長
和
町

に
、
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
が
合
併
し
て
（
新
）
上
田
市
に
な
り
二
市
一
町
一
村
の
四
市
町
村
と
な
っ
た
が
、
依
田
窪
医

療
福
祉
事
務
組
合
と
長
野
地
域
の
坂
城
町
も
加
入
し
た
こ
と
か
ら
二
市
二
町
一
村
一
組
合
の
六
市
町
村
組
合
と
な
っ
た
。
し
か
し
現
在
で

は
依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合
は
構
成
団
体
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
二
市
二
町
一
村
の
五
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
長
和
町
の
誕
生

で
長
門
町
と
和
田
村
が
結
成
し
て
い
た
一
部
事
務
組
合
は
消
滅
し
た
。
な
お
上
田
地
域
広
域
連
合
の
区
域
は
上
小
地
域
時
代
よ
り
も
坂
城

町
と
旧
北
御
牧
村
の
分
だ
け
面
積
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
坂
城
町
は
長
野
広
域
連
合
へ
も
加
盟
し
て
い
る

（
24
）

。

松
本
広
域
連
合
圏
域
で
は
、
松
本
市
が
四
賀
村
・
奈
川
村
・
安
曇
村
・
梓
川
村
の
四
村
を
、
塩
尻
市
が
楢
川
村
を
編
入
し
た
。
ま
た
南

安
曇
郡
を
構
成
し
て
い
た
豊
科
町
・
穂
高
町
・
三
郷
村
・
堀
金
村
・
明
科
町
の
合
併
で
安
曇
野
市
が
新
設
さ
れ
、
本
城
村
と
坂
北
村
と
坂

井
村
の
合
併
で
筑
北
村
が
新
設
さ
れ
た
。
平
成
の
大
合
併
後
に
松
本
市
が
波
田
村
を
編
入
し
た
こ
と
か
ら
、
圏
域
は
三
市
五
村
の
八
市
村

と
な
っ
た
。
安
曇
野
市
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
旧
安
曇
郡
の
三
町
二
村
で
結
成
し
て
い
た
一
部
事
務
組
合
は
消
滅
し
た
。

木
曽
広
域
連
合
圏
域
で
は
、
木
曽
福
島
町
・
日
義
村
・
開
田
村
・
三
岳
村
の
合
併
で
木
曽
町
が
新
設
さ
れ
、
上
松
町
・
南
木
曽
町
・
木

祖
村
・
大
滝
村
・
大
桑
村
は
残
存
し
た
。
し
か
し
平
成
の
大
合
併
の
過
程
で
楢
川
村
は
松
本
地
域
の
塩
尻
市
に
編
入
さ
れ
、
山
口
村
は
岐

阜
県
中
津
川
市
と
合
併
し
て
（
新
）
中
津
川
市
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
木
曽
広
域
連
合
は
三
町
三
村
の
六
町
村
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

（
二
四
八
）
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二
五

る
こ
と
と
な
っ
た

（
25
）

。
平
成
の
大
合
併
の
過
程
で
長
野
県
は
木
曽
地
域
で
県
の
面
積
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
木
曽
広
域
連
合
も
二
村
分
の
領

域
を
減
少
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
木
曽
広
域
連
合
は
長
野
県
内
一
〇
の
広
域
連
合
の
な
か
で
唯
一
市
が
存
在
し
な
い
連
合
で
あ
る
。

南
信
州
広
域
連
合
圏
域
で
は
飯
田
市
が
上
村
と
南
信
濃
村
を
、
阿
智
村
が
浪
合
村
を
編
入
し
た
。
阿
智
村
は
平
成
の
大
合
併
後
に
も
清

内
路
村
を
編
入
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
合
併
は
進
展
せ
ず
、
南
信
州
広
域
連
合
は
一
市
三
町
一
〇
村
の
一
四
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、

長
野
県
内
で
最
も
構
成
市
町
村
の
多
い
広
域
連
合
と
な
っ
て
い
る
。
上
伊
那
広
域
連
合
で
は
、
伊
那
市
が
高
遠
町
と
長
谷
村
と
合
併
に
よ

る
（
新
）
伊
那
市
の
新
設
の
み
で
、
二
市
三
町
三
四
村
の
八
市
町
村
と
な
っ
た
。
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
大
町
市
の
八
坂
村
と
美
麻

村
編
入
の
み
で
、
一
市
一
町
三
村
の
五
市
町
村
と
な
っ
た
。

長
野
広
域
連
合
圏
域
で
は
更
埴
市
と
戸
倉
町
と
上
山
田
町
の
合
併
で
千
曲
市
が
新
設
さ
れ
、
長
野
市
は
更
級
郡
大
岡
村
・
豊
野
町
・
戸

隠
村
・
鬼
無
里
村
を
編
入
し
市
域
を
拡
大
さ
せ
、
牟
礼
村
と
坂
井
村
の
合
併
で
飯
綱
町
が
新
設
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に

は
長
野
市
が
信
州
新
町
と
中
条
村
を
編
入
し
た
こ
と
か
ら
、
三
市
四
町
二
村
の
九
市
町
村
と
な
っ
た
。
坂
城
町
は
上
田
地
区
広
域
連
合
に

も
参
加
し
て
い
る
。
飯
綱
町
の
誕
生
で
、
牟
礼
村
と
坂
井
村
で
設
置
さ
れ
て
い
た
一
部
事
務
組
合
は
消
滅
し
た
。

北
信
広
域
連
合
圏
域
で
は
中
野
市
と
豊
田
村
の
合
併
に
よ
る
で
（
新
）
中
野
市
が
新
設
の
み
で
二
市
一
町
三
村
と
な
っ
た
が
、
広
域
連

合
に
は
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
、
岳
北
広
域
行
政
組
合
、
岳
南
広
域
消
防
組
合
の
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
も
加
盟
し
て
い
る
。
長
野
県

で
は
唯
一
、
一
部
事
務
組
合
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
広
域
連
合
で
あ
る
。

佐
久
広
域
連
合
で
は
佐
久
市
・
臼
田
町
・
望
月
町
・
浅
科
村
の
合
併
で
（
新
）
佐
久
市
が
、
佐
久
町
と
八
千
穂
町
の
合
併
で
佐
久
穂
町

が
新
設
さ
れ
た
。
た
だ
し
北
御
牧
村
は
上
小
地
域
（
上
田
地
区
）
の
東
部
町
と
合
併
し
て
東
御
市
と
な
り
圏
域
か
ら
抜
け
た
こ
と
か
ら
二

市
五
町
四
村
の
一
一
市
町
村
と
な
り
、
圏
域
も
狭
ま
っ
た
。
諏
訪
広
域
連
合
圏
内
合
併
は
生
じ
ず
三
市
二
町
一
村
の
六
市
町
村
の
ま
ま
で

（
二
四
九
）
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二
六

あ
る
。
諏
訪
広
域
連
合
は
区
域
内
で
唯
一
合
併
が
生
じ
な
か
っ
た
圏
域
で
あ
る

（
26
）

。

長
野
県
の
広
域
連
合
は
大
き
く
⑴
大
都
市
依
存
型
、
⑵
都
市
中
心
型
、
⑶
中
心
市
依
存
型
、
⑷
市
町
村
連
合
型
、
⑸
中
心
市
連
合
型
、

⑹
小
規
模
町
村
連
合
型
に
大
別
さ
れ
て
い
る

（
27
）

。
長
野
県
の
総
人
口
二
〇
六
万
三
八
六
五
人
の
八
〇
％
の
一
六
五
万
二
一
二
九
人
が
市
部

に
、
二
〇
％
の
四
一
万
一
七
三
六
人
が
郡
部
（
町
村
）
に
住
ん
で
い
る
。
最
多
人
口
の
長
野
市
に
は
全
人
口
の
約
一
八
％
、
ほ
ぼ
郡
部
の

総
人
口
に
近
い
三
七
万
二
三
〇
四
人
が
住
ん
で
い
る
。
二
位
の
松
本
市
に
は
一
二
％
弱
の
二
四
万
一
一
三
二
人
が
、
三
位
の
上
田
市
に
は

一
五
万
五
三
二
三
人
が
住
ん
で
い
る
。
上
位
三
市
で
県
内
人
口
の
三
七
％
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
人
口
一
〇
万
人
を
超
え
る
市
町
村

は
こ
の
三
市
だ
け
で
あ
る
。
九
万
人
台
が
三
市
、
六
万
人
台
が
二
市
、
五
万
人
台
が
二
市
で
、
人
口
五
万
人
以
上
の
人
口
を
有
し
て
い
る

市
は
一
〇
市
だ
け
で
あ
る
。

他
方
最
小
人
口
は
四
一
五
人
の
平
谷
村
で
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
以
下
の
村
は
全
部
で
七
村
で
あ
る
。
人
口
二
千
人
を
切
る
村
も
四
村
で

あ
り
一
一
村
が
二
千
人
弱
の
人
口
し
か
有
し
て
い
な
い
。
人
口
格
差
の
激
し
い
市
町
村
の
組
み
合
わ
せ
が
広
域
連
合
の
性
格
を
大
き
く
変

化
さ
せ
て
お
り
、
わ
ず
か
一
〇
し
か
存
在
し
な
い
広
域
連
合
を
六
類
型
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
長
野
県
の
各
地
方
の
置
か
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
が
見
て
取
れ
る
。

長
野
県
内
を
四
つ
に
大
別
す
る
地
域
で
比
較
し
た
場
合
、
最
大
人
口
の
北
信
は
全
人
口
の
約
三
〇
％
の
六
一
万
八
七
七
八
人
が
居
住
し

て
い
る
が
、
面
積
は
二
〇
％
弱
の
二
五
六
七
・
四
五
㎢
で
三
位
で
あ
る
。
人
口
二
位
の
南
信
は
二
五
％
強
の
五
三
万
四
三
六
一
人
で
あ
り
、

面
積
も
三
〇
％
弱
の
三
九
九
三
・
〇
七
㎢
で
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
三
位
の
中
信
は
二
五
％
弱
の
五
〇
万
八
四
七
三
人
で
、
面
積
は

三
三
％
強
の
四
五
二
四
・
五
五
㎢
で
最
大
で
あ
る
。
最
小
人
口
の
東
信
は
二
〇
％
弱
で
四
〇
万
一
七
九
一
人
で
あ
り
、
面
積
も
二
〇
％
弱

の
二
四
七
六
・
五
四
㎢
で
四
位
と
な
っ
て
い
る
。
四
地
域
の
人
口
と
面
積
に
は
極
端
な
相
違
は
な
く
、
地
域
間
の
相
違
は
細
分
化
さ
れ
た

（
二
五
〇
）
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二
七

一
〇
の
地
域
に
お
け
る
市
町
村
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

広
域
連
合
の
人
口
を
比
較
す
る
と
、
人
口
一
位
は
県
内
人
口
の
二
五
％
強
の
五
三
万
四
五
一
〇
人
の
長
野
広
域
連
合
で
あ
る
。
県
庁
所

在
地
の
長
野
市
の
人
口
三
七
万
二
三
〇
四
人
が
突
出
し
て
お
り
、
二
位
の
千
曲
市
と
は
六
倍
の
違
い
が
あ
り
、
大
都
市
依
存
型
の
形
態
と

な
っ
て
い
る
。
二
位
は
二
〇
％
強
の
四
二
万
四
三
〇
二
人
の
松
本
広
域
連
合
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
三
つ
の
市
と
五
つ
の
村
の
組
み
合
わ

せ
で
あ
り
、
松
本
市
の
人
口
二
四
万
一
一
三
二
人
は
突
出
し
て
い
る
が
、
市
と
村
の
連
携
が
重
視
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
三
位
は
一
〇
％

強
の
二
〇
万
六
九
〇
六
人
の
佐
久
広
域
連
合
で
あ
る
。
二
市
五
町
四
村
の
一
一
市
町
村
に
よ
る
構
成
で
あ
り
、
合
併
が
な
く
一
部
事
務
組

合
も
少
な
い
圏
域
で
あ
り
、
広
域
連
合
全
体
で
の
活
動
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
地
域
と
い
え
る
。
四
位
は
一
〇
％
弱
の
一
九
万
五
〇
三
六

人
の
諏
訪
広
域
連
合
で
あ
る
。
五
位
は
九
％
強
の
一
九
万
四
八
八
五
人
の
上
田
地
域
広
域
連
合
、
六
位
は
九
％
弱
の
一
八
万
一
七
一
〇
人

の
上
伊
那
広
域
連
合
、
七
位
は
八
％
弱
の
一
五
万
七
六
一
五
人
の
南
信
州
広
域
連
合
、
八
位
は
四
％
台
の
八
万
四
二
六
八
人
の
北
信
広
域

連
合
、
九
位
は
三
％
弱
の
五
万
七
五
四
九
人
の
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
、
最
下
位
は
一
％
強
の
二
万
六
六
二
二
人
の
木
曽
広
域
連
合
で
あ

る
。
長
野
県
の
広
域
連
合
は
人
口
か
ら
み
る
と
、
五
〇
万
人
台
の
長
野
広
域
連
合
、
四
〇
万
人
台
の
松
本
広
域
連
合
、
二
〇
万
人
前
後
の

佐
久
・
諏
訪
・
上
田
・
上
伊
那
・
南
信
州
の
五
つ
の
広
域
連
合
、
五
万
人
以
上
一
〇
万
人
未
満
の
北
信
と
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
、
五
万

人
以
下
の
木
曽
広
域
連
合
の
五
つ
の
広
域
連
合
に
大
別
で
き
る
。
特
に
市
の
人
口
要
件
五
万
人
を
切
る
木
曽
広
域
連
合
の
人
口
の
少
な
さ

は
際
立
っ
て
い
る
。

広
域
連
合
の
面
積
は
、
一
位
が
人
口
七
位
の
南
信
州
広
域
連
合
で
、
総
面
積
の
一
四
％
強
の
一
九
二
八
・
九
二
㎢
と
な
っ
て
い
る
。
二

位
は
一
四
％
弱
で
一
八
六
八
・
七
三
㎢
の
松
本
広
域
連
合
で
人
口
も
二
位
で
あ
る
。
三
位
は
一
二
％
弱
で
一
五
七
一
・
一
七
㎢
の
人
口
で
も

三
位
の
佐
久
広
域
連
合
で
あ
る
。
四
位
は
人
口
一
位
の
長
野
広
域
連
合
で
一
二
％
弱
の
一
五
五
八
㎢
と
な
っ
て
い
る
。
五
位
は
人
口
最
下

（
二
五
一
）
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八

位
で
一
一
％
強
の
一
五
四
六
・
一
七
㎢
の
木
曽
広
域
連
合
で
あ
る
。
六
位
は
人
口
も
六
位
の
上
伊
那
広
域
連
合
で
一
〇
％
弱
の

一
三
四
八
・
四
㎢
で
あ
る
。
七
位
は
人
口
九
位
で
八
％
強
の
一
一
〇
九
・
六
五
の
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
あ
る
。
八
位
は
人
口
も
八
位
の

北
信
広
域
連
合
で
、
七
％
強
の
一
〇
〇
九
・
四
五
㎢
と
な
っ
て
い
る
。
九
位
は
七
％
弱
の
九
〇
五
・
三
七
五
㎢
で
人
口
五
位
の
上
田
地
区
広

域
連
合
で
あ
る
。
最
小
面
積
の
広
域
連
合
は
人
口
四
位
で
五
％
強
の
七
一
五
・
七
五
㎢
の
諏
訪
広
域
連
合
で
あ
る
。

人
口
は
最
多
の
長
野
広
域
連
合
と
最
下
位
の
木
曽
広
域
連
合
で
は
二
〇
倍
の
相
違
が
見
ら
れ
、
人
口
比
か
ら
は
二
〇
％
超
の
長
野
広
域

連
合
と
松
本
広
域
連
合
、
八
％
か
ら
一
〇
％
台
の
佐
久
・
諏
訪
・
上
田
・
上
伊
那
・
南
信
州
の
六
広
域
連
合
、
三
％
か
ら
四
％
台
の
北
信

広
域
連
合
と
佐
久
広
域
連
合
、
一
％
台
の
木
曽
広
域
連
合
の
間
に
、
行
財
政
能
力
に
か
な
り
大
き
な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対
し
て
面
積
は
最
大
の
南
信
州
広
域
連
合
と
最
下
位
の
諏
訪
広
域
連
合
の
間
に
は
二
・
七
倍
程
度
の
開
き
し
か
な
い
。
双
方
の
順
位
で

比
較
す
る
と
、
佐
久
地
域
は
人
口
も
面
積
も
三
位
（
一
〇
％
と
一
二
％
）、
上
伊
那
地
域
は
双
方
と
も
六
位
（
九
％
と
一
〇
％
）、
北
信
地
域

は
双
方
と
も
八
位
（
四
％
と
七
％
）、
上
田
地
域
は
人
口
が
五
位
（
九
％
）
で
面
積
が
九
位
（
七
％
）
で
あ
り
人
口
と
面
積
の
比
率
に
あ
ま
り

差
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
松
本
地
域
は
双
方
と
も
二
位
で
あ
る
が
、
一
四
％
面
積
に
二
〇
％
の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
り
若
干
人
口
密
度
が

高
い
。
長
野
地
域
は
人
口
が
一
位
（
二
五
％
）
で
あ
る
が
面
積
は
四
位
（
一
二
％
）
で
極
端
な
差
が
あ
る
。
南
信
州
地
域
は
人
口
が
七
位
で

面
積
は
一
位
で
あ
る
が
、
一
四
％
の
面
積
に
八
％
の
人
口
が
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域
に
は
八
％
の
面
積
に
三
％
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
の
で

あ
り
、
少
し
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
と
も
い
え
る
。
諏
訪
地
域
は
五
％
の
面
積
に
一
〇
％
の
人
々
が
住
ん
で
い
る
の
で
少
し
人
口
密

度
が
高
い
地
域
と
い
え
る
。
木
曽
地
域
は
一
一
％
の
面
積
に
一
％
の
人
口
し
か
住
ん
で
い
な
い
の
で
、
か
な
り
過
疎
化
の
進
ん
だ
地
域
と

い
え
る
。
こ
う
し
た
地
域
的
な
特
性
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
地
域
創
生
を
行
う
か
が
課
題
と
い
え
る

（
28
）

。

（
二
五
二
）
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二
九

五　

長
野
県
の
広
域
連
合
の
実
態

長
野
県
の
広
域
連
合
に
お
け
る
共
同
処
理
事
務
を
見
る
と
、「
介
護
認
定
審
査
会
」、「
障
害
者
支
援
区
分
認
定
審
査
会
」、「
調
査
研
究

機
能
」
は
す
べ
て
の
、「
ご
み
処
理
（
設
計
と
計
画
）」
と
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事
業
」
は
九
の
、「
消
防
に
関
す
る
事
務
（
消
防
団

事
務
等
を
除
く
）」
と
「
知
事
権
限
移
譲
に
関
す
る
特
例
事
務
」
が
八
の
、「
職
員
研
修
・
人
事
交
流
」
は
七
の
、「
入
所
判
定
委
員
会
」、

「
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
費
補
助
事
業
」、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
」
は
六
の
、「
広
域
観
光
振
興
」
は
五
の
広
域
連
合
の
処
理
事
務

に
入
っ
て
い
る
。
多
額
の
経
費
や
人
員
が
必
要
で
あ
る
介
護
や
医
療
関
係
や
、
消
防
や
ご
み
処
理
等
の
業
務
を
広
域
連
合
に
移
管
し
て
い

る
地
域
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
合
併
の
代
替
手
段
と
し
て
広
域
連
合
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る

（
29
）

。

広
域
観
光
振
興
を
広
域
連
合
の
主
要
事
務
に
掲
げ
て
い
る
地
域
は
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
、
木
曽
広
域
連
合
、
上
田
地
区
広
域
連
合
、

佐
久
広
域
連
合
の
四
地
区
か
ら
、
現
在
は
上
伊
那
広
域
連
合
を
加
え
た
五
地
区
に
増
加
し
て
い
る
。
表
3
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
野

県
に
は
多
く
の
人
類
の
歴
史
が
育
ん
で
き
た
文
化
財
や
近
代
化
産
業
遺
産
群
な
ど
と
、
日
本
遺
産
・
農
業
資
産
・
国
立
公
園
・
国
定
公

園
・
県
立
自
然
公
園
・
温
泉
と
温
泉
資
産
・
日
本
百
名
山
・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
も
の
を
活
か
し
た
広
域
的
な
観
光
振
興
策
は
、
今
後
の
長
野
県
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
資
源
の
は
ず
で
あ
る
。
滞
在
型
観
光

を
通
じ
て
長
野
県
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
広
域
連
合
等
を
活
用
し
た
広
範
な
区
域
の
様
々
な
資
源
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
い
え
る
。

ま
た
近
年
は
特
定
の
対
象
に
絞
っ
た
観
光
を
楽
し
む
人
も
増
え
て
い
る
。
農
業
資
産
や
ジ
オ
パ
ー
ク
あ
る
い
は
織
物
や
木
工
製
品
な
ど

の
作
製
の
体
験
、
徒
歩
や
自
転
車
等
を
利
用
し
て
ゆ
っ
た
り
と
地
域
や
自
然
と
触
れ
合
う
旅
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
旅
を
求
め
る
人
も
増

（
二
五
三
）
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〇

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
々
に
対
し
て
は
、
体
験
型
の
旅
の
提
供
や
、
長
野
県
の
特
性
を
異
な
っ
た
視
点
か
ら
示
し
人
々
を
呼
び
込
む
こ

と
も
、
そ
し
て
そ
の
地
域
へ
滞
在
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
個
々
の
市
町
村
や
地
域
の
努
力
も
重
要
で
あ
る
が
、

あ
る
程
度
の
範
囲
を
対
象
と
し
た
魅
力
の
発
信
も
重
要
で
あ
る
。
外
か
ら
の
視
点
を
加
え
た
地
域
の
情
報
発
信
の
た
め
に
も
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
い
っ
た
制
度
な
ど
も
活
用
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

長
野
県
に
は
表
3
に
あ
る
よ
う
に
、
安
楽
寺
八
角
三
重
塔
（
上
田
市
）、
松
本
城
天
守
（
松
本
市
）、
大
法
寺
三
重
塔
（
青
木
村
）、
仁
科
神

明
宮
（
大
町
市
）、
善
光
寺
本
堂
（
長
野
市
）、
土
偶
（
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
・
茅
野
市
）、
楽
焼
白
片
身
変
茶
碗
（
諏
訪
市
）、
土
偶
（
仮
面
の
女

神
・
茅
野
市
）、
紙
本
墨
画
寒
山
図
（
諏
訪
市
）
の
九
の
国
宝
が
あ
る

（
30
）

。
九
の
国
宝
の
う
ち
四
つ
が
諏
訪
地
域
に
あ
り
、
二
体
の
土
偶
の
存

在
と
日
本
遺
産
の
「
縄
文
世
界
」
が
長
野
県
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
る
。
上
小
地
域
に
は
寺
に
関
す
る
二
つ
の
国
宝
が
あ
る
。
そ

の
他
は
神
社
と
寺
院
と
城
で
あ
り
、
長
野
県
の
地
域
的
な
特
徴
や
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
日
本
遺
産
は
木
曽
地
域
の

「
木
曽
路
」
で
あ
る
。

長
野
県
で
は
日
本
百
名
山
に
二
八
の
山
々
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
百
選
に
は
五
か
所
の
温
泉
が
選
ば
れ
て
い
る
。
ま

た
農
業
資
産
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
県
内
の
農
業
資
産
に
つ
い
て
長
野
県
は
、「
山
に
囲
ま
れ
た
信
州
・
長
野
県
。
先
人
た
ち

は
、
変
化
に
富
ん
だ
気
候
を
巧
み
に
活
か
し
、
複
雑
な
地
形
条
件
を
克
服
す
べ
く
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
今
日
の
信
州
農
業
の
礎
を
築
い

て
き
ま
し
た
。 

近
く
に
豊
富
な
水
源
を
も
た
な
い
地
域
や
降
水
量
が
少
な
い
地
域
で
は
利
水
の
た
め
に
『
疏
水
』
や
『
た
め
池
』
が
造

ら
れ
、
傾
斜
地
で
は
『
棚
田
』
と
呼
ば
れ
る
階
段
状
の
水
田
が
拓
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
努
力
は
、
農
産
物
の
生
産
性
の

飛
躍
的
な
向
上
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活
や
文
化
の
基
礎
と
な
り
、
信
州
が
誇
る
農
村
景
観
や
自
然
環
境
を
豊
か
に
育
む
役
割
も
果
た
し

て
き
ま
し
た
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
長
野
県
に
は
「
世
界
か
ん
が
い
遺
産
」
が
三
か
所
、
疎
水
百
選
に
は
全
国
最
多
の
五
か
所
、
た
め

（
二
五
四
）
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池
百
選
に
は
全
国
二
位
の
五
か
所
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
は
全
国
最
多
の
一
六
ヶ
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
長
野
県
は
「「
信
州

の
農
業
資
産
を
巡
る
旅
」
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
（
一
一
コ
ー
ス
）」
を
設
定
し
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る

（
31
）

。

現
在
日
本
に
広
域
連
合
は
一
一
六
存
在
し
て
い
る
が
、
都
道
府
県
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
創
設

さ
れ
た
「
関
西
広
域
連
合
」
だ
け
で
あ
り
、
残
り
は
五
つ
が
県
と
県
内
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
一
〇
は
市
区
町
村

（
一
部
事
務
組
合
加
盟
の
も
の
が
若
干
存
在
す
る
）
を
単
位
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
単
位
で
広
域
連
合
を
見
る
と
、

一
つ
は
二
一
都
県
で
二
一
連
合
、
二
つ
は
一
府
一
二
県
で
二
六
連
合
、
三
つ
は
一
府
六
県
で
二
一
連
合
、
四
つ
は
愛
知
県
で
四
連
合
、
五

つ
は
岐
阜
県
と
熊
本
県
で
一
〇
連
合
、
八
つ
が
三
重
県
で
八
連
合
、
一
二
が
長
野
県
で
一
二
連
合
、
一
三
が
北
海
道
で
一
三
連
合
と
な
っ

て
い
る
。
一
つ
だ
け
の
都
県
は
ほ
と
ん
ど
が
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
合
わ
せ
て
そ
の
前
年
に
創

設
さ
れ
た
広
域
連
合
で
あ
る

（
32
）

。

広
域
連
合
に
関
し
て
長
野
県
と
対
照
的
な
対
応
を
取
っ
て
い
る
県
は
、
長
野
県
に
近
い
八
圏
域
が
創
設
さ
れ
て
い
る
三
重
県
で
あ
る
。

市
町
村
単
位
の
広
域
連
合
は
都
道
府
県
平
均
二
・
三
で
あ
り
、
数
の
上
か
ら
は
北
海
道
と
長
野
県
と
三
重
県
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
北
海
道
は
面
積
か
ら
み
た
場
合
に
は
そ
う
多
い
と
は
い
え
ず
、
小
規
模
な
地
域
に
わ
ず
か
だ
け
存
在
し
て
い
る
点
か
ら
は
、

長
野
県
や
三
重
県
を
除
い
た
複
数
の
広
域
連
合
が
あ
る
府
県
と
同
様
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
長
野
県
と
三
重
県
の
共
通
性
の
一
つ
は
、

広
域
行
政
圏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
圏
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
長
野
県
の
総
面
積
が
一
三
五
八
五
㎢
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

三
重
県
の
面
積
は
五
七
七
四
・
四
一
㎢
で
あ
り
、
三
重
県
の
面
積
は
長
野
県
の
四
二
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
両
県
の
人
口
を
比
較
す
る

と
、
長
野
県
の
総
人
口
は
二
〇
六
万
二
八
九
四
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
三
重
県
の
総
人
口
は
一
七
九
万
〇
三
七
六
人
で
、
三
重
県
の
人
口

は
長
野
県
の
八
六
・
八
％
で
大
き
な
相
違
で
は
な
い
が
、
人
口
密
度
で
み
れ
ば
三
〇
一
人
で
全
国
二
〇
位
の
三
重
県
と
、
一
五
二
人
で

（
二
五
五
）
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二

三
八
位
の
長
野
県
で
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

三
重
県
に
は
表
4
に
あ
る
よ
う
に
長
野
県
と
同
様
、
一
三
市
四
七
町
九
村
の
六
九
市
町
村
を
対
象
に
、
一
〇
の
広
域
市
町
村
圏
が
創
設

さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
上
野
市
・
名
張
市
・
伊
賀
町
・
島
ヶ
原
村
・
阿
山
町
・
大
山
田
村
・
青
山
町
の
二
市
三
町

二
村
で
、
最
初
の
広
域
市
町
村
で
あ
る
「
伊
賀
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
一
七
万
八
五
五
六
人
：
七
位
：
九
・
八
％
、
六
八
七
・
九
三
㎢
：
四
位
：

一
五
％
）
が
設
置
さ
れ
事
務
組
合
が
創
設
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
松
坂
市
・
三
雲
町
・
飯
南
町
・
飯
高
町
・
多
気
町
・
明
和
町
・
勢
和
村
の

一
市
五
町
一
村
に
よ
る
「
松
坂
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
一
八
万
一
三
七
三
人
：
六
位
：
九
・
九
％
、
六
八
九
・
七
九
㎢
：
三
位
：
一
一
・
九
％
）
が

設
置
さ
れ
協
議
会
が
、
熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
宝
町
・
紀
和
町
・
鵜
殿
村
の
一
市
三
町
一
村
に
よ
る
「
熊
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
四

万
七
八
五
〇
人
：
九
位
：
二
・
六
％
、
五
四
一
・
五
七
㎢
：
六
位
：
九
・
四
％
）
が
設
置
さ
れ
協
議
会
が
創
設
さ
れ
た
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
に
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
玉
城
町
・
二
見
町
・
小
俣
町
・
南
勢
町
・
南
島
町
・
御
薗
村
・
渡
会
町
・
浜
島

町
・
大
王
町
・
志
摩
町
・
阿
児
町
・
磯
部
町
の
二
市
一
一
町
一
村
に
よ
る
「
伊
勢
志
摩
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
二
七
万
四
七
八
九
人
：
三

位
：
一
五
％
、
九
一
四
・
六
五
㎢
：
一
位
：
一
五
・
八
％
）
が
設
置
さ
れ
協
議
会
が
、
津
市
・
久
居
市
・
河
芸
町
・
芸
濃
町
・
美
里
村
・
安
濃

町
・
香
良
洲
町
・
一
志
町
・
白
山
町
・
嬉
野
町
・
美
杉
村
の
二
市
七
町
二
村
に
よ
る
「
津
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
二
九
万
九
九
五
五
人
：

二
位
：
一
六
・
四
％
、
七
八
八
・
七
七
㎢
：
二
位
：
一
三
・
七
％
）
が
設
置
さ
れ
協
議
会
が
、
尾
鷲
市
・
紀
伊
長
島
町
・
海
山
町
の
一
市
二
町
に
よ

る
「
尾
鷲
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
五
万
〇
三
七
一
人
：
八
位
：
二
・
八
％
、
四
五
〇
・
六
二
㎢
：
七
位
：
七
・
八
％
）
が
設
置
さ
れ
広
域
行
政
事
務

組
合
が
、
大
台
町
・
宮
川
村
・
大
宮
町
・
紀
勢
町
・
大
内
山
村
の
三
町
二
村
に
よ
る
「
紀
勢
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
二
万
五
〇
三
九
人
：

一
〇
位
：
一
・
四
％
、
五
九
六
・
四
七
㎢
：
五
位
：
一
〇
・
三
％
）
が
設
置
さ
れ
協
議
会
が
、
鈴
鹿
市
・
亀
山
市
・
関
町
の
二
市
一
町
に
よ
る
「
鈴

鹿
亀
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
二
二
万
三
五
五
〇
人
：
四
位
：
一
二
・
二
％
、
三
八
五
・
五
七
㎢
：
九
位
：
六
・
七
％
）
が
設
置
さ
れ
協
議
会
が
創

（
二
五
六
）
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設
さ
れ
た
。
翌
年
、
桑
名
市
・
多
度
町
・
長
島
町
・
木
曽
岬
町
・
北
勢
町
・
員
弁
町
・
大
安
町
・
東
員
町
・
藤
原
町
の
一
市
八
町
に
よ
る

「
桑
名
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
二
〇
万
四
九
五
三
人
：
五
位
：
一
一
・
二
％
、
三
九
二
・
三
五
㎢
：
七
位
：
六
・
八
％
）
が
設
置
さ
れ
、
協
議
会
が
、

四
日
市
市
・
菰
野
町
・
楠
木
町
・
朝
日
町
・
川
越
町
の
一
市
四
町
に
よ
る
「
四
日
市
地
区
広
域
市
町
村
圏
」（
三
四
万
三
二
八
五
人
：
一
位
：

一
八
・
八
％
、
面
積
三
二
六
・
六
八
㎢
：
一
〇
位
：
五
・
七
％
）
が
設
置
さ
れ
、
協
議
会
が
創
設
さ
れ
た

（
33
）

。

三
重
県
で
は
「
伊
賀
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
と
「
尾
鷲
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
だ
け
が
一
部
事
務
組
合
を
創
設
し
、
そ
の
他
の
圏
域
は

地
方
公
共
団
体
が
共
同
し
て
管
理
執
行
、
連
絡
調
整
、
計
画
作
成
を
行
う
た
め
の
制
度
で
あ
る
協
議
会
方
式
を
採
用
し
た
。
す
べ
て
が
一

部
事
務
組
合
を
設
立
し
た
長
野
県
と
は
対
照
的
な
結
果
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
三
重
県
に
は
桑
名
地
区
・
四
日
市
地
区
・
鈴
鹿
亀
山

地
区
を
二
次
生
活
圏
と
す
る
「
北
勢
地
方
生
活
圏
」、
津
地
区
・
松
坂
地
区
・
紀
勢
地
区
を
二
次
生
活
圏
と
す
る
「
中
南
勢
地
域
地
方
生

活
圏
」、
尾
鷲
地
区
と
熊
野
地
区
を
二
次
生
活
圏
と
す
る
「
東
紀
州
地
域
地
方
生
活
圏
」、
伊
勢
志
摩
地
域
の
み
の
「
伊
勢
志
摩
地
区
地
方

生
活
圏
」、
伊
賀
地
域
の
み
の
「
伊
賀
地
域
地
方
生
活
圏
」
の
五
の
地
方
生
活
圏
が
設
定
さ
れ
た
。

「
北
勢
地
方
生
活
圏
」
を
構
成
す
る
四
日
市
地
区
は
面
積
で
最
下
位
、
鈴
鹿
亀
山
地
区
は
九
位
、
桑
名
地
区
は
八
位
で
あ
る
が
、
人
口

で
は
一
位
と
四
位
と
五
位
の
地
域
で
あ
り
、
名
古
屋
市
と
四
日
市
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
が
強
い
地
域
と
い
え
る
。
後
に
「
中
南
勢

モ
デ
ル
定
住
圏
」
に
指
定
さ
れ
た
「
中
南
勢
地
域
地
方
生
活
圏
」
は
、
人
口
も
面
積
も
二
位
の
津
地
区
は
広
域
市
町
村
圏
全
体
の
二
市
七

町
二
村
が
合
併
で
一
市
に
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、
人
口
六
位
で
面
積
三
位
の
松
坂
地
区
は
一
市
五
町
一
村
が
合
併
で
一
市
二
町
に
な
っ
た

地
域
で
あ
り
、
人
口
最
下
位
の
紀
勢
地
区
は
三
町
二
村
が
二
町
に
な
っ
た
三
重
県
で
は
唯
一
市
の
存
在
し
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

「
東
紀
州
地
域
地
方
生
活
圏
」
は
人
口
で
は
八
位
・
面
積
で
は
七
位
の
一
市
一
町
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
尾
鷲
地
区
と
、
人
口
で
は

九
位
・
面
積
で
は
六
位
の
一
市
二
町
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
熊
野
地
区
と
い
う
類
似
し
た
地
域
で
構
成
さ
れ
た
生
活
圏
で
あ
り
、
奈

（
二
五
七
）
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三
四

良
県
や
和
歌
山
県
と
県
境
を
接
す
る
県
境
の
地
域
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「「
津
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
「
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進

地
域
」
の
、
伊
賀
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
の
指
定
を
受
け
て
い
る

（
34
）

。

三
重
県
の
最
初
の
広
域
連
合
は
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
九
月
に
多
気
町
・
勢
和
村
・
多
気
町
・
大
台
町
・
宮
川
村
・
大
宮
町
・

紀
勢
町
・
大
内
山
村
の
五
町
三
村
の
八
町
村
で
創
設
さ
れ
た
「
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合
」
で
あ
る
。
翌
年
四
月
に
は
熊
野
市
・
御

浜
町
・
紀
宝
町
・
紀
和
町
の
一
市
三
町
の
四
市
町
で
創
設
さ
れ
た
「
紀
南
介
護
保
険
広
域
連
合
」
が
、
尾
鷲
市
・
紀
伊
長
島
町
・
海
山
町

の
一
市
二
町
の
三
市
町
で
創
設
さ
れ
た
「
紀
北
広
域
連
合
」
が
、
鳥
羽
市
・
浜
島
町
・
大
王
町
・
志
摩
町
・
阿
児
町
・
磯
部
町
・
南
勢

町
・
南
島
町
の
一
市
七
町
の
八
市
町
で
創
設
さ
れ
た
「
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
」
が
、
六
月
に
は
渡
会
町
・
南
勢
町
・
南
島
町
の
三
町
で
創

設
さ
れ
た
「
渡
会
広
域
連
合
」
が
、
現
在
の
南
伊
勢
町
・
大
紀
町
・
大
宮
町
・
紀
勢
町
・
大
内
山
村
の
四
町
一
村
の
五
町
村
で
創
設
さ
れ

た
「
鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
連
合
」
が
、
七
月
に
は
桑
名
市
・
多
度
町
・
長
島
町
・
木
曽
岬
町
・
北
勢
町
・
員
弁
町
・
大
安
町
・
東
員
町
・

藤
原
町
の
一
市
八
町
の
九
市
町
で
創
設
さ
れ
た
「
桑
名
・
員
弁
広
域
連
合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
な
お
大
紀
町
は
「
香
肌
奥
伊
勢
資
源

化
広
域
連
合
」
と
「
渡
会
広
域
連
合
」
に
、
南
伊
勢
町
は
「
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
」
と
「
渡
会
広
域
連
合
」
に
加
盟
し
て
い
る
。

広
域
市
町
村
圏
と
一
致
し
て
い
る
の
は
四
地
域
で
あ
る
。
一
市
三
町
一
村
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
熊
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
「
紀

南
介
護
保
険
広
域
連
合
」
創
設
後
に
一
市
二
町
と
な
っ
た
。
一
市
二
町
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
鷲
尾
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
「
紀
北
広

域
連
合
」
創
設
後
に
一
市
一
町
と
な
っ
た
。
二
市
一
町
で
創
設
さ
れ
て
い
た
「
鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
「
鈴
鹿
亀
山
地
区
広

域
連
合
」
創
設
後
に
二
市
と
な
っ
た
。
一
市
八
町
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
桑
名
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
「
桑
名
・
員
弁
広
域
連
合
」
創

設
後
に
二
市
二
町
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
広
域
連
合
は
総
合
的
な
事
務
の
共
同
処
理
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
の

大
合
併
で
三
重
県
は
一
五
市
一
四
町
の
二
九
市
町
に
な
り
、
村
の
な
い
県
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
市
五
町
一
村
で
設
置
さ
れ

（
二
五
八
）
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三
五

て
い
た
「
松
坂
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
一
市
二
町
と
な
り
、
三
町
二
村
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
紀
勢
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
二
町
と

な
り
、
二
市
一
一
町
一
村
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
伊
勢
志
摩
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
三
市
三
町
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
一
体
的
な
地

域
と
し
て
広
域
連
合
を
設
置
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
三
重
県
に
は
現
在
二
四
の
一
部
事
務
組
合
が
あ
る
。

紀
勢
地
域
を
構
成
し
て
い
る
大
台
町
・
大
紀
町
と
松
坂
地
区
の
多
気
町
は
、
し
尿
処
理
や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
共
同
処
理
を
目

的
と
す
る
「
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合
」
を
、
伊
勢
志
摩
地
域
の
渡
会
町
・
南
伊
勢
町
と
紀
勢
地
域
の
大
紀
町
は
、
介
護
等
の
事
務

の
共
同
処
理
を
目
的
と
す
る
「
渡
会
広
域
連
合
」
を
、
伊
勢
志
摩
地
域
の
鳥
羽
市
・
志
摩
市
・
南
伊
勢
町
と
紀
勢
地
域
の
大
紀
町
は
、
し

尿
処
理
や
介
護
な
ど
の
共
同
処
理
を
目
的
と
す
る
「
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
従
来
は
一
部
事

務
組
合
を
創
設
し
て
一
定
の
事
務
の
共
同
処
理
を
実
施
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
別
法
人
と
し
て
広
域
連
合
を

創
設
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
市
七
町
二
村
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
津
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
合
併
で
「
津
市
」（
新
設
）
と
な
っ
た
。
二
市
三
町
二
村
で
設
置

さ
れ
て
い
た
「
伊
賀
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
の
圏
域
は
伊
賀
市
と
名
張
市
の
二
市
と
な
っ
た
。
一
市
四
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た
「
四
日
市

地
区
広
域
市
町
村
圏
」
は
一
市
三
町
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
広
域
連
合
は
創
設
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
見
る
と
、

伊
勢
志
摩
地
区
は
あ
ま
り
一
体
化
に
は
進
ん
で
い
な
い
地
域
と
い
え
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
お
い
て
、
津
地
区
・
伊
賀
地
区
・
四
日
市
地

区
は
地
域
の
一
体
化
が
あ
る
程
度
進
展
し
て
い
る
地
域
と
い
え
る
面
が
見
ら
れ
る

（
35
）

。

こ
の
よ
う
な
三
重
県
に
お
け
る
広
域
市
町
村
圏
と
広
域
連
合
と
の
区
域
の
不
一
致
、
あ
る
い
は
平
成
の
大
合
併
の
未
実
施
地
域
の
な
ど

に
、
一
定
の
修
正
や
方
向
性
を
与
え
形
で
定
住
自
立
圏
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
合
併
の
代
替
手
段
と
み
ら
れ
る
も
の
が
桑
名
地
域
の
い
な

べ
市
と
東
員
町
が
創
設
し
た
「
旧
員
弁
郡
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。
ま
た
県
を
超
え
た
広
域
的
な
地
域
で
の
事
務
共
同
処
理
を
目
的
と
し

（
二
五
九
）
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三
六

た
も
の
が
、
伊
賀
市
と
京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
と
笠
置
町
で
創
設
さ
れ
た
「
山
城
南
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。「
山
城
南
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
生
活
機
能
の
強
化
と
し
て
、
医
療
、
健
康
・
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、
環
境
、
防
災
等
の
事
業
を
、
結
び
つ

き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
し
て
、
公
共
交
通
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
地
産
地
消
、
内
外
交
流
等
の
事
業
を
、
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
と
し
て
、
人
材
育
成
・
交
流
、
人
材
確
保
な
ど
の
事
業
の
推
進
等
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。

伊
勢
志
摩
地
域
で
は
三
市
三
町
ま
で
合
併
は
進
展
し
た
も
の
の
、
伊
勢
市
と
玉
城
町
は
広
域
連
合
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
鳥
羽
市
、

志
摩
市
、
南
伊
勢
町
が
一
つ
の
、
渡
会
町
と
南
伊
勢
町
と
他
の
圏
域
の
町
で
も
う
一
つ
の
広
域
連
合
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若

干
輻
輳
し
て
は
い
る
も
の
の
三
つ
の
地
域
に
大
別
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
こ
の
旧
「
伊
勢
志
摩
地
域
広
域
市
町
村
圏
」
の
三
市
三
町

に
松
坂
地
区
の
明
和
町
と
紀
勢
地
区
の
大
紀
町
を
加
え
た
三
市
五
町
の
八
市
町
で
、
伊
勢
市
を
中
心
市
と
す
る
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立

圏
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
や
生
活
機
能
の
強
化
と
し
て
、
医
療
、
福
祉
、
産
業
振
興
等
の
事
業
を
、
結
び
つ
き
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
、
地
産
地
消
、
住
民
交
流
等
の
事
業
を
、
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
と
し
て
、

人
材
育
成
、
圏
域
内
新
人
材
育
成
な
ど
の
事
業
の
推
進
等
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
が
松
坂
地
区
の
松
坂
市
（
中
心
市
）
と

明
和
町
・
多
気
町
と
紀
勢
地
区
の
大
台
町
の
一
市
三
町
で
創
設
さ
れ
た
「
松
坂
地
域
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。
明
和
町
は
二
つ
の
定
住
自

立
圏
に
参
加
し
、
紀
勢
地
区
の
二
町
は
大
紀
町
が
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
」
に
大
台
町
が
「
松
坂
地
域
定
住
自
立
圏
」
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
36
）

。

長
野
県
で
は
平
成
の
大
合
併
が
あ
ま
り
進
捗
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
来
の
一
〇
地
区
区
分
を
前
提
に
広
域
連
合
を
設
定
し
、
合
併

の
代
替
制
度
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
。
他
方
三
重
県
で
は
、
平
成
の
大
合
併
の
進
捗
率
が
五
八
％
で
全
国
一
八
位
に
あ

た
り
、
合
併
が
あ
る
程
度
進
捗
し
た
県
で
あ
る
こ
と
と
、
合
併
の
実
態
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
広

（
二
六
〇
）
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三
七

域
行
政
圏
域
の
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
、
地
域
的
な
特
性
を
重
視
し
た
広
域
圏
や
役
割
な
ど
の
設
定
が
な

さ
れ
て
い
る
。
長
野
県
は
合
併
が
進
展
し
て
い
な
い
地
域
を
抱
え
る
県
の
、
三
重
県
は
合
併
の
進
展
し
て
い
る
都
道
府
県
の
、
今
後
の
地

方
行
（
財
）
政
改
革
モ
デ
ル
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
平
成
の
大
合
併
で
は
新
し
い
市
町
村
の
名
称
や
役
所
の
位
置
な
ど
、
本
来
の
合
併
の

目
的
以
外
の
問
題
で
合
併
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
問
題
解
消
の
た
め
に
も
広
域
連
合
の
活
用
は
重
要

な
役
割
を
は
た
す
も
の
と
い
え
る
。
長
野
県
や
三
重
県
の
対
応
は
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
回
答
の
一
つ
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

六　

長
野
県
の
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
の
特
色

広
域
連
合
に
つ
い
て
は
、「
構
成
市
町
村
全
て
が
同
意
し
な
い
と
何
事
も
実
行
に
移
せ
な
い
」
と
い
う
欠
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る

（
37
）

。
そ
の
代
替
手
段
の
一
つ
に
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
な
ど
が
あ
る
。
定
住
自
立
圏
に
対
し
て
は
、「
中
心
市
が
圏
域
全

体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
村
に
お
い
て
は
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
農
林
業

の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
な
ど
、
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
住
を
促
進
し
圏
域
全
体
の
活
性
化
を

図
る

（
38
）

」
も
の
で
あ
る
と
す
る
理
解
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
受
け
て
、
長
野
県
の
一
〇
の
広
域
連
合
は
、
連
携
中
心
都
市
圏
や

定
住
自
立
圏
の
他
、
連
携
自
立
圏
や
広
域
自
立
圏
へ
の
移
行
を
は
か
っ
て
い
る
と
い
う
一
面
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

長
野
県
の
各
広
域
連
合
は
、
広
域
行
政
圏
が
廃
止
さ
れ
平
成
の
大
合
併
も
終
了
し
た
後
、
中
枢
都
市
も
し
く
は
中
心
市
を
中
心
と
し
た

新
た
な
広
域
行
政
体
制
の
確
立
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
口
火
を
切
っ
た
の
は
飯
伊
地
域
で
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
七
月
一
四

日
に
、
一
市
三
町
一
〇
村
の
一
四
市
町
村
で
全
国
初
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
「
南
信
州
定
住
自
立
圏
」
を
創
設
し
た
。
定
住

（
二
六
一
）
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八

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
も
全
国
初
で
あ
っ
た
。
圏
域
人
口
一
六
万
二
二
〇
〇
人
の
圏
域
は
、
人
口
一
〇
万
一
五
八
一
人
の
飯
田
市

の
行
財
政
能
力
に
他
の
町
村
が
依
存
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年

七
月
二
七
日
に
二
市
三
町
二
村
の
七
市
町
村
で
形
成
さ
れ
た
「
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。
上
小
地
域
は
一
市
一
町
一
村
で
あ
り
、

佐
久
圏
域
の
蓼
科
町
、
長
野
県
域
の
坂
城
町
、
群
馬
県
の
嬬
恋
村
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
圏
域
は
佐
久
市
圏
域
と
の
圏
域
重

複
型
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
県
境
型
で
圏
域
重
複
型
の
定
住
自
立
圏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
月
一
二
日
に
創
設
さ
れ
た
も
の
が
「
佐
久
地
域
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。
こ
の
圏
域
は
三
市
五
町
四
村

の
一
二
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
上
田
区
域
の
東
御
市
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
圏
域
重
複
型
（
上
田
市
圏
域
）
と
よ
ば
れ
て
い

る
。
同
年
一
二
月
一
三
日
に
創
設
さ
れ
た
も
の
が
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
で
あ
る
。
こ
の
圏
域
は
北
信
地
域
の
二
市
一
町
三
村
の
六
市
町

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
五
万
人
を
超
え
る
市
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
人
口
四
万
四
〇
〇
〇
人
の
中
野
市
と
二
万
一
五
〇
〇

人
の
飯
山
市
の
二
つ
の
市
が
中
心
市
と
な
る
複
眼
型
の
定
住
自
立
圏
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
一
月
七
日
に
誕
生
し
た
の
が
「「
伊
那
地
域
定
住
自
立
圏
」
で
あ
る
。
参
加
し
た
の
は
伊
那
市
と
箕
輪
町
と

南
箕
輪
村
の
一
市
一
町
一
村
の
三
市
町
村
で
あ
り
、
二
市
三
町
三
村
の
八
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
上
伊
那
地
域
の
一
部
地
域
で
形
成

さ
れ
た
広
域
連
合
で
あ
る
。
同
年
三
月
二
九
日
に
は
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
一
日
に
中
核
市
に
な
っ
て
い
た
長
野
市
を
中
枢
都

市
と
し
て
、「
長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」
が
三
市
四
町
二
村
の
九
市
町
村
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
圏
域
人
口
五
四
万
三
四
二
四
人
の

中
の
三
七
万
七
五
九
八
人
（
約
七
〇
％
）
を
長
野
市
が
占
め
る
、
ま
さ
に
大
都
市
依
存
型
の
広
域
都
市
圏
と
な
っ
て
い
る
。
松
本
地
域
は

松
本
市
が
中
核
市
に
移
行
し
た
後
で
連
携
中
枢
都
市
圏
を
創
設
す
る
と
い
う
計
画
を
有
し
て
お
り
、
現
在
は
広
域
連
合
し
か
存
在
し
な
い
。

諏
訪
地
域
は
合
併
志
向
の
強
い
市
町
村
と
他
の
市
町
村
の
意
見
の
相
違
も
あ
り
、
中
山
道
と
甲
州
街
道
の
通
る
諏
訪
市
を
中
心
と
し
た
合

（
二
六
二
）
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九

併
を
施
行
す
る
地
位
と
、
甲
州
街
道
に
よ
り
山
梨
県
北
杜
市
と
の
つ
な
が
り
の
強
い
地
位
の
対
立
も
あ
り
、
富
士
見
町
と
原
町
は
北
杜
市

と
一
市
一
町
一
村
の
三
市
町
村
で
県
境
型
の
「
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
て
い
る

（
39
）

。

人
口
二
〇
万
人
以
上
の
都
市
を
中
枢
都
市
と
す
る
地
域
連
携
都
市
圏
の
条
件
に
も
、
人
口
五
万
人
以
上
の
都
市
を
中
心
市
と
す
る
定
住

自
立
圏
の
条
件
に
も
該
当
し
な
い
大
北
地
域
と
木
曽
地
域
は
、
県
と
の
協
力
関
係
で
広
域
的
な
事
務
処
理
を
す
る
新
し
い
体
制
の
整
備
に

進
ん
だ
。
大
北
地
域
で
は
平
成
の
大
合
併
で
地
域
の
中
心
的
性
格
を
強
め
た
大
町
市
を
中
心
市
と
す
る
一
市
一
町
三
村
の
五
市
町
村
で

「
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
」
を
創
設
し
た
。
総
人
口
も
五
万
人
を
超
え
て
お
り
合
併
す
れ
ば
市
と
な
る
要
件
を
人
口
で
は
満
た
す
こ
と

に
な
る
。
強
力
な
中
心
都
市
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
「
小
規
模
町
村
連
合
型
」
広
域
連
合
と
さ
れ
て
き
た
木
曽
地
域
で
も
、
平
成
の
大

合
併
で
木
曽
町
が
力
を
つ
け
て
き
た
と
は
い
え
、
そ
の
人
口
は
一
万
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
で
大
町
市
の
半
分
に
も
満
た
ず
、
圏
域
全
体
の
人

口
も
二
万
六
六
〇
〇
人
ほ
ど
で
大
北
地
域
の
半
分
に
も
満
た
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
三
町
三
村
の
六
町
村
で
「
木
曽
広
域
自
立
圏
」
を
創

設
し
て
広
域
行
政
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
地
域
に
は
県
の
強
力
な
支
援
が
必
要
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い

（
40
）

。

こ
う
し
た
長
野
県
の
、
広
域
連
合
か
ら
都
市
を
中
心
と
し
た
圏
域
の
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
へ
の
脱
皮
や
、
少
子
高
齢
化
の

影
響
を
強
く
受
け
た
過
疎
化
の
進
む
中
山
間
地
域
の
新
し
い
広
域
行
政
体
制
の
整
備
は
、
い
ま
だ
広
域
連
合
や
定
住
自
立
圏
や
連
携
中
枢

都
市
圏
、
あ
る
い
は
連
携
自
立
圏
や
広
域
自
立
圏
が
未
設
定
で
、
広
域
行
政
体
制
の
整
っ
て
い
な
い
都
道
府
県
の
今
後
の
あ
り
方
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
野
県
は
多
く
の
そ
し
て
多
様
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
一
部
事
務

組
合
を
設
定
し
て
広
域
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
複
雑
な
行
政
機
構
は
平
成
の
大
合
併
で
も
、
広
域
連
合
で
も

整
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
定
住
自
立
圏
、
連
携
中
枢
都
市
圏
、
連
携
自
立
圏
、
広
域
自
立
圏
等
を
利
用
し
て
整
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

（
二
六
三
）
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〇

長
野
県
の
人
口
は
今
後
激
減
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
二
一
〇
万
人
で
老
年
人
口
六
三
万
人

（
三
〇
・
一
％
）、
生
産
年
齢
人
口
一
二
〇
万
人
（
五
七
・
〇
％
）、
年
少
人
口
二
七
万
人
（
一
二
・
九
％
）
が
、
二
〇
三
〇
年
に
は
一
九
二
万
人
で

老
年
人
口
六
四
万
人
（
三
三
・
三
％
）、
生
産
年
齢
人
口
一
〇
四
万
人
（
五
四
・
二
％
）、
年
少
人
口
二
四
万
人
（
一
二
・
％
）
と
な
り
、

二
〇
六
〇
年
に
は
一
六
一
万
人
で
老
年
人
口
五
二
万
人
（
三
二
・
三
％
）
生
産
年
齢
人
口
八
四
万
人
（
五
二
・
二
％
）、
年
少
人
口
二
五
万
人

（
一
五
・
五
％
）
と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
老
齢
人
口
は
減
少
す
る
も
の
の
、
人
口
全
体
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
長
野
県
が
他
の
都
道
府
県
に
対
し
て
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
が
、
健
康
寿
命
日
本
一
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
介
護
関
係
経
費
は
若
干
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の
対
応
は
必
要
不
可
欠
な
政
策
と
い
え
る

（
41
）

。

表
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
野
県
の
過
疎
地
域
は
全
部
が
二
七
市
町
村
・
一
部
が
八
市
町
村
の
合
計
三
七
市
町
村
で
あ
る
。
ま
た

特
定
農
山
村
は
全
部
が
四
〇
市
町
村
・
一
部
が
二
四
市
町
村
の
合
計
六
四
市
町
村
で
あ
る
。
さ
ら
に
振
興
山
村
は
二
〇
町
村
・
一
部
が

二
八
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
地
域
で
も
な
い
の
は
、
坂
城
町
、
小
布
施
町
、
飯
綱
町
、
御
代
田
町
、
岡
谷
市
、
原
村
、
飯
島

町
、
宮
田
村
、
下
条
村
、
山
形
村
、
松
川
村
の
一
市
五
町
五
村
の
一
一
市
町
村
で
あ
る
。
残
り
の
六
六
市
町
村
は
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
、
そ
の
一
部
の
地
域
が
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域
へ
の
対
策
と
し
て
政
府
が
導
入
を
は
か
っ
た
も
の
が
、
小
さ

な
拠
点
や
地
域
運
営
組
織
そ
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
地
域
お
こ
し
を

実
践
す
る
の
か
が
、
各
市
町
村
や
広
域
連
合
そ
の
他
の
広
域
行
政
組
織
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

長
野
県
に
は
形
成
済
二
五
ヶ
所
と
形
成
予
定
八
か
所
の
合
計
三
三
ヶ
所
の
小
さ
な
拠
点
と
、
形
成
済
二
一
か
所
と
仮
が
一
ヶ
所
の
合
計

二
二
ヶ
所
の
地
域
運
営
組
織
が
あ
る
。
小
さ
な
拠
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
二
二
の
市
町
村
で
、
最
大
数
の
市
町
村
は
長
野
市
で
九
か
所
、

二
か
所
は
一
町
二
村
の
三
町
村
、
残
り
の
一
八
市
町
村
は
一
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。
小
さ
な
拠
点
の
形
成
単
位
は
、
中
学
校
区
が
一
四
・

（
二
六
四
）
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小
学
校
区
が
九
・
小
学
校
区
よ
り
も
狭
い
も
の
が
五
・
そ
の
他
が
四
と
な
っ
て
い
る
。
長
野
市
の
小
さ
な
拠
点
は
す
べ
て
地
域
運
営
組
織

で
も
あ
る
。
そ
の
他
の
市
町
村
で
は
一
二
の
小
さ
な
拠
点
は
地
域
運
営
組
織
と
な
っ
て
い
る
が
一
一
ヶ
所
の
地
域
運
営
組
織
は
設
定
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
長
野
市
が
平
成
の
大
合
併
で
周
辺
の
過
疎
集
落
あ
る
い
は
過
疎
集
落
を
内
在
す
る
周
辺
町
村
を
併
合
し
た
こ

と
意
味
し
て
い
る
。

長
野
県
の
市
町
村
の
う
ち
地
域
運
営
組
織
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
市
町
村
は
二
六
（
三
四
％
）、
な
い
と
答
え
た
市
町
村
は
五
〇

（
三
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
の
設
置
単
位
は
、
平
成
の
大
合
併
の
前
の
市
町
村
が
三
市
町
村
（
一
四
％
）、
昭
和
の
大
合
併

前
の
市
町
村
が
五
市
町
村
（
二
四
％
）、
大
字
を
単
位
と
し
て
い
る
市
町
村
が
三
市
町
村
（
一
四
％
）、
集
落
が
五
市
町
村
（
二
四
％
）、
連
合

自
治
会
が
一
市
町
村
（
五
％
）、
単
位
自
治
会
が
四
（
一
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
運
営
組
織
の
活
動
範
囲
は
、
中
学
校
が
二

（
一
一
％
）、
旧
中
学
校
区
は
〇
、
小
学
校
区
が
五
市
町
村
（
二
八
％
）、
旧
小
学
校
区
は
〇
、
中
学
校
・
小
学
校
区
が
三
市
町
村
（
一
七
％
）、

小
学
校
よ
り
狭
い
が
八
市
町
村
（
四
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
各
地
域
の
創
意
工
夫
の
複
雑
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る

（
42
）

。

長
野
県
に
は
過
疎
地
域
や
特
定
農
山
村
あ
る
い
は
振
興
山
村
が
多
い
。
行
財
政
能
力
の
弱
い
そ
う
し
た
地
域
に
対
し
て
は
広
域
的
な
行

政
の
推
進
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
関
係
市
町
村
や
一
部
事
務
組
合
が
、
自
己
の
有
す
る
行
財
政
能
力
の
応
じ
て
均
等
な
形
で
責
任

を
負
う
広
域
連
合
型
の
や
り
方
も
あ
る
が
、
行
財
政
能
力
の
高
い
中
枢
都
市
や
中
心
都
市
の
強
力
に
依
存
す
る
連
携
中
枢
都
市
圏
や
定
住

自
立
圏
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
圏
域
の
活
用
は
国
家
か
ら
の
財
政
支
援
も
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し

そ
う
し
た
地
域
以
外
の
圏
域
に
対
し
て
は
、
県
と
市
町
村
の
協
力
関
係
の
確
立
も
必
要
で
あ
る
。
長
野
県
の
「
連
携
自
立
圏
」
や
「
広
域

自
立
圏
」
の
創
設
も
、
類
似
す
る
地
域
を
有
す
る
他
県
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
そ
う
し
た
地
域
の
少
子
化
、
高
齢

化
、
限
界
集
落
化
等
へ
の
対
応
に
は
「
小
さ
な
拠
点
」
や
「
地
域
運
営
組
織
」
の
整
備
と
運
用
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
等
の
地
域
活

（
二
六
五
）
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性
化
策
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
も
必
要
と
い
え
る
。
表
2
に
ま
と
め
た
よ
う
に
長
野
県
は
そ
う
し
た
努
力
は
怠
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
成

果
が
表
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
長
野
県
の
今
後
の
努
力
を
見
守
り
た
い
。

註こ
の
論
文
の
数
字
は
、
論
文
が
縦
書
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
字
は
可
能
な
限
り
漢
数
字
に
転
換
し
て
表
示
し
て
い
る
。

（
1
） 

長
野
県
の
人
口
や
面
積
は
、
長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
県
政
情
報
・
資
料
」
の
各
項
目
（https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/tokei/happyou/

jinkou.htm
l

）
を
、
各
都
道
府
県
の
人
口
・
面
積
・
人
口
密
度
等
に
つ
い
て
は
、
国
土
地
理
院
「
都
道
府
県
別
面
積
の
順
位
」（w

w
w
.gsi.go.jp/

com
m
on/000077753.pdf

）、「【
都
道
府
県
】
人
口
ラ
ン
キ
ン
グ
（
推
計
人
口
と
国
勢
調
査
人
口
）」（https://uub.jp/rnk/p_k.htm

l

）
等
を
参
照

し
整
理
し
た
。　

（
2
） 

平
成
の
大
合
併
の
進
捗
状
況
は
総
務
省
Ｈ
Ｐ
『
地
方
行
財
政
』「
地
方
自
治
制
度
」
の
な
か
の
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」
を
参
照
し
整
理

し
た
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
enu_seisaku/chiho/index.htm

l

）。
平
成
の
大
合
併
の
実
態
に
つ
い
て
は
拙
著
「
市
町
村
合
併
と
広
域
行

政　

│
平
成
の
大
合
併
と
定
住
自
立
圏
の
関
係
を
中
心
と
し
て
│
」
日
本
大
学
法
学
会
『
政
経
研
究
』
第
四
六
巻
第
三
号
（
平
成
二
一
年
一
二
月

二
〇
日
発
行
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

北
海
道
と
長
野
県
の
人
口
動
態
等
は
北
海
道
庁
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

）
と
長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w
.pref.

nagano.lg.jp/

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
香
川
県
は
瀬
戸
大
橋
な
ど
で
近
畿
圏
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
近
畿
圏
の
通
勤
通
学
圏
に
入
っ
て

い
る
と
判
断
し
た
。
な
お
、
香
川
県
の
他
県
へ
の
通
勤
・
通
学
者
数
は
平
成
二
二
年
の
七
〇
四
三
人
が
平
成
二
七
年
に
は
九
九
一
五
人
へ
と

〇
・
八
％
か
ら
一
・
一
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
（
香
川
県
庁
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.pref.kagaw

a.lg.jp

）。
た
だ
し
、
日
本
の
他
県
へ
の
通
勤
通
学
者

は
五
八
三
万
人
（
同
八
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
総
務
省
統
計
局
Ｈ
Ｐ https://w

w
w
.stat.go.jp/data/kokusei/2005/jutsu1/00/01.htm

l

）。

（
3
） 

長
野
県
の
人
口
一
万
人
以
下
の
町
村
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
「
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
動
き　

〜
市
町
村
を
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
〜
」（
平
成
三
〇
年
九
月
）（
こ
れ
は
本
年
九
月
一
〇
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
実
施
し
た
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
訪
問

（
二
六
六
）
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し
た
長
野
県
庁
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
時
に
拝
受
し
た
資
料
で
あ
る
）。

（
4
） 

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
「
日
本
を
分
断
す
る
糸
魚
川
│
静
岡
構
造
線
最
北
部
の
謎
が
明
ら
か
に
」「
関
東
平
野
地
下
深
部

に
特
定
さ
れ
た
中
央
構
造
線
│
岩
槻
の
地
下
3
5
0
0
ｍ
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
の
地
質
学
的
解
析
か
ら
│
」（https://w

w
w
.aist.go.jp/aist_j/

press_release/pr2018/pr20180919_2/pr20180919_2.htm
l

）
と
、
長
野
県
内
「
日
本
の
中
心
リ
ス
ト
」（http://variety.s602.xrea.com

/

extrem
ity/nagano.htm

l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
5
） 

長
野
県
Ｈ
Ｐ
「
主
な
山
・
川
・
湖
」（https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/koho/kids/m

enu02/yam
akaw

a.htm
l

）、
国
土
交
通
省
「
千
曲
川
」

（http://w
w
w
.m

lit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten/nihon_kaw
a/0406_chikum

a/0406_chikum
a_00.htm

l

）
国
土
交
通
省
・
浜
松

河
川
国
道
事
務
所
「
天
竜
川
の
概
要
」
に
は
、「
天
竜
川
は
、
長
野
県
に
あ
る
諏
訪
湖
を
源
と
し
て
、
ほ
ぼ
南
に
流
下
し
遠
州
灘
に
注
ぐ
流
路
延
長

二
一
三
㎞
、
流
域
面
積
五
〇
九
〇
㎢
の
大
河
川
で
す
。」
と
の
解
説
が
あ
る
（http://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/ham
am

atsu/river/gaiyo_tenryu/

）。

木
曽
川
の
説
明
は
「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
木
曽
川
の
開
設
を
参
照
し
整
理
し
た
（https://kotobank.jp/w

ord/%
E
6%

9C
%
A
8%

E
6%

9B
%
B
D
%

E
5%

B
7%

9D
-50717

）。
ま
た
山
口
村
の
越
県
合
併
に
つ
い
て
は
、
北
崎
浩
嗣
著
「
岐
阜
県
中
津
川
市
と
長
野
県
山
口
村
の
46
年
ぶ
り
の
越
県
合
併

に
つ
い
て
」
鹿
児
島
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
63
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
一
五
日
（ir.kagoshim

a-u.ac.jp/?action=repository...

）
を
参
照
し

て
整
理
し
た
。

（
6
） 

長
野
県
の
地
方
行
政
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
編
「
長
野
県
市
町
村
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
平
成
30
年
版
、（
公

財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
、
平
成
三
〇
年
六
月
、
長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
県
政
情
報
・
資
料
」（https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/tokei/

happyou/jinkou.htm
l

）、
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
、
前
掲
資
料
、
国
立
公
文
書
館
「
長
野
県
誕
生
！
│
公
文
書
・
古
文
書
か
ら
読
み
と
く

│
」『
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
第
67
号
』（http://w

w
w
.archives.go.jp/publication/archives/no67/6931

）S
ID

A
 S

atosi

著
「
市
町
村
の
変
遷
」

（http://ishato.blue.coocan.jp/tiri/sityoson/04tyubu/20_nagano.htm

）、「
郡
の
変
遷
」（http://w

w
w
.tt.rim

.or.jp/̃ishato/tiri/gun/

gun.htm

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
7
） 

南
信
地
域
に
つ
い
て
は
「
日
本
経
済
新
聞　

地
域
経
済
（
長
野
）」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
朝
刊
参
照
。

（
8
） 

木
曽
地
域
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
庁
・
地
域
振
興
課
・
木
曽
振
興
局
「
木
曽
地
域
の
特
性
」（https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/kikaku/

（
二
六
七
）
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四
四

kensei/soshiki/shingikai/ichiran/sogokeikaku/docum
ents/chap5-6.pdf.

）
一
頁
参
照
。

（
9
） 

長
野
県
の
交
通
網
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
「
長
野
県
新
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」「
第
一　

長
野
県
の
交
通
の
現
状
と
将
来
へ
の
視
点
」
参
照
。

（
10
） 
堀
内
匠
著
「
長
野
県
に
お
け
る
市
町
村
広
域
連
合
の
そ
の
後
│
『
平
成
の
合
併
』
に
よ
る
変
化
を
中
心
に
│
」
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合

研
究
所
『
自
治
総
研
』（
通
巻
四
〇
〇
号
二
〇
一
二
年
二
月
号
）
八
八
│
八
九
頁

（
11
） 

一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
「
一
部
事
務
組
合
等
コ
ー
ド
表
（
平
三
〇
年
九
月
三
〇
日
現
在
）」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/

m
ain_content/000577361.pdf

）、
総
務
省
「
広
域
連
合
」
の
な
か
の
「
広
域
連
合
の
設
置
状
況
」
の
「
広
域
連
合
一
覧
」（
平
成
三
〇
年
四
月
一

日
現
在
）（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/kouiki/kouiki1.htm
l

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
12
） 

長
野
県
の
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
「
長
野
県
の
広
域
連
合
に
つ
い
て
」（
Ｈ
三
〇
・
九
・
一
〇
）、
長
野

県
庁
Ｈ
Ｐ
「
一
部
事
務
組
合
決
算
収
支
状
況
」（https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/shichoson/kensei/shichoson/zaise/gaiyo/docum

ents/03-

02kessan.pdf

）、「
一
部
事
務
組
合
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
九
日
現
在
） 

法
人
番
号
」（https://w

w
w
.houjin-bangou.nta.go.jp/setsum

ei/

im
ages/partnership.pdf

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
13
） 

自
治
省
行
政
局
振
興
課
監
修
『
平
成
六
年
度
改
訂　

広
域
行
政
要
覧
』
第
一
法
規
・
平
成
七
年
三
月
三
一
日
一
六
九
│
一
七
六
頁
。
な
お
浅
間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
山
崎
匡
毅
「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
産
業
構
造
と
展
望
│
新
た
な
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
像
を
求
め
て
│
」
長
野
大
学

リ
ポ
ジ
ト
リ
（nagano.repo.nii.ac.jp/?action=repository...

、fi le:///C
:/U

sers/m
yam

ada/A
ppD

ata/L
ocal/M

icrosoft/W
indow

s/

IN
etC

ache/IE
/H

226A
H
2J/nagano_07-03-06.pdf

）、
市
正
曹
著
「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
地
域
経
済
│
上
田
市
・
坂
城
町
に
つ
い
て
│
」
関

西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
『
調
査
と
資
料
』
第
六
七
号
・『
長
野
の
経
済
と
雇
用
失
業
問
題
』（https://kuir.jm

.kansai-u.ac.jp/dspace/

bitstream
/10112/7376/1/K

U
-0500-19890300-02.pdf

）、
財
団
法
人
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
専
務
理
事
山
岸
國
耿
著
「
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
、

産
業
界
あ
げ
て
の
運
動
だ
っ
た
」S

ai+

（
サ
イ
プ
ラ
ス
） vol.04

（V
olhttp://saiplus.jp/colum

n/2008/08/04.php

）、
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団

（w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/.../07_techno1900511.pdf

）、
長
野
県
「
検
証
シ
ー
ト
（P

D
F

：393K
B

）」（w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/gyokaku/

gai.../15tecno24k.pdf

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
14
） 

自
治
省
・
前
掲
書
な
ら
び
に
拙
著
・
前
掲
論
文
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
二
六
八
）
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四
五

（
15
） 

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
「
介
護
保
険
制
度
の
概
要
」（https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/

gaiyo/index.htm
l

）。
な
お
福
祉
八
法
と
は
、
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
薄
弱
者
（
知
的
障
害
者
）
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法
、
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
老
人
保
健
法
、
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
法
を
い
う
。

（
16
） 
総
務
省
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」・「
地
方
公
共
団
体
間
の
事
務
の
共
同
処
理
の
状
況
調
（
平
成
二
八
年
七
月
一
日
現
在
）」
の
概
要
。
な

お
第
二
九
一
条
の
四
の
一
に
は
「
広
域
連
合
の
規
約
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
規
定
が
あ
り
、
そ

れ
は
「
一
．
広
域
連
合
の
名
称
、
二
．
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
、
三
．
広
域
連
合
の
区
域
、
四
．
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
、
五
．

広
域
連
合
の
作
成
す
る
広
域
計
画
の
項
目
、
六
．
広
域
連
合
の
事
務
所
の
位
置
、
七
．
広
域
連
合
の
議
会
の
組
織
及
び
議
員
の
選
挙
の
方
法
、
八
．

広
域
連
合
の
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
そ
の
他
執
行
機
関
の
組
織
及
び
選
任
の
方
法
、
九
．
広
域
連
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
」
の
九
項
目
で
あ
る
。

（
17
） 

長
野
県
庁
企
画
振
興
部
市
町
村
課
・
前
掲
資
料
・
一
一
│
一
二
、
総
務
省
「
広
域
連
合
一
覧
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000480944.pdf

）

（
18
） 

総
務
省
「
広
域
連
合
一
覧
」

（
19
） 

総
務
省
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」、「
一
部
事
務
組
合
等
コ
ー
ド
表
（
平
三
〇
年
九
月
三
〇
日
現
在
）」、「
広
域
連
合
一
覧
」（
平
成
三
〇
年
四

月
一
日
現
在
、
長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
一
部
事
務
組
合
決
算
収
支
状
況
」、「
一
部
事
務
組
合
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
九
日
現
在
） 

法
人
番
号
」
等
を
参
照
し
て

整
理
し
た
。
な
お
「
長
野
県
交
通
災
害
共
済
組
合
」
に
つ
い
て
は
同
共
済
組
合
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.cheering-nagano.jp/koutsu/

）
を
、「
長
野
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
」
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
町
村
会
Ｈ
Ｐ
：「
長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
」（https://m

achim
ura-nagano.jp/sogojim

u/

）

を
、「
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
」
に
つ
い
て
は
同
振
興
組
合
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
は
自
ら
の
特
色
を

「
平
成
7
年
3
月
に
地
方
自
治
法
第
2
8
4
条
第
1
項
に
基
づ
き
、
長
野
県
自
治
会
館
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
13
年
9
月
に
行
政
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
・
県
・
関
係
団
体
（
県
市
長
会
・

県
町
村
会
・
研
修
セ
ン
タ
ー
・
広
域
連
合
）
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
方
式
）
を
利
用
し
て
結
ん
だ
『
市
町
村
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
設
置
し
、
そ
の
管
理
運
用
に
関
す
る
事
務
を
追
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
21
年
4
月
に
県
内
の
市
町
村
が
行
う
事
務
の
電
子
化
を
推
進
す
る
た

め
の
事
務
を
組
合
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
事
務
を
追
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。」
と
説
明
し
て
い
る
（w

w
w
.union.nagano-m

ap.lg.jp/

）。

（
二
六
九
）
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（
20
） 

総
務
省
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」、
長
野
県
庁
・
前
掲
資
料
参
照

（
21
） 

堀
内
・
前
掲
論
文
・
七
四
頁

（
22
） 
総
務
省
「
広
域
連
合
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/kouiki/kouiki1.htm
l

）

（
23
） 
総
務
省
「
広
域
行
政
」「
広
域
行
政
圏
の
見
直
し
に
つ
い
て
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/kouiki/kouiki.htm
l

）

（
24
） 

長
野
県
庁
・
前
掲
資
料

（
25
） 

山
崎
浩
嗣
著
「
岐
阜
県
中
津
川
市
と
長
野
県
山
形
村
の
四
六
年
ぶ
り
の
越
県
合
併
に
つ
い
て
」
鹿
児
島
大
学
『
経
済
学
論
集
』（
第
六
三
号
）

鹿
児
島
大
学
、
堀
内
・
前
掲
論
文
・
七
八
│
七
九
頁

（
26
） 

長
野
県
の
広
域
連
合
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
庁
・
前
掲
資
料
や
堀
内
・
前
掲
論
文
等
を
中
心
に
整
理
し
た
。

（
27
） 

三
野
靖
著
「
長
野
県
の
広
域
連
合
の
類
型
化
」・
小
原
隆
治
ほ
か
編
『
平
成
大
合
併
と
広
域
連
合
』
公
人
社
・
二
〇
〇
七
年
所
収
八
六
│
九
五

頁
（
堀
内
・
前
掲
論
文
参
照
） 

（
28
） 

長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
編
『
長
野
県
市
町
村
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
平
成
30
年
版
、（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
、
長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ

「
県
政
情
報
・
資
料
」
の
各
項
目
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
29
） 

長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
・
自
治
体
間
連
携
の
あ
り
か
た
研
究
会
・「
自
治
体
間
連
携
の
あ
り
か
た
研
究
会　

と
り
ま
と
め
」（w

w
w
.jpubb.com

/

press/1033864/

） 

（
30
） 

長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
・
長
野
県
教
育
委
員
会
・「
文
化
財
情
報
／
長
野
県
教
育
委
員
会
」（w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/bunsho/.../

bunkazai.htm

）

（
31
） 

長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
、「
信
州
の
農
業
資
産
／
長
野
県
」（w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/nochi/nougyoushisan.htm

l

）

（
32
） 

総
務
省
「
広
域
連
合
」、「
広
域
連
合
一
覧
」
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
33
） 

第
一
法
規
・
前
掲
書
・
六
一
│
六
二
頁

（
34
） 

第
一
法
規
・
前
掲
書
・
一
一
六
│
一
七
一
頁

（
35
） 

三
重
県
庁
Ｈ
Ｐ
の
各
項
目
を
参
照
し
整
理
し
た
（http://w

w
w
.pref.m

ie.lg.jp/S
H
IC

H
O
S
/H

P
/gappei/

）。

（
二
七
〇
）
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（
36
） 

総
務
省
「
伊
勢
市
Ｈ
Ｐ
・「
定
住
自
立
圏
構
想
／
伊
勢
市
」（w

w
w
.city.ise.m

ie.jp/8312.htm

）、
松
坂
市
Ｈ
Ｐ
「
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い

て
」（w

w
w
.city.m

atsusaka.m
ie.jp/soshiki/3/teijyu27-31.htm

l

）、
伊
賀
市
Ｈ
Ｐ
「
定
住
自
立
圏
│
伊
賀
市
」（w

w
w
.city.iga.lg.jp/

category/6-16-10-0-0.htm
l

）、
東
員
町
Ｈ
Ｐ
「
旧
員
弁
郡
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
の
お
知
ら
せ
│
東
員
町
」（w

w
w
.tow

n.toin.lg.jp/

contents_detail.php?frm
Id=1422

）、
総
務
省
「
広
域
行
政
」「
広
域
行
政
圏
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
37
） 

長
野
県
知
事
の
言
葉
〔
長
野
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
＊
＊
ふ
れ
愛
な
が
の
＊
＊
」
第
四
四
五
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
二
〇
日
配
信
）〕（
堀
内
・

前
掲
論
文
・
八
一
頁
参
照
）

（
38
） 

信
濃
毎
日
新
聞
二
〇
一
一
年
一
月
二
一
日
（
堀
内
・
前
掲
論
文
・
八
一
頁
参
照
）
長
野
県
知
事
は
こ
の
当
時
公
表
さ
れ
た
定
住
自
立
圏
を
前
提

に
意
見
を
表
明
し
て
い
る
が
、
長
野
市
は
現
在
長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
中
枢
都
市
と
な
っ
て
、
よ
り
広
域
的
な
事
務
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
も
っ
て
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

（
39
） 

長
野
県
庁
・
前
掲
資
料
、「
自
治
体
間
連
携
の
あ
り
か
た
研
究
会　

と
り
ま
と
め
」、
総
務
省
・「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」
等
を
参
照
し
て

整
理
し
た
。

（
40
） 

長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
と
り
ま
と
め
」、
日
本
経
済
新
聞
「
地
域
経
済
（
長
野
）」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
朝
刊
参
照
。

（
41
） 

長
野
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課
『
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
』
長
野
県
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
三
月

（
42
） 

小
さ
な
拠
点
と
地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
「
小
さ
な
拠
点
の
形
成
」（w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

sousei/about/chiisanakyoten/

）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

最
後
に

今
回
の
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
、
多
忙
な
折
に
時
間
を
割
い
て
親
切
に
説
明
を
し
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
拙

劣
な
学
生
の
質
問
等
に
対
し
て
も
、
気
持
ち
よ
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
長
野
県
庁
は
じ
め
訪
問
し
た
市
町
村
や
行
政
法
人
の
関
係
者
に

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
七
一
）
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表
1　
長
野
県
の
市
町
村
と
広
域
行
政
圏
の
特
色

信
濃

国
廃

藩
置

県（
明

治
4年

）
地

域
区

分
市

町
村

各
市

町
村

と
地

域
の

特
色

郡
7月

14日
11月

20日
4地

区
10地

区
新

し
い

広
域

行
政

策
人

　
　

口
人

口
の

割
合

郡
の

人
口

面
積（

㎢
）

面
積

の
割

合
中

野
県

長
野

県

北
信

北
信

地
域

北
信

地
域

広
域

行
政

事
務

組
合（

S
46年

）
（

2市
1町

4村
）

北
信

広
域

連
合（

H
12.4.1.）

（
2市

1町
3村

3組
合

）

北
信

地
域

定
住

自
立

圏
（

中
心

市
：
中

野
市
・
飯

山
市

）
（

H
24.12.13.）（

2市
1町

3村
）

中
野

市
42,797（

14位
）

2.07%
112.18（

38位
）

0.83%
飯

山
県

飯
山

市
20,201（

20位
）

0.98%
202.43（

21位
）

1.49%
水

内
郡

松
代

県
山

ノ
内

町
11,679（

30位
）

0.57%
下

高
井

郡
19,512

265.90（
15位

）
1.96%

中
野

県
木

島
平

村
4,468（

53位
）

0.22%
99.32（

42位
）

0.73%
中

野
県

野
沢

温
泉

村
3,365（

61位
）

0.16%
57.96（

62位
）

0.43%
中

野
県

栄
村

1,758（
67位

）
0.09%

下
水

内
郡

1,758
271.66（

12位
）

2.00%

高
井

郡
小

　
　

計
84,268　

　
⑧

4.04%
2市

1町
3村

1,009.45　
　

⑧
7.44%

中
野

県

長
野

地
域

長
野

広
域

行
政

組
合（

S
46年

）
（

3市
7町

8村
）

長
野

広
域

連
合（

H
12.4.1.）

（
3市

4町
2村

）

長
野

地
域

連
携

中
枢

都
市

圏
連

携
中

枢
都

市
：
長

野
市

（
H
28.3.29.）（

3市
4町

2村
）

（
坂

城
町

は
上

田
地

域
定

住
自

立
圏

に
も

加
盟

）

長
野

市
372,304（

 1位
）

18.04%
834.81（

 2位
）

6.16%
須

坂
県

須
坂

市
49,991（

11位
）

2.42%
（

旧
更

級
郡

）
149.67（

29位
）

0.37%
松

代
県

千
曲

市
59,509（

 9位
）

2.88%
119.79（

35位
）

1.10%
松

代
県

坂
城

町
14,470（

26位
）

0.70%
埴

科
郡

14,470
53.64（

66位
）

0.40%
埴

科
郡

中
野

県
小

布
施

町
10,500（

34位
）

0.50%
上

高
井

郡
17,308

19.12（
77位

）
0.14%

（
推

谷
県

）
高

山
村

6,808（
44位

）
0.33%

98.56（
43位

）
0.73%

中
野

県
信

濃
町

7,967（
41位

）
0.38%

上
水

内
郡

20,928
149.30（

30位
）

1.10%
更

級
郡

飯
山

県
飯

綱
町

10,500（
33位

）
0.51%

75.00（
52位

）
0.55%

中
野

県
小

川
村

2,461（
66位

）
0.12%

58.11（
61位

）
0.43%

小
　

　
計

534,510　
　

①
25.90%

3市
4町

2村
1,558.00　

　
④

11.49%
北

信
地

区
計

618,778　
　

❶
29.98%

5市
5町

5村
2,567.45　

　
❸

18.93%

小
県

郡

上
田

県

東
信

上
小

地
域（

1市
4町

3村
）

上
田

地
域

広
域

行
政

事
務

組
合（

S
46年

）
上

田
地

域
広

域
連

合（
H
10）

（
2市

2町
1村

－
坂

城
町

参
加

）

上
田

地
域

定
住

自
立

圏
中

心
市
：
上

田
市（

H
23.7）（

2市
3町

2村
）

坂
城

町
・
立

科
町

加
盟

群
馬

県
嬬

恋
村

加
盟

上
田

市
155,323（

 3位
）

7.53%
552.04（

 6位
）

4.07%
小

諸
県

東
御

市
29,561（

17位
）

1.43%
112.37（

37位
）

0.83%
中

野
県

長
和

町
5,847（

48位
）

0.28%
小

県
郡

10,001
183.86（

24位
）

1.36%
上

田
県

青
木

村
4,154（

57位
）

0.20%
57.10（

63位
）

0.42%
小

　
　

計
194,885　

　
⑤

9.44%
2市

1町
1村

905.37　
　

⑨
6.68%

佐
久

郡

小
諸

県

佐
久

地
域

佐
久

地
域

広
域

行
政

事
務

組
合（

S
44）

（
2市

7町
7村

）
佐

久
広

域
連

合（
H
12.4.1.）

（
2市

5町
4村

）

佐
久

地
域

定
住

自
立

圏
中

心
市
：
佐

久
市

（
H
24.1.12.）（

3市
5町

4村
）

東
卸

市（
上

田
地

域
）が

加
盟

小
諸

市
41,755（

15位
）

2.02%
98.55（

44位
）

0.73%
岩

村
田

県
佐

久
市

98,887（
 5位

）
4.79%

423.51（
 8位

）
3.12%

中
野

県

小
海

町
4,499（

52位
）

0.22%

南
佐

久
郡

24,864

114.20（
36位

）
84.00%

佐
久

穂
町

10,536（
32位

）
0.51%

188.15（
23位

）
1.39%

川
上

村
4,727（

49位
）

0.23%
209.61（

20位
）

1.55%
南

牧
村

3,388（
62位

）
0.16%

133.09（
33位

）
0.98%

南
相

木
村

953（
72位

）
0.05%

66.05（
58位

）
0.49%

北
相

木
村

761（
75位

）
0.04%

56.32（
64位

）
0.42%

軽
井

沢
町

19,193（
22位

）
0.93%

北
佐

久
郡

41,400
156.03（

28位
）

1.15%
御

代
田

町
15,246（

25位
）

0.74%
58.79（

60位
）

0.43%
小

諸
県

立
科

町
6,961（

43位
）

0.34%
66.87（

55位
）

0.49%
小

　
　

計
206,906　

　
③

10.03%
2市

5町
4村

1,571.17　
　

③
11.59%

東
信

地
区

計
401,791　

　
❹

19.47%
4市

6町
5村

2,476.54　
　

❹
18.26%

旧
長

野
県

地
域

計
1,020,569

49.45%
9市

11町
10村

5,043.99
37.19%

諏
訪

郡
高

島
県

諏
訪

地
域

諏
訪

地
域

広
域

市
町

村
圏

事
務

組
合（

S
47）

（
3市

2町
1村

）
諏

訪
広

域
連

合（
H
12.7.1.）

（
3市

2町
1村

）

（
未

　
定

）
（

富
士

見
町

と
原

村
は

八
ヶ

岳
定

住
自

立
圏
・

中
心

市
：
山

梨
県

北
杜

市
に

加
盟

）

岡
谷

市
48,748（

13位
）

2.36%
85.10（

48位
）

0.63%
諏

訪
市

49,112（
12位

）
2.38%

109.17（
40位

）
0.80%

茅
野

市
55,804（

10位
）

2.70%
266.59（

14位
）

1.97%
下

諏
訪

町
19,626（

21位
）

0.95%
諏

訪
郡

41,372
66.87（

56位
）

0.49%
富

士
見

町
14,091（

27位
）

0.68%
144.76（

31位
）

1.07%
原

村
7,655（

42位
）

0.37%
43.26（

70位
）

0.32%
小

　
　

計
195,036　

　
④

9.45%
3市

2町
1村

715.75　
　

⑩
5.28%

（
二
七
二
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

四
九

伊
那

郡

高
遠

県
上

伊
那

地
域

上
伊

那
地

域
広

域
行

政
事

務
組

合（
S
45）

（
2市

4町
4村

）
上

伊
那

広
域

連
合（

H
11.7.1.）

（
2市

3町
3村

）

伊
那

地
域

定
住

自
立

圏
中

心
市
：
伊

那
市

（
H
28.1.7.）（

1市
1町

1村
）

（
伊

那
市

箕
輪

町
南

箕
輪

村
）

（
駒

ケ
根

市
、辰

野
町

、飯
島

町
、中

川
村

、
宮

田
村

は
非

加
盟

）

伊
那

市
67,120（

 7位
）

3.25%
667.93（

 3位
）

4.93%
駒

ヶ
根

市
32,276（

16位
）

1.56%
165.86（

27位
）

1.22%
辰

野
町

19,124（
23位

）
0.93%

上
伊

那
郡

82,314

169.20（
25位

）
1.25%

高
島

県
箕

輪
町

25,118（
19位

）
1.22%

85.91（
47位

）
0.63%

飯
島

町
9,206（

37位
）

0.45%
86.96（

46位
）

0.64%

高
遠

県
南

箕
輪

村
15,443（

24位
）

0.75%
40.99（

71位
）

0.30%
中

川
村

4,691（
50位

）
0.23%

77.05（
50位

）
0.57%

宮
田

村
8,732（

38位
）

0.42%
54.50（

65位
）

0.40%
南

信
小

　
　

計
181,710　

　
⑥

8.80%
2市

3町
3村

1,348.40　
　

⑥
9.94%

飯
田

県

飯
伊

地
域

飯
伊

広
域

行
政

組
合（

S
44年

）
（

1市
3町

14村
）

南
信

州
広

域
連

合（
H
11.7.1.）

（
2市

3町
3村

）

南
信

州
地

域
定

住
自

立
圏

中
心

市
：
飯

田
市

（
H
21.7.14.）（

1市
3町

10村
）

飯
田

市
99,157（

 4位
）

4.80%
658.66（

 4位
）

4.86%

高
遠

県
松

川
町

12,769（
29位

）
0.62%

下
伊

那
郡

58,458

72.79（
53位

）
0.54%

高
森

町
12,832（

28位
）

0.62%
45.36（

68位
）

0.33%
（

名
古

屋
県

）
阿

南
町

4,605（
51位

）
0.22%

123.07（
34位

）
0.91%

伊
那

県
阿

智
村

6,317（
46位

）
0.31%

214.43（
19位

）
1.58%

平
谷

村
415（

77位
）

0.02%
77.37（

49位
）

0.57%
根

羽
村

890（
73位

）
0.04%

89.97（
45位

）
0.66%

（
名

古
屋

県
）

下
條

村
3,666（

59位
）

0.18%
38.12（

74位
）

0.28%

伊
那

県
売

木
村

528（
76位

）
0.03%

43.43（
69位

）
0.36%

筑
摩

県
天

龍
村

1,221（
70位

）
0.06%

109.44（
39位

）
0.81%

泰
阜

村
1,600（

69位
）

0.08%
64.59 （

59位
）

0.48%

高
遠

県
喬

木
村

6,153（
47位

）
0.30%

66.61（
57位

）
0.49%

豊
丘

村
6,485（

45位
）

0.31%
76.79（

51位
）

0.57%
大

鹿
村

977（
71位

）
0.05%

248.29（
16位

）
1.83%

小
　

　
計

157,615　
　

⑦
7.64%

1市
3町

10村
1,928.92　

　
①

14.22%
南

信
地

区
計

534,361　
　

❷
25.89%

6市
8町

14村
3,993.07　

　
❷

29.44%

（
名

古
屋

県
）

中
信

木
曽

地
域

木
曽

広
域

行
政

事
務

組
合（

S
45）

（
3町

8村
）

木
曽

広
域

連
合（

H
11.4.1.）

（
3町

3村
）

木
曽

広
域

自
立

圏
中

心
市
：
な

し
（

H
28.3.29.）

（
1市

1町
3村

）

上
松

町
4,375（

55位
）

0.21%

木
曽

郡
26,622（

旧
西

筑
摩

郡
）

168.42（
26位

）
1.24%

南
木

曽
町

4,039（
58位

）
0.20%

215.93（
18位

）
1.59%

木
曽

町
11,076（

31位
）

0.54%
476.03（

 7位
）

3.51%
高

遠
県

木
祖

村
2,775（

64位
）

0.13%
140.50（

32位
）

1.04%

（
名

古
屋

県
）

王
滝

村
762（

74位
）

0.04%
310.82（

10位
）

2.29%
筑

摩
郡

大
桑

村
3,595（

60位
）

0.17%
234.47（

17位
）

1.73%
小

　
　

計
26,622　

　
⑩

1.29%
3町

3村
1,546.17　

　
⑤

11.40%
松

本
県

松
本

地
域

松
本

地
域

広
域

行
政

事
務

組
合（

S
46）

（
2市

4町
13村

）
松

本
広

域
連

合（
H
11.2.1.）

（
3市

5村
）

連
携

中
枢

都
市

圏
の

形
成

を
検

討
中

松
本

市
：
2021.4.1.に

中
核

市
へ

の
移

行
を

検
討

そ
の

後
連

携
中

枢
都

市
圏

形
成

を
予

定
（

3市
5村

）

松
本

市
241,132（

 2位
）

11.68%
978.47（

 1位
）

7.21%
伊

那
県

塩
尻

市
66,929（

 8位
）

3.24%
289.98（

11位
）

2.14%
松

本
県

安
曇

野
市

94,703（
 6位

）
4.59%

（
旧

南
安

曇
郡

）
331.78（

 9位
）

2.45%

伊
那

県

麻
績

村
2,654（

65位
）

0.13%

東
筑

摩
郡

21,538

34.38（
75位

）
0.25%

生
坂

村
1,696（

68位
）

0.08%
39.05（

73位
）

0.29%
山

形
村

8,383（
40位

）
0.41%

24.98（
76位

）
0.18%

朝
日

村
4,385（

56位
）

0.21%
70.62（

54位
）

0.52%
安

曇
郡

筑
北

村
4,420（

54位
）

0.21%
99.47（

41位
）

0.73%
小

　
　

計
424,302　

　
②

20.56%
3市

5村
1,868.73　

　
②

13.78%

松
本

県

大
北

地
域

北
ア

ル
プ

ス
広

域
行

政
組

合（
S
46）

（
1市

1町
5村

）
北

ア
ル

プ
ス

広
域

連
合 （

H
12.2）

（
1市

1町
3村

）

北
ア

ル
プ

ス
地

域
連

携
自

立
圏

中
心

市
：
大

町
市

（
H
28.3.29.）（

1市
1町

3村
）

大
町

市
26,820（

18位
）

1.30%
565.15（

 5位
）

4.17%
池

田
町

9,527（
36位

）
0.46%

北
安

曇
郡

30,729

40.16（
72位

）
0.30%

松
川

村
9,700（

35位
）

0.47%
47.07（

67位
）

0.35%
白

馬
村

8,724（
39位

）
0.42%

189.36（
22位

）
1.40%

小
谷

村
2,778（

63位
）

0.13%
267.91（

13位
）

1.98%
小

　
　

計
57,549　

　
⑨

2.79%
1市

1町
3村

1,109.65　
　

⑦
8.20%

中
信

地
区

計
508,473　

　
❸

24.64%
4市

4町
11村

4,524.55　
　

❶
33.36%

旧
筑

摩
県

地
域

計
1,042,834

50.53%
8,517.62

62.80%

（
二
七
三
）
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表
2　
長
野
県
内
の
一
部
事
務
組
合
と
各
市
町
村
の
特
色

4地
区

10地
区

市
町

村
一

部
事

務
組

合（
地

域
内

）
一

部
事

務
組

合（
地

域
を

超
え

て
設

置
）

過
疎

地
域

特定
農山村

振
興

山
村

小
さ

な
拠

点
地

域
運

営
組

織
地域おこし
協力隊員数

北
信

北
信

地
域

中
野

市
岳

南
広

域
消

防
組

合（
H
7）

北
信

保
健

衛
生

施
設

組
合

（
S
44）ご

み
・
廃

棄
物

処
理

、し
尿

処
理

、火
葬

場
（

中
野

市
、
長

野
市

、
小

布
施

町
、
信

濃
町

、
飯

綱
町

、山
ノ

内
町

）
〔

二
つ

の
事

務
組

合
を

解
散

し
て

設
立

〕

一
部

（
豊

田
地

区
、中

学
校

区
、
4,109人

）
4

山
ノ

内
町

○
一

部
一

部
（

須
賀

川
地

区
、小

学
校

区
、
1,198人

）
3

飯
山

市
岳

北
広

域
行

政
組

合（
S
50）（

火
葬

場
、し

尿
、ご

み
焼

却
、消

防
事

務
等

）
○

○
一

部
2

木
島

平
村

○
○

一
部

4
野

沢
温

泉
村

○
○

一
部

2
栄

村
○

○
○

4
小

計
2組

合
1事

務
組

合
〔

2〕
0

19

長
野

地
域

長
野

市

長
水

部
分

林
組

合（
S
16）部

分
林（

長
野

市
、

信
濃

町
、飯

綱
町

、小
川

村
）

千
曲

衛
生

施
設

組
合

（
S
35）

千
曲

衛
生

セ
ン

タ
ー（

千
曲

市
、長

野
市

、坂
城

町
）

北
部

衛
生

施
設

組
合

（
S
41）

ご
み
・
し

尿
処

理
（

信
濃

町
、飯

綱
町

）
須

高
行

政
事

務
組

合（
S
39）汚

物
処

理
、

し
尿

処
理

、火
葬

場
等（

須
坂

市
、長

野
市

、小
布

施
町

、高
山

町
）

葛
尾

組
合（

S
41）ご

み
処

理
、霊

園
、危

険
物
・
不

燃
ご

み
・
ご

み
処

理（
坂

城
町

、千
曲

市
）

六
ヶ

郷
用

水
組

合
用

水（
S
31）（

千
曲

、坂
城

）
千

曲
坂

城
消

防
組

合
（

S
45）

消
防

事
務

（
千

曲
市

、坂
城

町
）

高
山

村
外

一
市

一
町

財
産

組
合（

T
4）

東
北

信
市

町
村

交
通

災
害

共
済

事
務

組
合

（
S
62）（

東
信

12市
町

村
と

北
信

10町
村

で
構

成
）

一
部

一
部

一
部

小
田

切
、そ

の
他

、
938人

小
田

切
地

区
住

民
自

治
協

議
会

、任
意

団
体

20

芋
井

、中
学

校
区

、
2,231人

芋
井

地
区

住
民

自
治

協
議

会
、任

意
団

体
七

二
会

、中
学

校
区

、
1,588人

七
二

会
地

区
住

民
自

治
協

議
会

、任
意

団
体

信
更

、中
学

校
区

、
2,068人

信
更

地
区

住
民

自
治

協
議

会
、任

意
団

体
戸

隠
、中

学
校

区
、
3,611人

戸
隠

地
区

住
民

自
治

協
議

会
、任

意
団

体
鬼

無
里

、中
学

校
区

、
1,406人

鬼
無

里
地

区
住

民
自

治
協

議
会

、任
意

団
体

大
岡

、中
学

校
区

、
984人

大
岡

地
区

住
民

自
治

協
議

会
、任

意
団

体
信

州
新

町
、中

学
校

区
、
4,240人

信
州

新
町

住
民

自
治

協
議

会
、任

意
団

体
中

条
、中

学
校

区
、
1,782人

中
条

地
区

住
民

自
治

協
議

会
、
N
P
O
法

人
須

坂
市

一
部

一
部

4
千

曲
市

一
部

6
坂

城
町

0
小

布
施

町
4

高
山

村
○

○
中

山
地

区
、そ

の
他

、
1,345人

0
信

濃
町

○
一

部
一

部
3

飯
綱

町
赤

東
区

毛
野

集
落

、小
学

校
区

、
1,125人

野
村

上
区

、小
学

校
区

、
1,701人

4

小
川

村
○

○
10

小
計

8事
務

組
合

1事
務

組
合

12
9

51

現
在

の
長

野
県

は
明

治
9

年
8月

に
長

野
県

と
筑

摩
県

が
合

併
し

て
誕

生
し

た

長
野

県
合

計
2,063,865

平
均
：
26,803

19市
23町

35村
13,561.61

平
均

176.12
市

　
計

1,652,129
80.05%

平
均

86,954人
6,724.04

平
均

353.90
郡

　
計

411,736
19.95%

平
均

7,099人
6,837.57

平
均

117.89

長
野

県
を

北
部
・
中

部
・
南

部
に

三
区

分
す

る
考

え
で

は
、東

部
は

北
信

地
域
・
大

北
地

域
、中

部
は

松
本

地
域
・
上

伊
那

地
域
・
諏

訪
地

域
、南

部
は

飯
伊

地
域
・
木

曽
地

域
と

し
て

い
る

。
註

　
参

考
資

料
1　

長
野

県
企

画
振

興
部

市
町

村
課

編『
長

野
県

市
町

村
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
』平

成
30年

版
、（

公
財

）長
野

県
市

町
村

振
興

協
会

、平
成

36年
6月

　
　

参
考

資
料

2　
 長

野
県

企
画

振
興

部
市

町
村

課「
長

野
県

の
広

域
連

合
に

つ
い

て
」、「

地
方

自
治

を
め

ぐ
る

動
き

～
市

町
村

を
取

り
巻

く
現

状
と

課
題

」平
成

30年
9月（

ゼ
ミ

の
聞

き
取

り
調

査
時

の
資

料
）

　
　

参
考

資
料

3　
長

野
県

庁
H
P「

県
政

情
報
・
資

料
」の

各
項

目
を

参
照

し
て

整
理

し
た（

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/tokei/happyou/jinkou.htm

l）
　

　
参

考
資

料
4　

 国
立

公
文

書
館「

長
野

県
誕

生
！

─
公

文
書
・
古

文
書

か
ら

読
み

と
く

─
」『

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

第
67号

』（
http://w

w
w
.archives.go.jp/publication/archives/no67/6931）

　
　

参
考

資
料

5　
イ

ー
エ

ヌ
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ「
歴

史
を

紐
解

く（
廃

藩
置

県
）─

長
野

県
編

」（
http://fukuoka-enplan.com

/blog/2017/10/13/…
略

…
）

　
　

参
考

資
料

6　
日

本
経

済
新

聞「
行

政
サ

ー
ビ

ス
　

県
が

支
援

」2018年
11月

15日
、日

本
経

済
新

聞
朝

刊
・
地

域
経

済

（
二
七
四
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

五
一

東
信

上
小

地
域

上
田

市
上

田
市

名
和

町
中

学
校

組
合（

S
30）

依
田

窪
医

療
福

祉
事

務
組

合（
S
58）

上
田

市
東

御
市

真
田

共
有

財
産

組
合（

M
33）

青
木

村
及

び
上

田
市

共
有

財
産

組
合（

T
5）

川
西

保
健

衛
生

施
設

組
合（

S
39）し

尿
、

ご
み

処
理

、
母

子
健

康
セ

ン
タ

ー
、
川

西
赤

十
字

病
院

施
設

、下
水

道
、汚

泥
処

理（
東

御
市

、佐
久

市
、立

科
町

）

一
部

一
部

（
武

石
地

区
、そ

の
他

、
3,552人

）
住

み
よ

い
立

石
を

創
る

会
、任

意
団

体
6

長
和

町
○

7
東

御
市

○
○

一
部

4
青

木
村

○
一

部
村

松
地

区
、小

学
校

区
よ

り
狭

、
825人

村
松

区
、法

人
格

の
な

い
任

意
団

体
1

小
計

4事
務

組
合

1事
務

組
合

1　〔
1〕

2
18

佐
久

地
域

小
諸

市
浅

麓
環

境
施

設
組

合（
S
39）し

尿
、

下
水

道
、

汚
泥

処
理（

小
諸

、佐
久

、軽
井

沢
、御

田
代

）
佐

久
平

環
境

衛
生

組
合（

S
37）し

尿
、

浄
化

槽
汚

泥
処

理（
佐

久
市

、佐
久

穂
町

）
佐

久
市
・
軽

井
沢

町
清

掃
施

設
組

合（
S
55）じ

ん
芥

処
理（

佐
久

市
、軽

井
沢

町
）

北
佐

久
郡

老
人

福
祉

施
設

組
合

（
S
40）

老
人

福
祉

施
設

等（
佐

久
市

、
東

御
市

、
軽

井
沢

町
、
御

代
田

町
、立

科
町

）
佐

久
水

道
企

業
団

（
S
30）

佐
久

平
水

道
組

合
が

前
身

：
現

在
は

佐
久

市
、佐

久
穂

町
、御

代
田

町
、

東
御

市
で

構
成

○
6

佐
久

市
一

部
一

部
一

部
9

小
海

町
○

○
○

土
村
・
馬

流
地

区
、小

学
校

区
、
4,825人

4
佐

久
穂

町
○

一
部

2
川

上
村

○
○

0
南

牧
村

○
○

0
南

相
木

村
南

佐
久

環
境

衛
生

組
合（

H
5）ご

み
処

理
、し

尿
処

理（
佐

久
市

、南
佐

久
全

町
村

）
浅

麓
水

道
企

業
団（

S
42）（

佐
久

市
、軽

井
沢

町
、立

科
町

、御
代

田
町

）
佐

久
市
・
北

佐
久

郡
環

境
施

設
組

合（
H
26）ご

み
処

理（
佐

久
、軽

井
沢

、立
科

、御
代

田
）

小
海

町
北

相
木

村
南

相
木

村
中

学
校

組
合（

S
54）中

学
校（

小
海

町
、北

相
木

村
、南

相
木

村
）

森
泉

山
財

産
組

合（
S
44）

○
○

○
中

島
地

区
、小

学
校

区
よ

り
狭

、
468人

地
区

自
治

会（
3地

区
）、任

意
団

体
5

北
相

木
村

○
○

○
2

軽
井

沢
町

一
部

0
御

代
田

町
1

立
科

町
○

一
部

古
町

区
、小

学
校

よ
り

狭
、
1,155人

区
の

自
治

会
、法

人
格

の
な

い
任

意
団

体
2

小
計

8事
務

組
合

2事
務

組
合

3
4

31

諏
訪

地
域

岡
谷

市
湖

周
行

政
事

務
組

合（
H
23）（

岡
谷

、諏
訪

、下
諏

）
諏

訪
市
・
茅

野
市

衛
生

施
設

組
合（

S
38）

諏
訪

広
域

公
立

大
学

事
務

組
合（

H
29）

湖
北

行
政

事
務

組
合（

S
37）し

尿
処

理
等（

岡
谷

市
、諏

訪
市

、辰
野

町
）

白
樺

湖
下

水
道

組
合（

S
51）（

茅
野

市
、立

科
町

）

0
諏

訪
市

一
部

0

茅
野

市
一

部
13

南
諏

訪
衛

生
施

設
組

合（
S
46）し

尿
、ご

み
処

理（
富

士
見

町
、原

村
）

諏
訪

中
央

病
院

組
合（

S
28）老

人
保

健
施

設
、訪

問
看

護
専

門
学

校（
茅

野
市

、諏
訪

市
、原

村
）

諏
訪

南
行

政
事

務
組

合（
S
49）火

葬
場

、清
掃

C（
茅

野
市

、諏
訪

市
、富

士
見

町
、原

村
）

下
諏

訪
町

一
部

2
富

士
見

町
一

部
富

士
見

町
全

域
、中

学
校

区
、
14,700人

区
会

、法
人

格
の

な
い

任
意

団
体

7
原

村
役

場
周

辺
、小

学
校

区
、
7,963人

区
会

、法
人

格
の

な
い

任
意

団
体

3
小

計
6事

務
組

合
2事

務
組

合
2

2
25

上
伊

那
地

域

伊
那

市
伊

那
中

央
行

政
組

合
（

S
38）

し
尿

処
理

－
汲

取
運

搬
、ご

み
焼

却
等（

伊
那

、箕
輪

、南
箕

輪
）

伊
南

行
政

組
合（

S
10）火

葬
場

、
し

尿
・
ご

み
処

理
施

設
等（

駒
ケ

根
、飯

島
、中

川
、宮

田
）

両
小

野
国

保
病

院
組

合（
H
29閉

鎖
）

伊
那

消
防

組
合（

H
27年

廃
止

？
）消

防
事

務（
伊

那
市

、辰
野

町
、箕

輪
町

、南
箕

輪
村

）

辰
野

町
塩

尻
市

小
学

校
組

合
（

S
28）（

辰
野

町
、

塩
尻

市
）

塩
尻

市
辰

野
町

中
学

校
組

合
（

S
28）（

辰
野

町
、

塩
尻

市
）

長
野

県
上

伊
那

郡
広

域
水

道
用

水
企

業
団

（
S
55）（

長
野

県
、

伊
那

、
駒

ケ
根

、
箕

輪
、

南
箕

輪
、宮

田
）

一
部

一
部

一
部

長
谷

地
区
・
中

学
校
・
1,751人

長
谷

地
区

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

協
議

会
・
任

意
7

辰
野

町
一

部
2

箕
輪

町
○

一
部

10
南

箕
輪

村
一

部
一

部
4

駒
ヶ

根
市

一
部

13
飯

島
町

5

中
川

村
○

○
一

部
役

場
周

辺
、小

学
校

区
、
2,297人

チ
ャ

オ
周

辺
、中

学
校

区
、
2,688人

大
草

地
区

活
性

化
委

員
会

、任
意

団
体

片
桐

地
区

、認
可

地
縁

団
体

3
伊

北
環

境
行

政
組

合（
H
29閉

鎖
）不

燃
・
粗

大
ご

み
処

理（
蓑

輪
町

、辰
野

町
、南

箕
輪

村
）

南
信

宮
田

村
6

小
計

2事
務

組
合

3事
務

組
合

3
3

48
飯

田
市

下
伊

那
自

治
セ

ン
タ

ー
組

合
（

S
49）

自
治

セ
ン

タ
ー（

飯
伊

地
域

の
全

市
町

村
）

下
伊

那
郡

土
木

技
術

セ
ン

タ
ー

組
合

（
S
53）

土
木

工
事

調
査
・
研

究
・
技

術
指

導
等（

下
伊

那
郡

全

南
信

地
域

町
村

交
通

災
害

共
済

事
務

組
合

（
S
62）（

諏
訪

郡
、下

伊
那

郡
、上

伊
那

郡
の

全
町

村
）

一
部

一
部

一
部

3
松

川
町

一
部

3
高

森
町

○
0

飯
伊

地
域

（
下

伊
那

地
方

）

阿
南

町
○

○
一

部
1

阿
智

村
市

町
村

）
下

伊
那

西
部

衛
生

施
設

組
合（

S
47）し

尿
、じ

ん
芥

処
理

、火
葬

場（
阿

智
村

、平
田

村
）

下
伊

那
郡

町
村

総
合

事
務

組
合（

S
26）公

平
委

員
会

他
郡

内
町

村
＋

4一
部

事
務

組
合

下
伊

那
南

部
総

合
事

務
組

合（
S
52）職

員
研

修
他（

阿
南

、下
条

、売
木

、天
竜

、泰
阜

）
下

伊
那

北
部

総
合

事
務

組
合（

H
21）火

葬
場

等（
豊

岡
、松

川
、高

森
、喬

木
、大

鹿
）

下
伊

那
郡

町
村

公
平

委
員

会
組

合（
下

伊
那

郡
全

町
村

、南
信

州
広

域
連

合
、
5一

部
事

務
組

合
）

一
部

○
一

部
3

平
谷

村
○

○
○

2
根

羽
村

○
○

○
2

下
條

村
1

売
木

村
○

○
○

7
天

龍
村

○
○

○
8

泰
阜

村
○

○
○

2
喬

木
村

○
堰

下
地

区
、中

学
校

区
、
6,509人

阿
島

区
、法

人
格

の
な

い
任

意
団

体
2

（
二
七
五
）



政
経
研
究　

第
五
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

五
二

豊
丘

村
○

一
部

（
南

信
州

豊
岡

マ
ル

シ
ェ：仮

、そ
の

他
、6,767人

）（
株

式
会

社
豊

か
な

丘
：
仮

、株
式

会
社

）
12

大
鹿

村
○

○
○

4
小

計
6事

務
組

合
1事

務
組

合
1　〔

1〕
1　〔

1〕
50

中
信

木
曽

地
域

上
松

町
（

木
曽

広
域

連
合

の
み

）
松

塩
筑

木
曽

老
人

福
祉

施
設

組
合

10の
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

と
7の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー（

松
本

地
域

と
木

曽
地

域
の

三
市

三
町

八
村

）安
曇

野
市（

組
合

の
事

務
処

理
範

囲
は

、
旧

明
科

町
の

区
域

）

○
○

○
5

南
木

曽
町

○
○

○
6

木
曽

町
○

○
一

部
6

木
祖

村
○

○
○

3
王

滝
村

○
○

○
10

大
桑

村
○

○
○

長
野

地
区

、小
学

校
区

よ
り

狭
、
273人

0
小

計
0

0
1

30

松
本

地
域

松
本

市
松

塩
案

筑
老

人
福

祉
施

設
組

合（
S
27）

安
曇

野
松

筑
広

域
環

境
施

設
組

合（
S53）火

葬
場

（
安

曇
野

、松
本

、朝
日

村
を

除
く

4村
）

東
筑

摩
郡

筑
北

保
健

衛
生

施
設

組
合（

S
40）

東
筑

摩
郡

行
政

事
務

組
合

公
平

委
員

会
事

務

中
信

地
区

町
村

交
通

災
害

共
済

事
務

組
合（

S
62）

（
木

曽
郡

、東
筑

郡
、南

安
曇

郡
全

町
村

）
松

塩
筑

木
曽

老
人

福
祉

施
設

組
合

（
S
44）

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
な

ど
松

本
・
塩

尻
・
安

曇
野
・
東

筑
摩

郡
・
木

曽
郡

一
部

一
部

一
部

1

塩
尻

市
一

部
一

部
一

部
4

安
曇

野
市

一
部

3
麻

績
村

○
12

安
曇

野
・
松

本
行

政
事

務
組

合（
S
26）松

本
西

部
広

域
施

設
組

合
安

曇
野

市
・
松

本
市

山
林

組
合（

S
37）塩

尻
朝

日
衛

生
施

設
組

合
ご

み
処

理
麻

績
村

筑
北

村
学

校
組

合（
S
25）母

子
保

健
セ

ン
タ

ー（
筑

北
村

、麻
績

村
）

松
本

市
-山

形
村

-朝
日

村
中

学
校

組
合（

S
40）

松
塩

地
区

広
域

施
設

組
合（

S
45）

生
坂

村
○

○
一

部
（

上
生

坂
、そ

の
他

、
313人

）
6

山
形

村
1

朝
日

村
○

○
1

筑
北

村
○

○
一

部
（

坂
井

地
区

、小
学

校
区

、
1,250人

）
10

小
計

8事
務

組
合

2事
務

組
合

〔
2〕

38

大
北

地
域

（
全

体
は

北
ア

ル
プ

ス
広

域
連

合
）

大
町

市
池

田
松

川
施

設
組

合（
S
39）（

学
校

給
食

調
理

施
設

、火
葬

場
）

白
馬

山
麓

事
務

組
合（

S
49）ご

み
・
し

尿
処

理
他

（
白

馬
村

、小
谷

村
）

高
瀬

広
域

水
道

事
業

団（
S
49）（

大
町

市
、

池
田

町
、松

川
村

）

穂
高

広
域

施
設

組
合（

S
37）し

尿
処

理
、

じ
ん

芥
処

理
等（

安
曇

野
、生

坂
、筑

北
、麻

績
、池

田
、松

川
）

一
部

一
部

一
部

3
池

田
町

一
部

（
ま

ち
な

か
、小

学
校

区
よ

り
狭

、3,641人
）

6
松

川
村

7

白
馬

村
一

部
神

城
、小

学
校

区
、
2,717人

北
城

、小
学

校
区

、
6,311人

飯
田

区
、法

人
格

の
な

い
任

意
団

体
白

馬
町

区
、法

人
格

の
な

い
任

意
団

体
7

小
谷

村
○

○
○

（
未

定
、中

学
校

区
、
2,970人

）
14

小
計

3事
務

組
合

1事
務

組
合

37
64

48
2　（

2）
2

37
合

計
10

77
47事

務
組

合
14事

務
組

合
全

部
29

一
部

8
全

部
40

一
部

24
全

部
20

一
部

28
形

成
済

25ヶ
所
・（

形
成

予
定

8ヶ
所

）
33ヶ

所
形

成
済

23ヶ
所
・（

仮
：
1ヶ

所
）24ヶ

所
359

区分/平均
平

均
7.7

全
県

単
位

の
3組

合（
註

3参
照

）を
い

れ
て

合
計

64／
平

均
6.4

4.7

註
1．小

さ
な

拠
点
：
25、設

立
予

定
8（

過
疎

関
係

市
町

村
15、

H
29）、地

域
運

営
組

織
：
134（

過
疎

関
係

市
町

村
80、

H
28）

　
　

 小
さ

な
拠

点
に

つ
い

て
は

、内
閣

府「
平

成
29年

度
小

さ
な

拠
点

の
形

成
に

関
す

る
実

態
調

査
」（

http://w
w
w
.cao.go.jp/regional_m

anagem
ent/about/chousa/h29/index.htm

l）参
照

註
2．地

域
運

営
組

織
に

つ
い

て
は「

小
さ

な
拠

点
・
地

域
運

営
組

織
の

形
成

状
況

」（
w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/.../h29-10-20-sankou3.pdf）参

照
　

註
3． 一

部
事

務
組

合
に

つ
い

て
は

、
長

野
県

企
画

振
興

部
市

町
村

課
「

長
野

県
の

広
域

連
合

に
つ

い
て

」、
長

野
県

庁
H
P
「

一
部

事
務

組
合

決
算

収
支

状
況

」（
https://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/shichoson/kensei/shichoson/zaise/gaiyo/

docum
ents/03-02kessan.pdf）

　
　

 長
野

市「
長

水
部

分
林

組
合

規
約（

https://w
w
w
.city.nagano.nagano.jp/reikil）」、公

務
員

試
験

情
報（

こ
む

い
ん

）「
一

部
事

務
組

合（
長

野
県

）公
務

員
試

験
日

程
」（

http://com
in.tank.jp/chiho-koum

uin/nagano/ichibu.htm
l）等

参
照

　
　

 そ
の

他
の

三
組

合
は

、長
野

県
と

各
市

町
村

等
で

創
設

さ
れ

て
い

る
：「

長
野

県
市

町
村

自
治

振
興

組
合

」（
H
7：

県
内

各
市

町
村

、長
野

県
、県

市
長

会
、県

町
村

会
、研

修
セ

ン
タ

ー
、広

域
連

合
）、県

内
町

村
等

で
創

設
さ

れ
て

い
る

：「
長

野
県

市
町

村
総

合
事

務
組

合
」（

S
36：

組
織

団
体
・
1市［

安
曇

野
市

］58町
村

事
務

委
託

団
体
・
62一

部
事

務
組

合
・
広

域
連

合
）、県

内
15の

市
で

創
設

さ
れ

て
い

る
：「

長
野

県
交

通
災

害
共

済
組

合
」（

S
43：

松
本

市
・
上

田
市
・
岡

谷
市
・
飯

田
市
・
須

坂
市
・
小

諸
市
・
伊

那
市
・
駒

ヶ
根

市
・
中

野
市
・
大

町
市
・
飯

山
市
・
茅

野
市
・
塩

尻
市
・
佐

久
市
・
千

曲
市

）で
あ

る
。

註
4．参

考
資

料
：
長

野
県

庁
H
P「

県
政

情
報
・
資

料
」（

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/tokei/happyou/jinkou.htm

l）の
各

項
目

参
照

（
二
七
六
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

五
三

表
3　
長
野
県
の
自
然
や
歴
史
を
中
心
と
し
た
市
町
村
の
特
色

4地
区

10地
区

市
町

村
文

化
財
・
自

然
遺

産
等

日
本

遺
産
・
農

業
資

産
・
近

代
化

産
業

遺
産

群
・

日
本

百
名

山
・
日

本
ジ

オ
パ

ー
ク

国立公園
国定公園

県
立

自
然

公
園

温
泉
・
温

泉
資

産

北
信

北
信

地
域

中
野

市
重

要
文

化
財
：
柳

沢
遺

跡
出

土
品

史
跡
：
高

梨
氏

館
跡

天
然

記
念

物
：
十

三
崖

の
チ

ョ
ウ

ゲ
ン

ボ
ウ

繁
殖

地

八
ヶ

郷
用

水（
疎

水
）

長
嶺

温
泉

飯
山

市

伝
統

文
化

的
景

観
：
小

菅
の

里
及

び
小

菅
山

の
文

化
的

景
観

伝
統

文
化

財
：
白

山
神

社
本

殿
・
若

宮
八

幡
神

社
本

殿
・
小

菅
神

社
奥

社
本

殿
重

要（
無

形
）民

俗
文

化
財
：
小

菅
の

柱
松

行
事

天
然

記
念

物
：
黒

岩
山（

天
然

保
護

区
域

）

福
島

新
田（

棚
田

）
湯

滝
温

泉
戸

苅
温

泉
瑞

穂
温

泉

山
ノ

内
町

重
要

文
化

財
：
佐

野
神

社
本

殿
史

跡
：
佐

野
遺

跡
天

然
記

念
物
：
志

賀
高

原
石

の
湯

の
ゲ

ン
ジ

ボ
タ

ル
生

息
地

、渋
の

地
獄

谷
噴

泉
◎

湯
田
中
渋
温
泉
郷（

10の
温

泉
）

地
獄

谷
温

泉
：
野

生
ニ

ホ
ン

ザ
ル

入
浴

風
景【

自
然

遺
産

】
地

獄
谷

温
泉

の
天

然
噴

水【
自

然
遺

産
】

渋
温

泉
：
石

畳
温

泉
街【

文
化

遺
産

】
志

賀
高

原
の

温
泉（

6ヶ
所

）北
志

賀
高

原
の

温
泉

　よ
ま

せ
温

泉
　龍

王
温

泉
　角

間
温

泉
　硯

川
温

泉
　池

の
平

温
泉

木
島

平
村

◎
鬼

島
温

泉
　馬

曲
温

泉

野
沢

温
泉

村
重

要（
無

形
）民

俗
文

化
財
：
野

沢
温

泉
の

道
祖

神
祭

り
◎

野
沢
温
泉「

麻
釜

」泉
源

地【
自

然
・
文

化
遺

産
】

「
大

湯
」（

共
同

浴
場

）【
自

然
・
文

化
遺

産
】

栄
村

苗
場

山（
日

本
百

名
山

：
新

潟
県

湯
沢

町
）

◎
中

条
温

泉
　北

野
温

泉
　上

野
原

温
泉

　和
山

温
泉

　切
明

温
泉

　小
赤

沢
温

泉
　屋

敷
温

泉

長
野

地
域

長
野

市

重
要

伝
統

的
建

造
物

地
域
：
戸

隠
、国

宝
：
善

光
寺

本
堂

重
要

文
化

財
：
絹

本
著

色
阿

弥
陀

如
来

聖
衆

来
迎

図
、善

光
寺

山
門

/経
蔵

、葛
山

落
合

神
社

本
殿

、白
髯

神
社

本
殿

、真
田

信
重

霊
屋

、真
田

信
之

霊
屋

、旧
横

田
家

住
宅

、絹
本

著
色

阿
弥

陀
聖

衆
来

迎
図

、絹
本

著
色

両
界

曼
茶

羅
図

、金
銅

阿
弥

陀
如

来
及

両
脇

侍
立

像
/一

光
三

尊
銅

造
造

釈
迦

涅
槃

像
、木

造
薬

師
如

来
坐

像
、
木

造
聖

観
音

立
像

前
立

尊
、
木

造
千

手
観

音
及

脇
待

地
蔵

菩
薩

像
、
木

造
阿

弥
陀

如
来

立
像

、
木

造
広

目
天

立
像

木
造

多
聞

天
立

像
、木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

、木
造

聖
観

音
立

像
、木

造
伝

子
安

荒
神

坐
像

、銅
造

観
音

菩
薩

立
像

、音
立

像
、木

造
観

音
菩

薩
立

像
、木

造
千

手
観

音
立

像
、木

造
地

蔵
菩

薩
立

像
、木

造
十

一
面

観
短

刀
、鉄

鍬
形

、大
太

刀
、牙

笏
、紙

本
墨

書
源

氏
物

語
事

書
、紙

本
墨

書
法

華
経

残
闕

巻
第

一（
二

巻
）、第

二
／

第
四（

戸
隠

切
）、善

光
寺

造
営

図
史

跡
：

川
柳

将
軍

塚
古

墳
・
姫

塚
古

墳
、大

室
古

墳
群

、埴
科

古
墳

群（
千

曲
市

と
）、松

代
城

跡
、旧

文
武

学
校

、松
代

藩
主

真
田

家
墓

所
天

然
記

念
物
：
素

桜
神

社
の

神
代

ザ
ク

ラ
登

録
記

念
物

：
旧

山
寺

常
山

氏
庭

園
、大

木
氏

庭
園

、象
山

神
社

園
池

、野
中

氏
庭

園
、今

井
氏

庭
園

、半
田

氏
庭

園
、宮

澤
氏

庭
園

善
光

寺
平

用
水（

疎
水

）

慶
師

沖（
棚

田
）

根
越

沖（
棚

田
）

原
田

沖（
棚

田
）

塩
本（

棚
田

）
栃

倉（
棚

田
）

大
西（

棚
田

）
田

沢
沖（

棚
田

）

高
妻

山（
日

本
百

名
山

：
新

潟
県

妙
高

高
原

）

○
聖

松
代

温
泉

山
の

神
温

泉

須
坂

市
須

坂
市

の
製

糸
関

連
遺

産
◎

千
曲

市

重
要

伝
統

的
建

造
物

地
域
：
稲

荷
山

重
要

文
化

的
景

観
：
姨

捨
て

の
棚

田
重

要
文

化
財
：
智

識
寺

大
御

堂
・
水

上
布

奈
山

神
社

本
殿

、木
造

愛
染

明
王

坐
像

、木
造

十
一

面
観

音
立

像
、

鳥
羽

院
庁

下
文

、長
野

県
吉

田
川

西
遺

跡
土

壙
出

土
品

、長
野

県
日

向
林

Ｂ
遺

跡
出

土
品

重
要（

無
形

）民
俗

文
化

財
：
雨

宮
の

神
事

芸
能

史
跡
：
埴

科
古

墳
群（

長
野

市
と

）

姨
捨（

棚
田

）

聖

戸
倉

上
山

田
温

泉

坂
城

町

小
布

施
町

重
要

文
化

財
：
浄

光
寺

薬
師

堂
重

要（
有

形
）民

俗
文

化
財
：
信

濃
及

び
周

辺
地

域
の

灯
火

用
具

（
二
七
七
）



政
経
研
究　

第
五
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

五
四

高
山

村
◎

山
田

温
泉「

大
湯

」（
共

同
浴

場
）【

文
化

遺
産

】
五

色
温

泉
　奥

山
田

温
泉

信
濃

町
史

跡
：
小

林
一

茶
旧

宅
○

飯
綱

町
○

小
川

村

東
信

上
小

地
域

上
田

市

国
宝
：
安

楽
寺

八
角

三
重

塔
重

要
文

化
財
：
中

善
寺

薬
師

堂
、法

住
寺

虚
空

蔵
堂

、国
分

寺
三

重
塔

、前
山

寺
三

重
、旧

常
田

館
製

糸
場

施
設

、常
楽

寺
多

宝
塔

、木
造

惟
仙

和
尚

坐
像

、木
造

恵
仁

和
尚

坐
像

、木
造

薬
師

如
来

坐
像

、銅
造

菩
薩

立
像

、小
文

地
桐

紋
付

韋
胴

服
、生

島
足

島
神

社
文

書
、反

射
望

遠
鏡

重
要（

有
形

）民
俗

文
化

財
：
染

谷
焼

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

史
跡
：
鳥

羽
山

洞
窟

、信
濃

国
分

寺
跡

、上
田

城
跡

天
然

記
念

物
：
東

内
の

シ
ダ

レ
エ

ノ
キ

、西
内

の
シ

ダ
レ

グ
リ

自
生

地
、四

阿
山

の
的

岩

塩
田

平
の

た
め

池
郡（

た
め

池
）

稲
倉（

棚
田

）
上

田
市

の
製

糸
関

連
遺

産
信

州
大

学
繊

維
学

部
関

連
遺

産
四

阿
山（

日
本

百
名

山
：
群

馬
県

境
）

◎
▲

別
所
温
泉

鹿
教

湯
温

泉
湯

板
と

文
殊

堂【
文

化
遺

産
】

霊
泉

寺
温

泉
　大

塩
温

泉

東
御

市
重

要
伝

統
的

建
造

物
地

域
：
東

御
市

海
野

宿
、春

原
家

住
宅

史
跡
：
戌

立
石

器
時

代
遺

跡
姫

子
沢（

棚
田

）
滝

の
沢（

棚
田

）
◎

長
和

町
重

要
文

化
財
：
大

法
寺

観
音

堂
厨

子
及

び
須

弥
壇

史
跡
：
星

糞
峠

黒
曜

石
原

産
地

遺
跡

、中
山

道（
南

木
曽

町
と

）
▲

青
木

村
国

宝
：
大

宝
寺

三
重

塔
重

要
文

化
財
：
大

法
寺

観
音

堂
厨

子
及

び
須

弥
壇

、木
造

十
一

面
観

音
及

脇
侍

普
賢

菩
薩

立
像

田
沢

温
泉

　沓
掛

温
泉

佐
久

地
域

小
諸

市
重

要
文

化
財
：
釈

尊
寺

観
音

堂
宮

殿
、小

諸
城

、旧
小

諸
本

陣
史

跡
：
寺

の
浦

石
器

時
代

住
居

跡
天

然
記

念
物
：
テ

ン
グ

ノ
ム

ギ
メ

シ
産

地

宇
坪

入（
棚

田
）

浅
間

山（
日

本
百

名
山
：
群

馬
県

境
）

◎
中

棚
温

泉
　高

峰
温

泉

佐
久

市

重
要

文
化

財
：

駒
形

神
社

本
殿

、新
海

三
社

神
社

東
本

社
、八

幡
社

境
内

神
社

高
良

社
本

殿
、新

海
三

社
神

社
三

重
塔

、旧
中

込
学

校
校

舎
、真

山
家

住
宅

、六
地

蔵
憧

、紙
本

著
色

一
遍

上
人

絵
第

二
巻

第
二

伝
、木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

、鉄
鐘

、紙
本

墨
書

他
阿

上
人

自
筆

仮
名

消
息

重
要（

無
形

）民
俗

文
化

財
：
跡

部
の

踊
り

念
仏

史
跡
：
竜

岡
城

跡
、旧

中
込

学
校

天
然

記
念

物
：
岩

村
田

ヒ
カ

リ
ゴ

ケ
産

地

五
郎

兵
衛

用
水

（
た

め
池
・
疎

水
）

▲
◆

初
谷

温
泉

　春
日

温
泉

布
施

温
泉

　旭
湯

温
泉

あ
さ

し
な

温
泉

小
海

町
重

要
文

化
財
：
梵

鐘
▲

松
原

湖
温

泉
佐

久
穂

町
▲

◆
川

上
村

史
跡
：
大

深
山

遺
跡

金
峰

山
・
甲

武
信

岳（
日

本
百

名
山

）
◇

南
牧

村
史

跡
：
矢

出
川

遺
跡

天
然

記
念

物
：
八

ヶ
岳

キ
バ

ナ
シ

ャ
ク

ナ
ゲ

自
生

地
▲

本
沢

温
泉

南
相

木
村

北
相

木
村

史
跡
：
栃

原
岩

陰
遺

跡
軽

井
沢

町
重

要
文

化
財
：
旧

三
笠

ホ
テ

ル
、鉄

仏
餉

鉢
◎

◆
星

野
温

泉
御

代
田

町
重

要
文

化
財
：
長

野
県

川
原

田
遺

跡
出

土
品

◎
◆

立
科

町
塩

沢
堰（

疎
水

）
▲

池
の

平
温

泉
　芦

が
沢

温
泉

諏
訪

地
域

岡
谷

市
重

要
文

化
財
：
旧

林
家

住
宅

、顔
面

把
手

付
深

鉢
形

土
器

史
跡
：
梨

久
保

遺
跡

▲
塩

諏
訪

市

国
宝
：
楽

焼
白

片
身

変
茶

碗
・
紙

本
墨

画
寒

山
図

重
要

文
化

財
：
諏

訪
大

社
上

社
、片

倉
館

、絹
本

著
色

羅
漢

像
、紙

本
著

色
三

十
六

歌
仙

切
、紙

本
墨

画
葡

萄
図

日
観

筆
、紙

本
墨

画
淡

彩
望

海
楼

図
、紙

本
著

色
弘

法
大

師
絵

伝
、絹

本
墨

画
山

水
図

、絹
本

著
色

孔
雀

明
王

像
、紙

本
著

色
北

野
天

神
縁

起
残

闕（
弘

安
本

）、紙
本

著
色

桃
花

小
禽

図
、紙

本
墨

画
寒

山
拾

得
図

因
陀

羅
筆

、紙
本

著
色

藤
原

能
宜

像
、色

絵
芙

蓉
菊

文
様

皿
、鼈

甲
手

天
目

茶
碗

、古
九

谷
色

絵
牡

丹
文

八
角

大
皿

、古
九

谷
色

絵
牡

丹
鳥

文
大

皿
、紙

本
墨

書
兀

庵
普

寧
墨

蹟
、大

燈
国

師
墨

蹟
、物

初
大

観
墨

蹟
、紺

紙
金

字
一

字
宝

塔
観

普
賢

経
天

然
記

念
物
：
霧

ヶ
峰

湿
原

植
物

群
落（

下
諏

訪
町

と
）

「
星

降
る

中
部

高
地

の
縄

文
世

界
─

数
千

年
遡

る
黒

曜
石

鉱
山

と
縄

文
人

に
出

会
う

旅
─

」
諏

訪
地

域
・
名

川
町

（
上

田
地

域
）・

川
上

村（
佐

久
地

域
）・

山
梨

県
甲

府
市
・
北

杜
市
・
韮

崎
市
・
南

ア
ル

プ
ス

市
・
笛

吹
市
・
甲

府
市

諏
訪

地
域

の
製

糸
関

連
遺

産

▲

上
諏

訪
温

泉
「

片
倉

館
」【

文
化

遺
産

】

下
諏

訪
温

泉

（
二
七
八
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

五
五

茅
野

市

史
跡
：
上

之
段

石
器

時
代

遺
跡

、駒
形

遺
跡

、高
島

藩
主

諏
訪

家
墓

所
（

茅
野

市
）滝

之
湯

堰
・
大

河
原

堰
御

射
鹿

池（
た

め
池

）
蓼

科
山
・
八

ヶ
岳

（
日

本
百

名
山

：
八

ヶ
岳

山
系

）

▲

蓼
科

温
泉

　渋
御

殿
湯

温
泉

横
谷

峡
温

泉
　蓼

科
三

室
温

泉

下
諏

訪
町

重
要

文
化

財
：
諏

訪
大

社
下

社
、太

刀（
無

名
）、太

刀（
銘

忠
吉

）、銅
印

史
跡
：
星

ヶ
塔

黒
曜

石
原

産
地

遺
跡

天
然

記
念

物
：
霧

ヶ
峰

湿
原

植
物

群
落（

諏
訪

市
と

）
登

録
有

形
民

俗
文

化
財
：
諏

訪
湖

の
漁

撈
用

具
及

び
舟

大
工

用
具

▲

毒
沢

温
泉

富
士

見
町

重
要

文
化

財
：
諏

訪
社

、長
野

県
藤

内
遺

跡
出

土
品

、土
偶

史
跡
：
井

戸
尻

遺
跡

日
本

ジ
オ

パ
ー

ク
：
南

ア
ル

プ
ス

△
▲

原
村

史
跡
：
阿

久
遺

跡
▲

上
伊

那
地

域

伊
那

市
重

要
文

化
財
：
遠

照
寺

釈
迦

堂
・
熱

田
神

社
本

殿
、紙

本
墨

画
中

観
音

左
右

龍
虎

図
/狩

野
興

以
筆

、長
野

県
神

子
柴

遺
跡

出
土

品
、顔

面
付

釣
手

形
土

器
史

跡
：
高

遠
城

跡

日
本

ジ
オ

パ
ー

ク
：
南

ア
ル

プ
ス

甲
斐

駒
ヶ

岳
・
仙

丈
岳
・
塩

見
岳

（
日

本
百

名
山
：
南

ア
ル

プ
ス

）
△

中・三

駒
ヶ

根
市

重
要

文
化

財
：
光

前
寺

弁
天

堂
、旧

竹
村

家
住

宅
木

曽
駒

ケ
岳
・
空

木
岳

（
日

本
百

名
山
：
中

央
ア

）
中

早
太

郎
温

泉

南
信

辰
野

町
重

要
文

化
財
：
木

造
十

一
面

観
音

立
像

天
然

記
念

物
：
小

野
の

シ
ダ

レ
グ

リ
自

生
地

、横
川

の
蛇

石
荒

神
山

た
め

池
塩

箕
輪

町
重

要
文

化
財
：
木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

飯
島

町
仙

人
塚

城
ヶ

池
中

南
箕

輪
村

中
川

村
天

宮
田

村
中

飯
伊

地
域

飯
田

市

重
要

文
化

財
：

開
善

治
山

門
、白

山
社

奥
社

本
殿

、旧
小

笠
原

家
書

院
、文

永
寺

、絹
本

著
色

八
相

涅
槃

図
、

木
造

阿
弥

陀
如

来
坐

像
、木

造
誉

田
別

尊
坐

像
、画

文
帯

四
仏

四
獣

鏡
重

要（
有

形
）民

俗
文

化
財
：
下

黒
田

の
舞

台
重

要（
無

形
）民

俗
文

化
財
：
遠

山
の

霜
月

祭
史

跡
：
恒

川
官

衙
遺

跡
、飯

田
古

墳
群

よ
こ

ね
田

ん
ぼ（

棚
田

）
日

本
ジ

オ
パ

ー
ク
：
南

ア
ル

プ
ス

聖
岳（

日
本

百
名

山
：
南

ア
ル

プ
ス

）
光

岳（
日

本
百

名
山
：
南

ア
ル

プ
ス

）
△

●
中・天

天
竜

峡
温

泉

松
川

町
中・天

高
森

町
重

要
文

化
財
：
竹

ノ
内

家
住

宅
、木

造
薬

師
如

来
及

両
脇

待
像

中・天

阿
南

町
重

要
文

化
財
：
八

幡
神

社
重

要（
無

形
）民

俗
文

化
財
：
新

野
の

盆
踊

り
、雪

祭
、和

合
の

念
仏

踊
天

然
記

念
物
：
新

野
の

ハ
ナ

ノ
キ

自
生

地
●

阿
智

村
史

跡
：
神

坂
峠

史
跡

天
然

記
念

物
：
小

黒
川

の
ミ

ズ
ナ

ラ
中

昼
神
温
泉

平
谷

村
根

羽
村

天
然

記
念

物
：
月

瀬
の

大
ス

ギ
●

下
條

村
重

要
文

化
財
：
大

山
田

神
社

●
売

木
村

●
天

龍
村

重
要（

無
形

）民
俗

文
化

財
：
天

龍
村

の
霜

月
神

楽
●

泰
阜

村
重

要
文

化
財
：
諏

訪
社

●
喬

木
村

天
豊

丘
村

天

大
鹿

村
重

要
文

化
財
：
福

徳
寺

本
堂

、松
下

家
住

宅
重

要（
無

形
）民

俗
文

化
財
：
大

鹿
歌

舞
伎

天
然

記
念

物
：
大

鹿
村

の
中

央
構

造
線

北
川

露
頭
・
安

康
露

頭

日
本

ジ
オ

パ
ー

ク
：
南

ア
ル

プ
ス

△
天

鹿
塩

温
泉

　小
渋

温
泉

（
二
七
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

五
六

中
信

木
曽

地
域

上
松

町
「

木
曽

路
は

す
べ

て
山

の
中

～
山

を
守

り
山

に
生

き
る

～
」塩

尻
市

と
木

曽
地

域
水

力
発

電
遺

産
（

桃
介

橋
・
読

書
発

電
所

）
御

岳（
日

本
百

名
山
：
北

ア
ル

プ
ス

）

中

南
木

曽
町

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
域
・
妻

籠
宿

重
要

文
化

財
：
林

家
住

宅
、読

書
発

電
所

施
設

史
跡
：
中

山
道（

長
和

町
と

）
中

木
曽

町
史

跡
：
福

島
関

跡
天

然
記

念
物
：
三

岳
の

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

繁
殖

地
中・御

木
祖

村
（

木
祖

村
）菅

大
平

温
水

た
め

池
王

滝
村

御
大

桑
村

重
要

文
化

財
：
定

勝
寺

本
堂

/庫
裏

/山
門
・
白

山
神

社
水

力
発

電
遺

産（
大

桑
発

電
所

）
中

松
本

地
域

松
本

市

国
宝
：
松

本
城

天
守

特
別

名
勝

特
別

天
然

記
念

物
：
上

高
地

重
要

文
化

財
：
旧

開
智

学
校

校
舎

、田
村

堂
、筑

摩
神

社
本

殿
、若

宮
八

幡
神

社
本

殿
、大

宮
熱

田
神

社
本

殿
/若

宮
八

幡
宮

本
殿

、旧
松

本
高

等
学

校
、馬

場
家

住
宅

、牛
伏

川
本

流
水

路
、旧

松
本

区
裁

判
所

庁
舎

、
木

造
十

一
面

観
音

及
び

両
脇

侍
立

像
、木

造
釈

迦
如

来
及

び
両

脇
侍

像
、木

造
薬

師
如

来
坐

像
、木

造
大

威
徳

明
王

像
、木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

及
び

両
脇

侍
像

、孔
雀

文
磬

、宋
版

漢
書

重
要（

有
形

）民
俗

文
化

財
：
七

夕
人

形
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、農

耕
用

具
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、民

俗
信

仰
資

料
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
史

跡
：
弘

法
山

古
墳

、小
笠

原
氏

城
跡

、松
本

城

拾
ケ

堰（
た

め
池
・
疎

水
：
安

曇
野

市
と

）

美
ケ

原（
日

本
百

名
山

：
八

ヶ
岳

山
系

）
×

▲

白
骨
温
泉

噴
湯

丘
と

球
状

石
灰

華
浅

間
温

泉
　美

ケ
原

温
泉

上
高

地
温

泉
の

り
く

ら
温

泉
郷

崖
の

湯
温

泉
　沢

渡
温

泉
中

の
湯

温
泉

　坂
巻

温
泉

赤
怒

谷
温

泉
　扉

温
泉

塩
尻

市

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
域
：
奈

良
井
・
木

曽
平

沢
重

要
文

化
財
：
嶋

崎
家

住
宅

、小
松

家
住

宅
、堀

内
家

住
宅

、小
野

家
住

宅
、深

沢
家

住
宅

、手
塚

家
住

宅
史

跡
：
平

出
遺

跡
重

要（
有

形
）民

俗
文

化
財
：
木

曽
塗

の
政

策
用

具
及

び
製

品

日
本

遺
産

地
域（

木
曽

地
域

と
）

▲
中・三

安
曇

野
市

重
要

文
化

財
：
松

尾
寺

本
堂

、曽
根

原
家

住
宅

、宝
篋

印
塔

、北
条

虎
吉

像
天

然
記

念
物
：
中

房
温

泉
の

膠
状

珪
酸

お
よ

び
珪

華
拾

ケ
堰
（

た
め

池
・
疎

水
）（

松
本

市
と

）
槍

ヶ
岳
・
穂

高
岳
・
常

念
岳
・
焼

岳
乗

鞍
岳（

日
本

百
名

山
：

北
ア

ル
プ

ス
）

×

中
房

温
泉

膠
状

珪
酸

と
珪

華
を

産
す

る
自

然
湧

水
源

泉
地

帯
【

自
然

遺
産

】
豊

科
温

泉
　穂

高
温

泉
馬

羅
尾

天
狗

岩
温

泉
麻

績
村

重
要

文
化

財
：
神

明
社

、木
造

薬
師

如
来

坐
像

、木
造

不
動

明
王

立
像
・
木

造
毘

沙
門

天
立

像
聖

生
坂

村
聖

山
形

村
朝

日
村

筑
北

村
重

要
文

化
財
：
木

造
大

日
如

来
坐

像
、金

銅
十

一
面

観
音

釈
迦

聖
観

音
像

御
正

体
聖

大
北

地
域

大
町

市

重
要

文
化

財
：

第
一

王
子

神
社

本
殿

、旧
中

村
家

住
宅

、木
造

千
手

観
音

立
像

、木
造

持
国

天
立

像
木

造
多

聞
天

立
像

、御
正

体
、鉄

鰐
口

、木
造

棟
札

天
然

記
念

物
：
高

瀬
渓

谷
の

噴
湯

丘
と

球
状

石
灰

石

重
太

郎（
棚

田
）

鹿
島

槍
ヶ

岳（
日

本
百

名
山

：
北

ア
ル

プ
ス

）
鷲

羽
岳（

日
本

百
名

山
：

北
ア

ル
プ

ス
）

×

湯
俣

温
泉

噴
湯

丘
と

球
状

石
灰

華【
自

然
遺

産
】

葛
温

泉
　大

町
温

泉
郷

池
田

町
重

要
文

化
財
：
盛

蓮
寺

観
音

堂
松

川
村

重
要

文
化

財
：
銅

造
菩

薩
半

跏
像

白
馬

村

重
要

伝
統

的
建

造
物

地
域
：
白

馬
村

青
鬼
・
神

明
社

天
然

記
念

物
：
白

馬
連

山
の

高
山

植
物

青
鬼（

棚
田

）
白

馬
岳（

日
本

百
名

山
：

北
ア

ル
プ

ス
）

五
竜

岳（
日

本
百

名
山

：
北

ア
ル

プ
ス

）
×

白
馬

八
方

温
泉

白
馬

姫
川

温
泉

白
馬

達
紙

温
泉

白
馬

槍
温

泉
白

馬
龍

神
温

泉
白

馬
か

た
く

り
温

泉
み

ず
ば

し
ょ

う
温

泉

（
二
八
〇
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

五
七

小
谷

村
雨

飾
山（

日
本

百
名

山
：

新
潟

県
県

境
）

○
×

小
谷

温
泉

　奉
納

温
泉

　島
温

泉

合
計

日
本

遺
産

：
縄

文
世

界（
長

野
県

諏
訪

地
域

と
山

梨
県

甲
府

市
・
南

ア
ル

プ
ス

市
・
峡

北
・
東

八
代

地
域

）、木
曽

路（
木

曽
地

域
と

塩
尻

市
）

国
指

定
文

化
財

：
国

宝
9・

重
要

文
化

財
180・

重
要

有
形

民
俗

文
化

財
7・

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
10・

特
別

史
跡

1・
特

別
名

勝
特

別
天

然
記

念
物

1・
特

別
天

然
記

念
物

4・
史

跡
37・

名
勝

5・
天

然
記

念
物
：
24

日
本

遺
産

2/農
業

資
産

29（
世

界
灌

漑
遺

産
3）

近
代

化
産

業
遺

産
群

5/日
本

ジ
オ

パ
ー

ク
1

日
本

百
名

山
28

延
51

延
25

86+α
1ヶ
所

33
1ヶ
所

19
ニ

ッ
ポ

ン
の

温
泉

100選
：
5

2ヶ所
9

2ヶ所
自

然
遺

産
と

文
化

遺
産
：
延

12

国
選

定
文

化
財
：
重

要
文

化
的

景
観

2・
重

要
伝

統
的

建
造

物
保

存
地

域
：
7・

選
定

保
存

技
術（

屋
根

板
製

作
）

国
登

録
文

化
財
：
登

録
有

形
文

化
財

530・
登

録
有

形
民

俗
文

化
財

1・
登

録
記

念
物

7
農

業
資

産
：
世

界
か

ん
が

い
遺

産
3・

疎
水

百
選

5（
全

国
最

多
）・

た
め

池
百

選
5（

全
国

2位
）・

日
本

の
棚

田
百

選
16（

全
国

最
多

）

国
立

公
園（

5）　
○

妙
高

戸
隠

連
山

国
立

公
園

　
×

中
部

山
岳

国
立

公
園

　
◎

上
信

越
高

原
国

立
公

園
　

◇
秩

父
多

摩
甲

斐
国

立
公

園
　

△
南

ア
ル

プ
ス

国
立

公
園

国
定

公
園（

3）　
▲

八
ヶ

岳
友

進
高

原
国

定
公

園
　

●
天

竜
奥

三
河

国
定

公
園

　
◆

妙
義

荒
船

佐
久

高
原

国
定

公
園

県
立

自
然

公
園（

6）　
中

央
ア

ル
プ

ス
県

立
公

園
　

御
岳

県
立

公
園

　
三

峰
川

県
立

公
園

　
塩

嶺
王

城
県

立
公

園
　

聖
山

高
原

県
立

公
園

　
天

竜
小

渋
水

系
県

立
公

園
長

野
県

の
温

泉
：
ゴ

シ
ッ

ク
は「

第
31回

に
っ

ぽ
ん

の
温

泉
100選

」に
選

ば
れ

た
5つ

の
温

泉
地

。温
泉

地
域

や
温

泉
地

域
資

産
は「

日
本

温
泉

地
域

学
会

」や
長

野
県

庁
の

資
料

等
よ

り
選

択
し

た
。

註
：
参

考
資

料
：
長

野
県

庁
H
P「

県
政

情
報
・
資

料
」（

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/tokei/happyou/jinkou.htm

l）参
照

　
　

　
　

　
　

 長
野

県
の

温
泉

に
つ

い
て

は
観

光
経

済
新

聞「
第

31回
に

っ
ぽ

ん
の

温
泉

100選（
2017年

度
）」（

https://w
w
w
.kankokeizai.com

/100sen_31/）と
関

係
市

町
村

H
P
等

参
照

（
二
八
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

五
八

広
域

市
町

村
圏

市（
郡

）町
村

平
成

の
大

合
併

広
域

連
合

そ
の

他

桑
名

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
協

議
会

）
（

1市
8町

）

桑
名

市

桑
名

市

桑
名
・
員

弁
広

域
連

合
（

2市
2町

）

・
 四

日
市

市
及

び
桑

名
市

消
防

通
信

指
令

事
務

協
議

会（
2市

）
・

 員
弁

地
区

介
護

認
定

認
定

協
議

会
他（

い
な

べ
市
・
東

員
町

）
・

 桑
名

介
護

認
定

審
査

会（
桑

名
市
・
木

曽
岬

町
）

・
 桑

名
障

害
者

介
護

給
付

等
の

支
給

に
関

す
る

審
査

会
（

桑
名

市
・
木

曽
岬

町
）

員
弁

郡

藤
原

町
北

勢
町

大
安

町
員

弁
町

東
員

町
員

弁
郡
・
東

員
町

桑
名

郡
多

度
町

い
な

べ
市

長
島

町
木

曽
岬

町
桑

名
郡
・
木

曽
岬

町

四
日

市
地

区
広

域
市

町
村

圏
（

協
議

会
）

（
1市

4町
）

四
日

市
市

四
日

市
市

四
日

市
地

区
広

域
市

町
村

圏
協

議
会

（
1市

3町
）

三
泗

介
護

認
定

審
査

会
（

1市
3町

）
三

重
郡

楠
町

菰
野

町
三

重
郡

菰
野

町
三

重
郡

介
護

給
付

費
等

支
給

審
査

会
（

3町
）

朝
日

町
朝

日
町

川
越

町
川

越
町

鈴
鹿

亀
山

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
協

議
会
：
2市

1町
）

鈴
鹿

市
鈴

鹿
市

鈴
鹿

亀
山

地
区

広
域

連
合

（
2市

）
亀

山
市

亀
山

市
鈴

鹿
郡
・
関

町

伊
賀

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
一

部
事

務
組

合
）

（
2市

3町
2村

）

上
野

市

伊
賀

市
伊

賀
市
・
名

張
市

広
域

行
政

事
務

組
合

（
2市

）
阿

山
郡

阿
山

町
伊

賀
町

大
山

田
村

島
ヶ

原
村

那
賀

郡
・
青

山
町

名
張

市
名

張
市

津
地

区
広

域
連

合
（

協
議

会
）

（
2市

7町
2村

）

津
市

津
市

久
居

市

安
芸

郡

河
芸

町
芸

濃
町

美
里

村
安

濃
町

一
志

郡

香
良

洲
町

一
志

町
白

山
町

美
杉

村
嬉

野
町

松
阪

市
松

阪
地

区
広

域
市

町
村

圏
（

協
議

会
）

（
1市

5町
1村

）

松
阪

市
一

志
郡
・
美

雲
町

飯
南

郡
飯

南
町

飯
高

町
明

和
町

明
和

町
多

気
町

多
気

町
多

気
郡

勢
和

村
多

気
郡

表
4　
三
重
県
の
市
町
村
と
広
域
行
政
圏

（
二
八
二
）



長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
（
山
田
）

五
九

紀
勢

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
協

議
会

）

大
台

町
大

台
町

紀
勢

地
区

広
域

市
町

村
圏

協
議

会
（

2町
）

香
肌

奥
伊

勢
資

源
化

広
域

連
合

（
多

気
町
・
大

台
町
・
大
紀
町

）
（

3町
）

宮
川

村

度
会

郡

大
宮

町

度
会

郡

大
紀

町
紀

勢
町

大
内

山
村

伊
勢

志
摩

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
協

議
会

）
（

2市
11町

1村
）

玉
城

町
玉

城
町

伊
勢

志
摩

地
区

広
域

市
町

村
圏

協
議

会
（

3市
3町

）

鳥
羽

志
勢

広
域

連
合

（
鳥

羽
市

志
摩

市
・
南
伊
勢
町

2市
1町

）

度
会

広
域

連
合

（
度

会
町
・
南
伊
勢
町
・
大
紀
町
：
3町

）
度

会

志
摩

市
公

平
委

員
会

（
志

摩
市

、志
摩

行
政

組
合

、志
摩

広
域

消
防

組
合

、鳥
羽

志
摩

広
域

連
合

）

度
会

町
度

会
町

南
勢

町
南

伊
勢

町
南

島
町

二
見

町

伊
勢

市
小

俣
町

御
薗

村
伊

勢
市

鳥
羽

市
鳥

羽
市

志
摩

郡

浜
島

町

志
摩

市
大

王
町

志
摩

町
阿

児
町

磯
部

町

尾
鷲

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
事

務
組

合
：
1市

2町
）

尾
鷲

市
尾

鷲
市

紀
北

広
域

連
合

（
1市

1町
）

北
牟

婁
郡

海
山

町
北

牟
婁

郡
・
紀

北
町

紀
伊

長
島

町

熊
野

地
区

広
域

市
町

村
圏

（
協

議
会

）
（

1市
3町

1村
）

熊
野

市
熊

野
市

熊
野

地
区

広
域

市
町

村
圏

協
議
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